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　変化、とは善きにつけ悪あしきにつけ、容よう赦しやのないものだ。

　それを望むと望むまいとに拘かかわらず、人は常に変化にさらされ続け、そして一度変わってしまえば、もう二度とそれより前に戻もどることはできない。

　その変化を幸福と捉とらえるか、不幸と捉えるかは人それぞれだろう。

　さらに言ってしまえば、〝禍か福ふくはあざなえる縄なわのごとし〟という言葉もあるように、何が幸福で何が不幸かは、その一いつ瞬しゆんだけを切り出して判断することはできない。今日、不幸だと思った事こと柄がらが、明日あしたそれが原因で幸福に繫つながることもある。

　手痛い傷を負ったとしても、その傷を糧かてに新たな自分になることができるかもしれない。逆に、その傷があまりに深すぎて、もう立ち上がることすらできなくなるかもしれない。

　その境目が何処どこにあるかは誰だれにも分からない。

　分かっていることはただひとつ。

　私の目の前で、岡おか部べ倫りん太た郎ろうという人物に起きた現象は、紛まぎれもなくその不可逆的な〝変化〟であるということだ。

　彼はひとつのターニングポイントを迎むかえ、おそらくはそこで一歩を踏ふみ出した。決して後あと戻もどりすることのできない、蝶翼バタフライ現象の螺ら旋せんへと……。




　　　　☆




　８月３日夜。

　私と岡部は、ラボにほど近い公園にいた。

　都会、それもアジアに名だたる一大ショッピングタウンである秋葉原のただ中では、たとえ公園だからといっても夜空に星はほとんどない。空に照り返るネオンの輝かがやきが星の光をかき消し、何だかより一層その闇やみを深めているような気がする。

　今から数時間前のことだ。岡部はジョン・タイターとメールのやりとりをしている最中、突とつ然ぜんとんでもないテンションで騒さわぎ出したのだ。

「この俺が救世主だと!?　下らん、ジョン・タイターは実にバカだな！　俺は狂きよう気きのマッドサイエンティスト!!　望みは世界を救うことではなく、破は壊かいと混こん沌とんなのだ！　ふふ、ふぅぅわっはっはっはっはっはっは！」

　高こう揚ようした調子で彼はまくし立て、一いつ旦たんは中止すると言った〝過去を変えるＤメール実験〟を再開すると宣言したのだ。私と、そしてたまたま財さい布ふを取りにラボへと戻ってきていた橋はし田だはそれに巻き込まれ……、なんだかんだとしている内に時刻はもう夜。

　結果、特定時間の範はん囲い内でしか機能しないＤメールの特性から、これ以上の実験は無理と判断され、改めてお開きとなった。

　──この段階で橋田は帰り、私たちは気分転てん換かんのために公園まで出てきたというわけだ。

　結局、その実験の範囲内では岡部の言う「世界線の移動」は発生しなかった。

　いくら過去にメールが飛ばせるといっても、それで変えられる事象には限界があるということなのだろう。いや、そもそも過去にメールが飛ばせるとはいえ、それで本当に過去が変わるものなのだろうか？

　岡部の主張するところでは、私たちはロト６の当たりくじを買うように指示したＤメールを過去に送り、その結果として過去は改変されたのだという。しかしそれによって発生した世界線の分ぶん岐きと移動により、世界は再編されてしまった。

　すなわち、「過去の改変」によって発生する矛む盾じゆんを、世界は可能な限りの過去にさかのぼって修正したのだ。その結果として私たちの記き憶おくは〝修正後の現在〟に合わせて再構成されたため、今の私たちには「Ｄメールで過去を変えようとした」という記憶がそもそもない。

　この状じよう況きようはジョン・タイターが数日前、『＠ちゃんねる』に書き込んでいた内容そのままだ。

　岡部の主張通りであるとするならば、結果的にジョン・タイターの展開した理論は正しかったことになる。

　……無論、岡部の主張通りであるならば、だ。

　しかし現時点において、岡部の主張を裏付ける証しよう拠こは何ひとつとして存在しない。ロト６の話も、過去が変わったという話も、世界線の移動による記憶の再構成も、すべて岡部の主張が根こん拠きよとなって存在する仮説に過ぎない。

　そして今のところ、その仮説を証明するために行なわれた実験は、そのことごとくが失敗に終わっている。

「もっと分かりやすく、過去が変わったと確かく認にんできるものでないとダメか……」

　私は公園の滑すべり台の上に座りながら、そう呟つぶやく──放っておくと岡部が高いところへ上のぼって厨ちゆう二に病びようムーブを開始するので、それを回かい避ひするために私が先に上ったのだ。

「……ほぉ」

　そこで、岡部が興味深そうに声を漏もらした。その声に宿るのは、してやったりと言わんばかりの勝ち誇ほこった感情。それに加えて、私が彼の主張に賛同しているに違ちがいないと決めつける、自分勝手な〝意図〟だった。

　私はその声こわ音ねに宿る意図に、ハッとして頰ほおを紅潮させる。

「べ、別に実験に賛成とかそういうことじゃなくて！」

　そ、そうだ。

　別に岡部の主張や考えに賛同しているわけじゃない。

　そうではなくて、あくまでもこれは好こう奇き心しんというか、興味というか……。

　すべての前提になっている、〝あること〟を確認しなければ、どうしても私も状況も前に進めないから、実験を続けているのだ。




　　　　☆




　そう、〝あること〟。

　──岡部だけが何故なぜ、改変される前の世界線を認識し、改変後も記憶を持ち続けられるのか、ということだ。

「……で、どう思ってんの？　あんただけ記憶が継けい続ぞくしていることについて」

　私は軽く息をついてから問う。

　そもそも、彼とジョン・タイターが『＠ちゃんねる』で話していたときから気になっていたのだ。岡部は２０００年にも未来人ジョン・タイターが現われたと主張していた。だが、そんな記録は何処どこにもなく、ジョン・タイター本人でさえその記憶はないという。

　そして岡部に対してジョン・タイターは、「あなたは他ほかの世界線の私を見た可能性があります」と返したのだ。

　その時も私は強く感じていた。

　別の世界線を知覚するなどということがあり得るのだろうか、と……。

　逆に言えば、そうやって疑問を抱いだいていたからこそ、昼間に岡部が調子を壊こわした時、自然に確信を得たのかもしれない。

　──あの時の彼が、Ｄメールによって過去を変えた後の彼なのだと。

　疑問点は数多くあり、納なつ得とくできない点も大きい。

　だが、間ま違ちがいなく岡部は世界線を超こえ、そのことを知覚している。極きわめて非論理的だけれど、私は少なくともそのことについてだけはまったく疑いを持っていなかった。

　だから、私はまっすぐに彼を見て問いかけたのだ。

　世界線を超えて記憶を持ち続けられるという、岡部にだけ特有の現象についてどう思っているのか、と。

　……しかし返ってきたのは、いつものような厨二病的返答だった。

「言ったはずだ。魔ま眼がん……、ルィィーディングシュタイナーの力だと！」

「……」

　両手を広げ、陶とう酔すいするように言う岡部を、私は冷たい視線で見つめる。数時間前、実験を再開する時にもそう説明はされたけど、それが一体、何の説明になっているというのか？

　私は無表情に彼を見つめるが、多分近くに寄ってみれば額に青筋が浮ういているのが分かるだろう。

　やっぱりこいつは一度、麻ま酔すいなしで奥歯を抜ばつ歯ししてやるべきだろうか。

「……お？」

　さすがに視線に殺気がこもっていたのだろうか？

　岡部は私が無表情に彼を見つめていることに気づくと、やや真面目まじめな表情になる。やはり誤ご魔ま化かすための厨二病ムーブだったか。

　心の中でため息をつく。いつもだと、このまま厨二病言動が続くのだけれど……。

　でも、改めて真面目な表情となった岡部の口から放たれた言葉は、先の厨二病的言動からはかけ離はなれたものだった。

「……それを確かめるためにも、次はおまえにＤメールを送ってもらうぞ」

　岡部の言葉は、ある意味で当然のものだ。

　彼の世界線移動を経ても記き憶おくの保持される能力について検証するためには、何度も世界線移動実験を行なってその実験データを蓄ちく積せきする必要がある。

　すでに橋田がこれに協力してＤメールを送っているが、過去は改変できなかった。

　……である以上、次は実験に協力するなら私にも私の過去を変えられるかどうか、Ｄメールを送ってみろというわけだ。

　けれど、私にはそのつもりはまったくない。

「私はいや……」

　少しだけ間を空け、絞しぼり出すように言う。

　昼間、岡部が過去を変えるＤメール実験の開始を主張した時も同じことを思ったが、私には変えたいと思う過去はない。

　どれだけ失敗や嫌いやな想おもいを積み重ねていても、それを含ふくめて今の私が在る。過去を変えるのはそれを否定すること。今の私を否定することだ。

「タイムパラドックスが気になるのか？」

「過去を変えるなんて……。なんか、卑ひ怯きような感じがするから」

　岡部の問いに、私はあえて言葉を濁にごした。今、口にした内容に偽いつわりがあるからじゃない。でも同時に、それがすべてではないこともまた確かだ。

　昼間は思い出さなかったことがひとつある。自分が過去を変える立場にはならないと、そう思っていたし、決意していたから思い出さなかったこと。〝Ｄメールを送れ〟と、言われてようやく思い出したこと。

　それは他ならぬ父、牧まき瀬せ章しよう一いち──多くの人からは中なか鉢ばち博士と呼ばれる人から、七年前に言われたある言葉だ。

　あの時、私は考えなしにパパの提唱した理論を否定するようなレポートを書いてしまい、パパを激げき怒どさせてしまったのだ。

　そしてパパの口から放たれた言葉は、私の心に深く突つき刺ささった。

「お前などこの世に生まれてこなければ良かったのだ。……私はお前が否定したタイムマシンを絶対に完成させてやる！　そしてお前という存在を、この世から消し去ってやるからな！」




　　　　☆




　思い出してしまった苦い記憶に、自分の表情が歪ゆがみかけるのを感じる。

　私はそれを誤魔化すように、滑すべり台の上から滑り降りた。その行こう為いをスイッチに、何とか無表情を保つ。……でも、さすがに岡部の顔を見ることはできなかった。

「私の人生はたかだか十八年だけど、改変なんかしたくない。失敗したことも含めて、自分の人生なんだから」

　そうだ。

　私は──牧まき瀬せ紅く莉り栖すは、十八年の生を生きてきてここにいる。

　それを否定されたくはないし、否定したくはない。

　今まさに味わっている、この苦い想いも含めて、私は私だ。

　それを否定し、書き換かえるということは、今の私を消すことに他ほかならない。

　そう、まるでパパが言った〝おまえという存在を、この世から消し去ってやる〟という言葉通りに……。

「だがぁ、実験は大好き。……そうだろ？」

　そんな風に思う私の心情を知ってか知らずか、岡部は私の顔をのぞき込んで言う。その声こわ音ねは道どう化けていて、からかう響ひびきがあった。

「え？」

　自分の記憶に囚とらわれていた私は、岡部のその動きに気づくことができず、反応が一いつ拍ぱく遅おくれてしまう。もしかして自分の顔が想いの苦さに歪んでいたのかと、思わずたじろいだ。

　しかし、岡部の声が脳に染しみ入ってくるにつれ、そうではないと気づき、別の羞しゆう恥ちが顔をのぞかせる。

「す、好きで悪いか!?」

「すなわち、自分は高みの見物を決め、他人を犠ぎ牲せいにしてほくそ笑えむ。うむ、実にマッドサイエンティストだ！」

　茶ちや化かすような口調で、岡部は肩かたをすくめながら言う。

　そこに宿る冷やかしの気配と、未いまだ残る心の中の苦い気持ちに、私は彼から顔を背そむける。

「……もういい！」

　言ってそっぽを向くと、少しだがやり切れない想いが和やわらいだような気がした。もしかして、岡部は私の心の中の感情に気づいて、わざと憎にくまれ口を利きいたのだろうか？

　……いや、さすがにそれはないだろう。彼もそこそこに勘かんの利く方ではあるようだけど、こうまで意識してできるタイプでないことは分かっている。

　どちらかと言えば、まゆりとのつき合いで無意識に身についた対処なのかもしれない。

「しかしだ、真面目まじめな話……」

　私の背後で岡部が言う。と、その瞬しゆん間かん、携けい帯たいの着信音が鳴った。

　ごそごそと何かをしている気配が伝わってくる。様子からしてメールだろうか？

　岡部はどうやらそれには返信しないらしく、言葉を続けようとする。

「真面目な話。Ｄメールをより完かん璧ぺきなものにするためにも、やはり……」

　そこで再び鳴り響く着信音。またも岡部の言葉は切れる。

「やはり、実験を続ける他……」

　そしてさらに着信音。

　……ここでさすがに、私もメールを送ってきているのが誰だれか気づいた。岡部に振ふり返りつつ、その人物の名を口にする。

「ああ、桐生きりゆうさん？」

　見れば岡部は今にもかみつきそうな顔で、憎にく々にくしげに携帯を見つめている。

「えぇい、くどい！」

　たまりかねたように岡部が叫さけぶ。その瞬間、暗がりから私たちに声がかかった！

「……ダメ？」

　びくりと身体からだが震ふるえる。一いつ瞬しゆん、心臓が口から飛び出そうになった。

　私と岡部が悲鳴を上げて振り返ると、そこには桐生さんが立っている。

「こ、こんなに近くにいるなら、声くらいかけろ！」

　岡部が驚おどろきの表情もそのままに言うと、再び着信音が鳴り響いた。

「だから、声を出してしゃべれと言っているだろぉーがぁッッッ！」

「だって……」

　そうして岡部と桐生さんは、また昼間のように言い合いを始める。いや、正確には岡部が言いつのるだけで、桐生さんは特に発言しないのだが。

　──ちなみに携帯の着信音は、連続で鳴り響いている。どうやって打っているのか、もはや見当もつかない。

　私はというと、後ろに桐生さんが立っていた時の驚きで、しばし胸の鼓こ動どうが激しくなりすぎ、何もできずにただその光景を見つめていた。

　……けれど、何だか理由はよく分からないが、だんだんと腹が立ってくるような気がする。

　いや、違ちがう。理由はすぐに、分かった。

　さっきまで話をしていた私を放って、実験をどうするのか結論も出ないまま、他人とばっかり話し始めた岡部に怒おこっているのだ。私は。

　研究者にとって、研究の話を遮さえぎられるのは何よりも嫌いやなものだ。おそらくそこに私は腹を立てているのだけど、事態の展開が意外すぎて、そこにすぐに気づけなかったようだ。

　うん、そうに違いない。

「お～か～べぇ～」

　自然とお腹なかの底から低い声が漏もれ出る。間ま違ちがいなく、そこに殺気がこもっていた。

「はっ、助手！　どうした？　何だというのだ？」

　岡部はハッとした表情で私を見つめ、ススと桐生さんは彼から少し離はなれる。

「なっ？　閃せん光こうの指圧師よ、なぜ離れる!?　待て、セレセブ、落ち着け」

　その言葉を聞いた瞬間、何かが私の中でぷちんと切れた。自分でもびっくりするくらいの大だい音おん声じようが秋葉原の空に響き渡わたる。

「だから、セレセブって言うな─────ッッ!!」




　　　　☆




　結果として、今日は岡部から世界線を超こえても記き憶おくを保持し続けられることの理由を聞けずに終わってしまった。とは言え、無む理り矢や理り夕食をおごらせたので、それはそれでよしとすることにしよう。

　ちなみに夕食は、駅前のＵＰＸ一階にある中ちゆう華かレストランで汁しるなし坦たん々たん麺めん。

　日本で言う担々麵とは違って本場の担々麵に近い構成で、一口ほおばると汗あせがどっと湧わく感覚が快感だった。暑い日本の夏を乗り切る暑しよ気き払ばらいとしては、これくらいの方がいいような気がする。

　もちろん味も後を引くおいしさで、また来ようと思わせるに十分なものだった。

　──もっとも、食事中お箸はしではなくフォークを使って担々麵を食べたことについて、岡部にぐちぐちと言われたのは少し参った。お箸を使うのは苦手だけれど、悔くやしいので練習して、岡部の前ではできるだけお箸で食べようと思う。

　もう通い慣れたといってもいい、本郷通りの坂を上り、ホテルへと帰る。部屋の中に入り、上着を脱ぬごうとクローゼットの前に行こうとした私は、そこで鏡の中に映り込んだ自分の顔に目がとまった。

　見慣れた自分の顔。

　それが今日はやけに上じよう機き嫌げんに見えた。

「……私って、ご飯がおいしいとそんなに顔に出るのかな？」

　思わず独り言が口から漏れる。日ひ頃ごろからそこまで激しく表情を変える気質でもないので、よっぽどつき合いの長い人間でないと、今の私が上機嫌であることには気づかないだろう。

　言ってしまえばその程度のかすかな変化だが、その変化を自分に呼び起こさせたものについて、少し引っかかるものを感じたのは確かだ。

「ううん、違う違う。……別にご飯じゃなくても、今日は色々あったもの」

　ひとつふたつ、かぶりを振ふって数秒前の自分の思考を否定する。

　そう、確かに今日──いや、厳密には一昨日おとといから色々あった。

　ＩＢＮ５１００の真実。

　岡部のラボに戻もどると決意したこと。

　ＳＥＲＮが本当にタイムマシンの開発をしていて、それを世界に隠かくしていたこと。

　Ｄメールが本当に時を超えていることが証明されたこと。

　そして、岡部の話を信じるなら、Ｄメールが過去を変え、その結果として世界線を変えることが可能であること。

　それらはすべて、今までの私の人生の中でも、とびきり衝しよう撃げき的な出来事だった。

　──あと、意外に岡部の周りに女性の人数が多いことも驚きだったが、これに関しては置いておくこととする。それもひとりを除いて、みんな私より胸が大きい。

　いや、もっと言えばそもそも、私がタイムマシンの存在を認める気になったことこそが、この間で一番大きな出来事かもしれない。

　もちろん、今でもトンデモ科学を憎にくむ気持ちはあるし、受け入れがたい気持ちはある。それでも、目の前で起きている事実を認めずに否定することは、〝知りたい〟と願う人間の根源的な欲よつ求きゆうを否定することに他ほかならない。

　もしその否定をよしとしてしまえば、人類は未いまだにアフリカの森の中から一歩も出ていないだろう。人を前に進ませ、改善し、努力させる最大の要因である好こう奇き心しん。それを否定してしまえば、研究者などやっていられない。

　それは最終的に、自分自身の否定へと繫つながってしまう。

「……それじゃ、意味がないものね」

　軽くため息混じりに言い、私はベッドに寝ね転ころぶ。

　空調の効いた部屋の中でじっくりと冷やされていたシーツの感かん触しよくが、まだ熱を持ったままの肌はだに心地ここちよい。

　その感触を楽しんでいると、視界にテーブル上に置かれたひとつの封ふう筒とうが映った。
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　それは六日前、７月28日にパパに見せるために書いた論文の封筒だった。私がタイムマシンの実現可能性とその理論に関して論じた論文だ。

　私はのそのそとベッドの上を移動し、手を伸のばしてテーブルの上に投げ出したままの論文の封筒を手に取る。

　すっと指で引き出した紙には、無数の文字が躍おどっていた。

「……やっぱり、ほぼ同じね」

　自分の書いた論文の内容。

　それがまさか、未来から来たと主張する人物──ジョン・タイターの語るタイムトラベル理論や、ＳＥＲＮの研究しているタイムマシンの原理とほぼ同じとは思わなかった。

　違ちがうのは、少なくともＳＥＲＮはすでに何度もタイムマシンの実験を行なっていること。ジョン・タイターに至っては自分が実際にタイムマシンで未来から来たと言っているということだ──もっとも、まだジョン・タイターについては半信半疑だが。

　タイムマシンを否定して、否定して、否定していた自分が書いた論文。

　それが現実に存在するタイムマシンの理論のそれと合がつ致ちしているというのは、あまりにも皮肉だ。

　実際にタイムマシンを愛し、ずっとそのためにすべてを犠ぎ牲せいにして、生しよう涯がいさえも捧ささげてきたと言って過言ではないパパは、未だにトンデモ研究者のレッテルを貼はられて学会から冷れい遇ぐうされていると言うのに……。

　そこまで考えて、私はガバッと起き上がった。

「そうだ……。パパなら、私よりももっと岡部の力になれるかもしれない！」

　如何いかに自分の頭脳と実力に自信があるとは言え、やっぱり私は本来は脳科学者で、タイムマシンはまだまだ専門とは言えない。

　だからＤメールの実験をするにしても、試行錯さく誤ごの手て探さぐりな部分が大きく、どうしても理論的な検証が不十分になっているきらいがある。

　でも、ずっとタイムマシンについて研究してきたパパなら、もっと論理立てて問題点を指し摘てきし、長年の経験から来るアドバイスをしてくれるかもしれない。

「そうよね、私なんかよりタイムマシンについてはパパの方が……」

　それに、タイムマシンがすでにあると分かれば、パパの研究も飛ひ躍やく的に進む可能性がある。

　……しかし同時に、パパと岡部を会わせるのは何となくよくない気がした。

　大体、Ｄメールと電話レンジ（仮）は、未来ガジェット研究所の正当な財産だ。ＳＥＲＮの存在もある以上、それをたとえ血けつ縁えんであるパパとは言え、軽々しく見せていいとも思えない。

「……まず、きちんと岡部に話すべきよね」

　だが、言って即そく座ざにそれが上手く行くはずもないと私は気づく。

　あのすでに厨ちゆう二に病びようのペルソナが、ほとんど自分の素す顔がおとまで化している彼のことだ。話題を出した瞬しゆん間かんに色々と言ってきて、まともな会話にならないような気がする。

　それに、彼が外部の手を借りることについて、積極的になるとは思えない。

　悪いアイデアはないと我ながら思うのだが、色々な問題を考えると実現の可能性はさして高くなさそうだ。少なくとも、クリアせねばならない課題が複数存在するのは確かである。

「でも、上手く行けば……」

　論文を見つめながら私は言う。

　上手く行けば、Ｄメール実験は飛躍的な進歩を遂とげることだろう。そうすれば岡部の言うように、ＳＥＲＮを出し抜ぬくことも不可能ではないような気がする。

「となると……、まずはパパときちんと連れん絡らくが取れるようにならないと」

　あの記者会見の日から六日が経たったが、あれから私はパパと一いつ切さい接せつ触しよくをとれていない。何度か電話はかけてみたのだが、繫がらないか、留守番電話かのいずれかで一回としてパパの声を聞くことはできなかった。

　やっぱりどうしても、私も及および腰ごしになっていたのだと思う。

　パパとの家族の時間を取り戻もどすのだと、気合いを入れて日本に来て、それがあの人工衛星の落下事故でふいにされてしまって……。そこで気力が萎なえてしまったのだろう。

　何が何でもパパと連絡を取ろうという気持ちに、私の中でブレーキがかかっていた。

　けれど、今はもうひとつ、別の目的がある。

　パパにタイムマシンの研究を手伝って欲しい。実際に手を貸してもらえなくても、アドバイスだけでもいい。そうすれば、もっといい結果が出せるに違いないのだから。

「明日から、もう少し定期的に電話をかけてみよう。そうしたら、パパからも折り返しが来るかもしれないし……」
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　８月６日お昼過ぎ。

　私は先日の決断から後、実験の合間をぬって、一日に数回のペースでパパに電話をかけ続けていた。しかし、まだ一度としてパパと連絡は取れていない。

　今日だけでも今朝から数回かけているのだけれど、やはり結果は同じだった。留守電には声を残しているから、気づけば折り返してくれてもいいようなものだけど、もしかしてそもそも気づいていないのかもしれない。

　私は段々、電話番号自体を間ま違ちがえているのではないかという気分になりつつあった。

　何回かＤメール実験を行ない、昼食に出かけるという岡部と橋田を送り出した後、私はまた電話をかけるべく、屋上へと出ていた。

　──ちなみに他ほかのラボメンは用事があるとかで、元より今日は来ていなかった。橋田も昼食の後は別の用事があるとのことらしい。

「……やっぱり、出てくれない」

　何度目かのコール音の後、いつもと同じように留守番電話に切り替かわる。

　どうしたものかと思いつつ、私はこれも同じく再度連絡する旨むねの伝言を吹ふき込んで携けい帯たい電でん話わを切った。

　軽くため息をつく。

　そして屋上の手すりにもたれ、ひしめき合うように建つ雑居ビルの群れの中から、秋葉原の景色を眺ながめやった。高さにして四階程度の位置にある屋上だけれど、そこから見える景色は悪くない。

　夏の暑いさなかでなければ、ぼーっと見ていてもいいくらいだ。

　思えば、ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所から見える景色も、眺めが良かった。やっぱり研究をするには、こうやって気分を転てん換かんできるような風景の見られるところがいい。

　何らかの手段で脳をリフレッシュさせることができなければ、どうしたって研究の能率は上がらないのだから。

　そうやって少しの間、秋葉原の景色と風に揺ゆれ空を流れる白い雲の群れを見つめる。私はゆったりと流れる雲を見上げながら、ぼんやりと考えていた。

　当然、岡部が如何いかにタイムマシンを完成させてＳＥＲＮを出し抜くとは言っても、具体的にできることは限られている。

　いくらＤメールで過去が変えられるとは言え、それでＳＥＲＮを出し抜けるほどの過去改変が行なえるとは思わない。

　実際、岡部はロト６を買って金銭を手に入れることにさえ失敗したし、橋田はゲーム大会で優勝するためにＤメールを使ってみたが、彼が瞬しゆん殺さつされた過去は元より変えられなかった。

　Ｄメールで過去を変える自体が至難の業わざなのに、しかもそれで望んだ結果を引き出すとなればさらに難しい。重ねて言えば、そこまでの改変を行なうと、バタフライ効果で一体どんなことが起きるか見当もつかない。

　分からないことは山積みで、なのに立ち向かわなければならない課題はあまりにも巨きよ大だいだ。

「まず、送れるデータが36バイトしかないのがネックよね。どうにかして、情報を圧縮して36バイト以内にして、過去に送ることができれば……」

　言いながら、私は携帯電話の時計表示を見る。

　そろそろ、岡部が昼食から帰ってくる時間だ。

「最後にもう一回、パパに電話をかけてから、実験に戻ろうかな……」
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　携帯電話のボタンを押し、電話帳からパパの電話番号を選び出してコールボタンを押す。

　この数時間だけでも、幾いく度どとなく行なった動作。

　すでにこのためのシナプスが脳の中にできるくらい、それを繰くり返して……。私はもう、目で見なくても瞬しゆん時じにパパへの電話を発信できるようになっていた。

　いつものように……、コール音が鳴り出す。そして、おそらくはいつものように、すぐに留守番電話のメッセージへと切り替かわ──らなかった！

　数秒間のコール音の後、私の耳に聞こえてきたのは、忘れようとしても忘れられないパパの声だった。

「もしもし……」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、私の頭の中は真っ白になった。それまでに考えていたこと。話そうと思っていたこと。何度となくシミュレートしたはずの内容が全部消し飛んで、ただ息を吞のむしかできない。

「……」

　胸がどくんどくんと高鳴りを上げ、こめかみに緊きん張ちようの余りきんと痛みが走る。話そう、話そうとは思うけれど、どうしても声が出てこない。口をぱくぱくとさせながら、何とか声を絞しぼり出そうとする。

「パ、パパ……」

　やっとの思いで言葉を口にした私に浴びせられたのは、怒ど声せいだった。

「何度も電話してくるな、うっとうしい！」

　その声に、私の総身はびくりと震ふるえる。心の中に、七年前にパパから怒ど鳴なられた時の恐きよう怖ふが甦よみがえってきた。

「あ、あの……、パパ……、ごめん。……あの」

「そんなに私をあざ笑いたいのか!?　長年の時間をかけた、研究発表の場をあんなふざけた事故で中止に追い込まれたことを、そんなにバカにしたいのか!!」

　すごい剣けん幕まくだった。

　私は何も言えず、あえぐようにしながら涙なみだがにじみそうになるのを懸けん命めいにこらえる。

「大体、何だ!?　こんなに電話を四六時中かけて来おって、そこまで私を追い詰つめたいのか！　お前から電話がかかってくるたびに、私がどれだけ惨みじめな気持ちになったか！　満足か！　私をこんな風にするために何度も電話をかけて、満足か!?」

　違ちがう……。私は会いたくて、ただ会いたかっただけで！

　もう、我が慢まんしても涙が一筋二筋とこぼれていた。ダメ、泣きたくないのに。泣いちゃダメなのに。

「どうして？　どうしてそういう風に取るの？　私はただ……」

　私は必死に、言葉が出なくなりそうな、胸が潰つぶれそうな悲しみと恐怖に耐たえながらパパに叫さけぶ。でも、出てくる声は弱々しくて、ただの反論にすらなってなくて……。

「では、何だというのだ？　そうか……、おまえも私に研究をやめさせたいんだな。あいつや学会や……、私のタイムマシン研究の崇すう高こうさを理解できないバカどもと同じように！」

「違う、そんなつもりじゃ！　私は……」

　私がそう言ったところで、一方的にパパは通話を切る。

　どうしたらいいんだろう!?

　また、パパを怒おこらせてしまった。それもただ、パパと話したいためだけに電話したわけじゃなくて、他ほかに頼たのみたいこともあったのに……。

　どうすれば……！

　心が押し潰されそうなほど苦しい。……そんな時、不意に気配を感じて私は顔を上げる。

　ハッと気づくと、そこには洗せん濯たく籠かごを抱かかえた岡部の姿があった。

　手にした携けい帯たい電でん話わからは、ツーツーと無機質な音が流れる。そして岡部は、私を見つめたまま、身じろぎもせずに立っていた。

　岡部の視線に宿るのは、おそらく戸と惑まどい、憐れん憫びん、疑問。

　私はその視線に耐えられずに、屋上の出入り口前に立っている岡部を押しのけて、ダッと駆かけ下りていく。

　少なくとも、今は岡部に自分の姿を見られたくない。

　岡部の力になって欲しくて、パパに電話をかけて、それを裏切られた今の自分を見られたくない。好きな人に、好きな人の力になって欲しかったのに、それがただの自分の傲ごう慢まんな思いつきに過ぎないと思い知らされた、今の自分は……。
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　ラボの階段を駆け下り、何処どこをどう走ったか、気づけば物静かな裏通りに来ていた。

　人ひと影かげはほとんどなく、おそらく目に見えるビルの会社も就業時間の真っ最中なのだろう。

　見れば、少し先に公園のような場所があった。そこにあるベンチに座り、頭を抱える。

　どうしたらいいのか、もう分からなかった。

　やっと連れん絡らくの取れたパパから、まさかあんな言葉を聞くことになるとは、夢にも思っていなかったからだ。

　果たして一体、何がいけなかったのだろうか？

　パパに連絡を取りたいからと言って、何度も連絡をかけたのがよくなかったのだろうか？

　それとも、単に電話のタイミングが悪かったのか、電話という手段が悪かったのか……。頭の中でぐるぐると、自分が犯おかしてしまった過あやまちが何なのか、それを自問し自責する考えが生まれては消えて、消えては生まれて際限なく自分を苛さいなみ続ける。

　泣きたい……。

　ただ、泣きたい……。

　もうそれしか考えられなかった。

　でも、長い間に培つちかった自分のプライドは、人前で自分が泣くことを許さない。今いる公園のような場所でさえ、わずかではあるが人目がある。そんなところで泣く自分を、私はどうしても許容できなかった。

　……ホテルに帰るか？　そして部屋でひとり泣きわめこうか？

　いや、無理だ。確か今はちょうど清せい掃そう中の時間のはず。そこで清掃を中断してもいいからひとりにしてくれと、交こう渉しようができるだけの精神的余よ裕ゆうはもう今の私にはない。

　何処か冷静に判断しつつ、私は座っていたベンチから立ち上がる。

　思考がきちんとまとまらなくても、少なくともここで泣くことだけはできないのだ。

　まるで幽ゆう鬼きのように、陽炎かげろうが立つほどに熱された秋葉原の街を歩く。

　一いつ瞬しゆん、適当なホテルやカラオケボックスに駆け込んで泣くことも考えたが、もう誰だれかと少しでも言葉を交かわすだけでも、涙るい腺せんが決けつ壊かいしてしまいそうだった。

　結果として、足が自然に向かった先は……、未来ガジェット研究所。さっき逃にげ出してきたばかりのラボだった。

　──岡部は、まだいるのかな？

　下から見上げても、ラボの電気は落ちていてどうなっているか窺うかがうことはできない。特に作業のない時など、ラボの電気を消していることはよくあることだったからだ。

　とぼとぼと、考えるよりも早く足が階段を上っていく。その行こう為いを、脳は遅おくれて認にん識しきするだけだった。もしかすると、自分の深層意識は私自身が考えるよりも己おのれのしたいことを分かっているのかもしれない。

　力の入らない手で、ラボのドアノブを回す。

　すると、そこには電気を消したままソファに座り、テレビをぼんやりと眺ながめやっている岡部の姿があった。
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　岡部の姿に気づいた瞬しゆん間かん、私は我知らずの内に、力ちから一いつ杯ぱい全力でラボのドアを開け放っていた。そのまま私は、ずかずかとラボの中に入り込んでいく。

　呆あつ気けにとられる岡部。

　そしてそのまま私は、テレビを消し、両手で岡部のいるソファの前にあるテーブルをバンと叩たたいた。

「な、な、な、なんだ……？」

　岡部はうろたえたように問う。それに私は、猛もう烈れつな勢いで言った。

「……泣いてない！」


　………………………………………………………………………………………………………。



　我ながら思うが、私は何を言っているのだろうか？

「あ？」

　岡部は「おまえは何を言っているんだ？」と言いたげな様子で私を見る。当然だろう。はっきり言うが、私だって自分で何を言ってるか分からない。

　あれだけ動どう揺ようして、逃げ出して、泣きわめきたいと街中を徘はい徊かいした女が、一体何を言うに事欠いてそんなことを言っているのだろうか？

　どの口がそんなことを言うのかと、自分で突つっ込みたい。でも、それでも私はそう言わないと折れるしかなかった。もうぎりぎりの所にいて、今にも崩ほう壊かいしてしまいそうで。だから、折れないためには強がるしかなかった。

　それが何の説得力もない。ただの戯たわ言ごとと分かってはいてもだ。

「別に、泣いてなんかないからっ!!」

　それに対して岡部は当然のように突っ込む。

「どう見ても、泣いてただろ？　まだ目が赤いぞ……」

「ふ……、あっ！　ち、違ちがう……。これは目にゴミが……」

　さすがに、涙なみだがこぼれた程度だと思っていたので、目が赤くなっているとまでは思っていなかった私は、動揺して目を隠かくし、顔を背そむける。

　もしかして、自分では我が慢まんしていたつもりでも、もう泣いてしまっていたのだろうか？　そんな状態で秋葉原の街を歩き回ってしまっていたのだろうか？

「お前は昭和のドラマか？」

　岡部は再度、冷静な突っ込みを入れる。ただ、その入れ方のデリカシーのなさに、思わず怒いかりが湧わいた。

　振ふり返りながら、私は彼に言いつのる。

「と、とにかく泣いてないっ！　だから、追つい及きゆうしないこと！　分かった？」

「……別に追及するとはひと言も言ってない」

　振り返った私の目に、岡部の眼まな差ざしが飛び込んでくる。

　それは、ついこないだまゆりに向けていたのと同じ視線だ。

　相手を心の底から心配し、慈いつくしむような眼差し。

　口調こそやや呆あきれたようにぼやくようなものだったが、その目は私をいたわる気持ちを湛たたえていた。そのことに気づき、私は頰ほおが赤くなるのを感じて、再び顔を背そむける。

　何故なぜか、今他ならぬ岡部からそんな視線を向けられることがとても嬉うれしかった。でも、その心の内を知られたくなくて、私は殊こと更さらにつっけんどんに言ってしまう。

「う……、うるさいっ！」

　そのまま、私は岡部から逃げ出したい衝しよう動どうに駆かられる。

　必死に走ってさっきと同じように逃げ出したかった。でも、同時にもうここから離はなれたくもなかった。その葛かつ藤とうから、私は岡部のいる談話室から奥の開発室に逃げ込もうと数歩、歩みを進める。

　いや、違う。

　違う。違うのだ。離れたくないのはここじゃない。ううん、ここではあるんだけど、ここじゃない。もっと言えば、離れたくないという感情自体が、正確じゃない。

　私はいたいのだ。

　岡部のそばに。

　岡部に醜しゆう態たいはさらしたくないし、みっともないところは見せたくないし、いつも毅き然ぜんとして立派な自分でいたいけれど……。同時に何故か、嫌いやなことがあって、泣きたくて、心細くなってる今、他ほかの誰だれでもない岡部にいて欲しい。

　それこそまるで、昔パパにそばにいて欲しかった時のように。

　だから私は、考えるよりも早く、歩みをそこで止めた。




　　　　☆




　テーブルの前から数歩、一歩踏ふみ出したら開発室の前というところで、私はほんの数すう瞬しゆん、立ち尽つくした。

　背中に、岡部の視線を感じる。おそらくは疑ぎ問もん符ふ一いつ杯ぱいの顔で私を見ていることだろう。

　心の中の葛藤と、そして意識せずに動く自身の身体からだとのせめぎ合いが二重三重に繰くり広げられる。たったの数瞬、秒にも満たないほどの刹せつ那なの攻こう防ぼうが私の中であり、そして私はきびすを返した。

　そのままつかつかと、ソファに座る岡部のそばに行き、彼の隣となりにあったう～ぱクッションを取り上げて、抱だきしめる。

　そして、彼の脇わきに腰こしを下ろした。
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　この間、岡部は「へ？」とか「え？」とか、目まぐるしく変化する私の態度に疑問の声しか出せていない。ある意味で当然だ。私だって、なんで自分がこんなことをして、こんな態度をとっているのか、皆かい目もく見当もつかない。

　何だって、私はこんなことをしているのだろう？

　そう思うと、肩かたが震ふるえて嗚お咽えつが溢あふれてくる。

　よく分からない。

　さっきまでは泣くのは嫌だと、ずっと気を張っていたのに。

　何だか、岡部の姿を見て、その声を聞いて、すぐ隣にその体温があるのを感じると、どうしても気が緩ゆるんできてしまう。

　ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所の研究員として、世間に認められた社会人として構築してきた自分の矜きよう持じが、ここでは何故かほころんでしまうのだ。

　そして代わって顔を出すのは、七年前に父親から断絶を告げられた子供のまま、〝確固たるもの〟を完全に自分のものにしきれない、未熟な牧瀬紅莉栖という個人。何も自分を守るもののない、虚きよ飾しよくをはぎ取られた私自身の姿。

　そんなものを他人の目に触ふれさせるなんて、自分のプライドと常識からすればあってはならないことなのに、どうしても今は、岡部のそばでは強い自分に己おのれを偽いつわることができなかった。

　抱かかえたう～ぱクッションに顔を押しつけ、せめて声が漏もれないようにして涙なみだを流す。

　その様子に、岡部は心配したのか声をかけてくる。

「クリスティーナ……」

「うっさい！　話しかけんな……!!」

　……この期ごに及およんでティーナ付きで呼ばれた以上、私の反応は無理のないことと思いたい。

　それでも、彼の眼差しがさっきと同じ、慈しみといたわりに満ちたものだろうということは確信できた。

　おそらく、一番彼の心を占しめている感情は戸と惑まどいだろう。

　それでも彼は、戸惑いの感情よりも私がこうして泣きじゃくっていることをいたわろうとするその心を優先してくれる。

　気配で、かすかな逡しゆん巡じゆんが伝わってくる。

　しばしの間、迷うような感じがあって、おそらくはおずおずと岡部は口を開く。

「これだけは言っておく」

　その口調には、温かな心がこもっていた。

「お前は大切な仲間だ。相談にはいつでも乗る……」

　私は、さすがに岡部がそう口にしてくれたことが意外で、顔を上げる。

　私が今、こうしてらしくもない醜態をさらしているように、その言葉もまた岡部の普ふ段だんからすると珍めずらしいものだった。

　いや、より正確に言うなら、まゆりへの態度などを見ていれば、彼が本来はそうした人間であることはよく分かる。

　だけれど、そうした様子をまゆりに対してではなく私に対して。それも態度に留とどまらず言葉にまでしてくれたのが、あまりに意外だったのだ。

「岡部………………」

　けれど、顔を上げてみれば、岡部はいつものように携けい帯たいを耳に当てて、厨ちゆう二に病びよう全開で誰とも知れぬ相手と通話していた。私はジト目で岡部をねめつける。

「ふふふ……、計画通り！　コロリと罠わなにはまったぞ。ああ、これで徹てつ底てい的にこき使えるというものどぅぁ。ふぅーぁははははは！」

　深い声で岡部は、言う。確か、この言葉もどっかのコミックかドラマまんまの台詞せりふだったはずだ。『＠ちゃんねる』で何度か見た覚えがある。

　どうやら、真面目まじめないたわりモードは一分くらいしか保もたなかったらしい。仕方ないと心の中で思いつつも、私は湧わき上がる怒いかりと共に突つっ込んだ。

「……おい！」




　　　　☆




　８月８日夜。

　私はホテルでシャワーを浴びながら、あることに思いを馳はせていた。

　先だってのパパと電話で話したことを発ほつ端たんとする騒そう動どうから二日。

　あの後、岡部の厨二病モードへのシフトによって、怒りのままにわめき散らした私だったが、どうやらその直前の岡部の慰なぐさめによって、心労はかなり解消されていたらしい。

　いつもの私なら浮ふ上じようするのにもっとかかるはずなのだけれど、今回はラボを退出する頃ころにはすっかり自分を取り戻もどすことができていた。

　──さすがに、岡部の厨二病ムーブに対する怒りの発散の方が、自分のストレスの解消に役立ったとは思いたくない。

　そしてその上で、今の私を捉とらえているかすかな疑問は、どのような理由で私があんな風になってしまったのか、ということだ。

　この二日間、Ｄメール実験に忙いそがしくて悩なやんでいる暇ひまもなかったけれど、ここに来て少し落ち着く暇があり、そうするとどうしても心の中にこの疑問が浮うかんできてしまう。

　今までにも、パパに絡からむことやパパのことを考えたために、自分の制せい御ぎよがしっかりと利きかなくなることは多々あった。

　私がどうしても、完全な意味での〝確固たるもの〟を持ち得ないと感じるのは、いつもパパに関係する事こと柄がらに直面した時だ。それ以外の局面では、私は何とか自分の理想とする「上手うまくやっている社会人としての自分」を演出することができている。

　でも今回は、確かにパパ絡がらみではあっても、いつものそれとは違ちがっていた。

　岡部だ。

　何故なぜかは分からないけれど、いつの間にか私は岡部と一いつ緒しよにいる時にも、段々と自分が「上手くやっている社会人としての自分」から、少しずつ外れ始めているように思える。

　ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所では、適度な緊きん張ちよう感かんを持って目の前の研究に取り組んでいたのに、日本では……なんと言うべきだろうか？　明らかにリラックスしている。

　もちろん、仕事として研究をしているのではなく、あくまでも休きゆう暇か中の趣しゆ味みとして研究をしているということは大きいかもしれない。それに生き馬の目を抜ぬくような科学の最さい先せん端たんではなく、こんな小さなラボでののんびりした研究という事情もあるだろう。

　でも、そうした事情とは明らかに違う気がする。

　例えば、私は同じラボメンとは言え、橋田や漆うるし原ばらさんの前で同じように泣いてしまうだろうか？　多分、それはない。実験こそしていないが、それは確実だろう。

　気を許しているかどうかの問題もあるかもしれないが、どうも少し違う気がする。

「……まだ、出会ってから一週間やそこらだって言うのに」

　私はひとりごちると、シャワーの蛇じや口ぐちを閉める。そしてそのまま両手で髪かみをバサリと払はらった。水すい滴てきが浴室に乱れ飛ぶ。

　データが足りない。

　素す直なおな感想はそれだった。

　今後、自分が研究者としてやっていくためにも、この問題は解決するか一定の答えを見ておかねばならない問題だ。

　けれど、そこに至るためには決定的に情報が足りない。

「足りない以上、集めるしかないわよね……」

　私は言い、ホテルに備え付けのバスローブを手に取る。

　ふわりと袖そでを通すと、そのまま鏡に映る自身の姿に話しかけた。

「明日はＤメール実験だけじゃなくて、この件のデータ集めも並行してやるわよ」




　　　　☆




　翌日、８月９日。

　本日の昼食はいつもより少し歩いて、秋葉原駅を東に向かい、昭和通りの向こうにまで足を伸のばした。

　と言うのも、そこに秋葉原でも有数という噂うわさのラーメン屋があると聞いたからだ。

　さすがに秋葉原有数とあっては、一度は食してみたいと思うし、何より足を伸ばすと言ってもホテルから二十分やそこらなら……、と思ったのが甘かった。

　地じ獄ごくのような猛もう暑しよはここに極きわまり、何でもすでに同日における史上最高気温と、この夏の最高気温の両方を更こう新しんしているらしい。

　おまけに着いてみれば、まだ開店前なのにすでに行列ができていたのだ。話を聞くと、明日が定休日なので、今日の内に食べておこうというお客さんが多かったらしい。

　さらに、そもそもこのお店は席が十席もない小こ粒つぶの店だったので、入店までにまた四十分近く待つという事態に陥おちいってしまった。たまらず、席に着いてすぐにお冷やを飲み干してしまったのも、むべなるかなとは思う。

　けれど待った分、その味は確かに有数と言われるのも納なつ得とくできるものだった。

　メニューは生姜しようが醬じよう油ゆラーメン一択たくで他ほかはトッピングのみという、非常に思い切った店で、すべてをそのひとつのメニューに注ぎ込んでいるという印象がある。

　スープは生姜の香かおりがきっちり利いているけれど、味には生姜が邪じや魔ましておらず、派手さはないけど飽あきが来ない感じでするっと飲めてしまう。汗あせをかいていたせいもあるかもしれないけれど、口に運ぶレンゲがなかなか止まらないのには困った。

「ごちそうさまでした～」

　そう言って幸せな気分でお店を出るまでが、まるでノンストップのひとつのドラマでもあるような、そんな経験をさせてくれるお店だった。確かに評判となるのは分かる。

「ここはアメリカに帰る前にもう一度来よう」

　そんな決意を胸に、Ｄメール実験と昨晩決めた自分の岡部に対する反応のデータ取りを進めようと勢い込んでラボにやって来ると、どうやらまだ岡部は来ていないらしかった。

「うん、オカリンはまだ来てないお？」

　橋田がケバブ屋さんのテイクアウト鯖さばサンドと、カロリーオフのコーラを手に言う。こちらも昼食だったようだ。

「昨日も午後から来てなかったのに……、どうしたんだろう？」

「ああ、さっきブラウン氏に聞いたんだけど、なんか昨日は阿あ万ま音ね氏と一緒にサイクリング行ってたらしいお」

　なんだと？

「はぁ!?」

　思わず、ぐるっと首が回転して橋田を振ふり向く。私の視線の向こうで、何故なぜか彼はびくりとしていた。

「何、それ！　どういうこと!?」

「あ、え、いや……。その、僕にもよく分かんないけど」

　昨日は岡部がいなくなった後も、こっちはずっとラボでＤメール実験をやってたっていうのに、あいつは一体全体どういうつもりでサイクリングなんかに出かけてたって言うの？

「ラボの所長だって自覚がないのか、あいつは……。やっぱり、あの魔ま眼がんとやらを視神経ごと摘てき出しゆつしてホルマリンに漬つけて標本にしてやるべきか？　ふたつあるんだし」

「い、いや、そこは僕にはよく分かんないかな」

　ややたじろいだ口調で橋田は答える。別に彼に尋たずねたわけではないのだけれど、私の剣けん幕まくに思わず答えてしまったのだろう。

「そもそも、阿万音氏って誰だれぞ？」

「ああ、牧瀬氏は名前知らなかったっけ。阿万音鈴すず羽は氏。ブラウン管工こう房ぼうのバイトに入った娘こだお。ほら、スパッツはいた……」

　橋田の言葉に、私の脳のう裏りでひとりの少女の姿が結ばれる。

　忘れもしない、ブラウン管工房の前で私に殺気の込もった視線を投げかけてきた少女だ。

　明らかに軍隊か、少なくともそれに準じた何らかの訓練を受けたことのある身のこなしをしていた。

「あの娘……、何であの娘と岡部が？」

「さぁ、そこまでは知らないお。僕はリア充じゆう爆ばく発はつしろって思う」

　その意見には同意だ。以前も思ったけれど、岡部の周囲にはやたら女性の影かげがちらつく。

　いや、そこはいいとして、問題は何で岡部がサイクリングなどに、よりにもよってあの娘と一いつ緒しよに出かけたのかということだ。

　と言うか、ふたりきりでサイクリングって、そ、それはつまり、デ、デー……。

「牧瀬氏……、牧瀬氏……」

　思わず黙だまり込んだ私に、橋田が呼びかける。

　思考を邪魔され、私は意識せずにきつい視線を向けて応えた。

「何っ!?」

「あ、あの……、なんかぶつぶつ言ってて怖こわいんだけども……って、そうじゃなくて」

　橋田は改めて話を仕切り直して言う。

「来たばかりの牧瀬氏には申し訳ないんだけど、僕、今日はこれから出かけなくちゃいけないんだお」

「あ、そうだったのね。ごめんなさい、引き留めちゃって……」

「予定自体は夜からなんだけど、買い物とか準備も色々あるから……。で、申し訳ないんだけど、牧瀬氏に後は頼たのんでもいいかお？」

　自分自身は、今日をＤメール実験に費ついやすつもりで来たのだから、当然それ以外の予定のあろうはずもない。

　快く彼の願いを承しよう諾だくする──橋田は何故か萎い縮しゆくしていたが。

「じゃ、また明日」

　そう言ってラボから退出する橋田を見送ると、私は腕うでを組み、ソファに座り込んだ。

「さて、どうしてくれようか……」

　すでに頭の中で、万を超こえる岡部懲ちよう罰ばつプランができあがりつつあった。




　　　　☆




　岡部懲罰プランを練り始めて約一時間と少し。

　残念ながら、その即そく時じの実行は断念せざるを得ないらしい。

　昼過ぎになってようやくラボに姿を見せた岡部が、まゆりと一緒にやって来たからだ。

　さすがに私も、まゆりの前で考えに考え抜ぬいたあの凄せい惨さんな岡部懲罰プランを実行に移すつもりにはなれない。

「あ、クリスちゃん、トゥットゥルー」

　と挨あい拶さつするまゆりに、いつもの調子の岡部が部屋に入ってくる。

「いたか、クリスティーナ。ちょうどいい」

「まゆり、こんにちは。……ティーナってつけんな。で、ちょうどいいって何？」

　部屋に入るなり開口一番言う岡部に、いつものように〝私はその呼び名を承知してないからな〟というサインを投げる。……と、ここで平時なら「そうだったな、助手よ」や「やかましいぞ、ザ・ゾンビ」などから下らない応おう酬しゆうが始まるのだが、今回は違ちがうらしい。

「いや、ラボメン全員に頼みがある。無論、お前も含ふくめてだ」

　岡部の様子に、私は内心で首をかしげる。

　少々、普ふ段だんとは違う感じが岡部からは伝わってきた。

「頼み？　Ｄメール実験とかじゃなくて」

「ああ、話すと少し長いんだがな……。その、バイト戦士のことは知っているだろう？」

　誰のことだ、それは？

　分からない名前を口にされ、私は目を宙に泳がせる。どうやら様子からして、岡部は私がそのバイト戦士とやらを少なくとも知っていると認にん識しきしているらしい。

「オカリン、オカリン、クリスちゃんはその呼び方じゃ分かんないんじゃないかな？」

　戸と惑まどう私に、まゆりが助け船を出してくれる。その言葉に、岡部はハッとしたような表情を見せた。

「おお、そうだったな。ブラウン管工こう房ぼうのバイトのことだ」

　ほほう、このタイミングでその名前が出るのか。

　自分の目が、少し細まったのを感じる。何だかよく分からないが、腹の底で何かが煮にえくりかえるような錯さつ覚かくを覚えた。

　何故なぜか、自分の表情がニコニコとした笑え顔がおに変わっていく。

「ああ、阿万音鈴羽さんね。聞いてるわ」

　……あんたが彼女とサイクリングに行ったこともね。

「実はあいつは……、父親を捜さがしているらしい」

　その瞬しゆん間かん、わずか数秒前まで私の心を支配していた攻こう撃げき的な感情が、まるで洗い流されたように消え去った。細まっていた自分の目が、一いつ杯ぱいにまで見開かれるのを感じる。

「パ……、お父さんを？」

「ああ、そうだ。蒸発して、もう何年も会ってないと言っていた。顔も覚えていないとな」

　……何年も、会ってない。

　岡部の言葉が、胸に突つき刺ささる。

　……顔も、覚えていない。

　再び彼女の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。正確な年ねん齢れいは知らないが、容姿から考えると私とそう変わらない歳に思えた。

　それはつまり、私と同じくもう子供の頃ころから父親と離はなればなれだということだ。

　彼女が厳密に何年前から父親と会っていないかは分からないけれど、普ふ通つうは何年もといえば三年を下回ることはない。しかも顔も覚えていないとなれば、確実にローティーン……、もしかすると十代にならない内から父親の顔を見ていないということだ。

「そ……、そうだったんだ」

「元々、父親を捜すために東京に来たそうだ。事情があって、警察に捜そう索さく願ねがいを出したり、調査をしてくれるような場所に頼むこともできないとのことだ」

　……事情があって。

　つまりそれは、父親を捜すために公的機関や調査機関の手を借りることができないという〝事情〟がある。そういうことだ。

　犯罪に巻き込まれたのか、そもそも自身が犯罪者なのか……。

　他ほかにも色々な事情が考え得うる。

　いずれにせよ、彼女──阿万音鈴羽が自分の父親と会うためには、とてつもない苦労が必要であることは間ま違ちがいない。

「そんな事情があったなんて……」

　私は……。

　私は本音を言うと彼女のことがあまり好きではない。

　そもそも好こう悪おの感情を抱いだけるほどの接点も本来はないのだが、その少ない接せつ触しよくで彼女は私に明らかな殺気を向けてきた。

　敵意とかそんなレベルのものじゃない。もっと恐おそろしいものだ。

　一体、誰だれがわけも分からず自分に殺気を向ける相手に、好意を抱けるだろうか？

　それに岡部に妙みように馴なれ馴れしいのも好感の持てない理由だった。

　けれど、……けれどだ。

　今、私は彼女の話を聞いてしまった。

　彼女の事情を知らない牧瀬紅莉栖のままでいたなら、私はずっと阿万音鈴羽を好きになれないままだったろう。

　でも、ダメだ。

　もう、ダメだ。

　私は少なくとも、意味もなく彼女を嫌きらうことはもうできない。

　私は父親が──パパがどこに住んでいるのかを知っている。会うことができないという事情は同じでも、所在が分からないということはない。いや、無理にでも会おうと決断すれば、会うことができないわけじゃない。

　写真も持ってるし、ちゃんとパパの顔も覚えている。ネットを介かいしてでも、今の姿を見ることができないわけじゃない。

　でも、彼女は……、そうじゃないのだ。

　なのに彼女は少なくとも岡部の前では笑っていた。

　私より辛つらい目に遭あっているはずなのに、それでもがんばっていた。彼女のことが他に何も分からなくても、それだけは分かる。

　だって、私も笑うのに時間がかかったのだから。

「生き……てるのよね？　阿万音さんのお父さんは？」

「多分な。この街にいることだけは分かっていると言っていた」

　この街──秋葉原の街。

　狭せまいようで意外と広い場所だ。人を捜すといっても一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

　けれど、生きているのならばいつかは見つけ出せるかもしれない。

「そう。……それなら、時間さえかければ見つけられるかもね」

　私はもうこの時。

　彼女の父親を捜そう索さくする手伝いをする気になっていた。

　おそらくは岡部の言う〝ラボメン全員に頼たのみ〟というのも、そのことだろうと勝手にそう思い込んでいたのだ。

　だから、岡部の次の言葉を私は血の凍こおる思いで聞いたのだった。

「いや……。時間をかけることはできん。今日、父親と会えなかったら、バイト戦士は諦あきらめて秋葉原を離れるそうだ」
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「どうして！」

　岡部の言葉を聞き、反射的に私の口から漏もれたのは悲鳴のようなその一言だった。

「タイムリミットらしい。さすがにくわしくは聞けなかった。……ただ、今日の夜に〝ある場所〟にその父親が現われる可能性があるそうだ。あいつはそれが一度だけのチャンスだと言っていた」

「タイムリミットって……、今日って……」

　頭の中で岡部の言った言葉がぐるぐると回る。いつの間にか私は、彼女の境きよう遇ぐうを我がことのように考えていた。

「だが、案ずるな！　クリスティィィィナ！　もし上手うまくバイト戦士が父親に会えないようなら、それこそＤメール実験の絶好のチャンスだ!!」

　両手をバッと広げ、岡部はいつものテンションで言う。その言葉に、私はハタと気づいた。

「そう……。そうね、確かにそうかもしれない」

　私は安易に過去を変えるのには反対だ。

　でも、それを強く彼女が望むのならば、それもひとつの選せん択たく肢しかもしれない。それに、過去を大きく変えるのではなく、例えば彼女が秋葉原に来てからの捜索方針を色々と変えてみる程度のＤメール送信なら、大きな影えい響きようも出さずに状じよう況きようを好転させられる可能性もある。

「我ながらグッドアイデアだ。誰もが得をして、マッドサイエンティストであるこの俺は実験のデータを労せず集めることができるのだからな。ふぅーわっはっはっはっは！」

　岡部は厨ちゆう二に病びよう言動を続けながら言う。

　その様子からして、これもどちらかというと照れ隠かくしなのだろう。携けい帯たい電でん話わに耳を当てていないことからして、度合いはまだそこまでではないらしい。

　段々、私にも彼の行動パターンが読めてきた。

　そして同時に、私もまた彼のその厨二病ムーブに、頭が若じやつ干かん冷えてくるのを感じる。

　自分と彼女を重ねて意識が高ぶっていたが、阿万音鈴羽という個人は牧瀬紅莉栖ではない。たとえどれだけ境遇に重なるところがあっても、彼女の問題を解決することが私の問題を解決することには繫つながったりはしないし、逆もまたそうだ。

　私がどれだけ気を揉ももうと、それだけに目を向けるならその行こう為いは私の自己満足だ。

　なら、私はそこまで彼女に深入りすべきじゃない。

　彼女が助けてくれと言ったなら別だが、そうでないならあまりの深入りは彼女のプライバシーに土足で踏ふみいることになる。もし自分がそうされたなら、私は深く傷つくだろう。

　自分が不快に思うことを、他人にしていいはずがないのだ。

　──無論、その上で私はもはや、今までのように彼女にある程度以上、無関心でいることはできなくなったのだけれど。

　私は息をひとつつき、やや冷えた頭で岡部に問うた。

「……で、そうすると〝ラボメン全員に頼み〟っていうのは何？　最初は彼女の父親捜さがしに協力することかと思ったんだけど？」

「うむ。ラボメンナンバー００８のために宴うたげを催もよおそうと思ってな」

　なんかいきなり違ちがう情報がポップアップして、私はかすかに首をかしげる。

　ラボメンナンバー００８？

　私がラボメンナンバー００４で、確か桐生さんがラボメンナンバー００５だったはず。いきなり、三人も増えてるの？

　私が岡部の言葉に疑問を覚えているのを察してか、まゆりが彼の言葉を捕ほ足そくするように言う。

「あのね、クリスちゃん。ラボメンナンバー００８っていうのは、スズさんのことだよ。昨日、オカリンがラボメンにしたんだって」

「ああ、そうだったのね。……そうすると、００６と００７は？」

「え～とね、るかくんとフェリスちゃんだよ」

　まゆりが挙げた名前の内、ひとりには覚えがあった。

　漆原るか。柳林神社の巫女みこを務める、はかなげな雰ふん囲い気きの美少女だ──何故なぜか、まゆりは彼女を〝くん〟付けで呼んでいる。漆原さん自身も一いち人にん称しようがボクだし、昔はもっとボーイッシュだったのかもしれない。

　でも、もうひとりのフェリスという人の名前には覚えがない。

「フェリスさんっていうのは？」

「まゆりがバイトしている、メイクイーン＋ニャン２のメイドだ」

　メイド？

　……メイドだと？　つまりまた女性ということか？

　大体、橋田を除いてラボメン全員が女性というのはどういうことなんだろうか？

　いや、よそう。ここで追及することには、何の利益もない。私には岡部懲ちよう罰ばつプランがある。後でじっくりとそれを実行すればいいだけなんだから、今は何も言うまい。

「……まったく」

　私がたまりかねてぼそりと一言だけ呟つぶやくと、そこでラボの玄げん関かん扉とびらを誰だれかがノックする音が響ひびいた。

「おお、来たようだな。入れ！」

　岡部がそのノックに反応して、声をかける。すると、おずおずと室内に入ってきたのは、他ほかでもないたった今話をしていた漆原さん本人だった。

「こんにちは。岡部さん、まゆりちゃん、牧瀬さん」

「あ、るかくん。いらっしゃ～い」

　まゆりが漆原さんを出で迎むかえ、ソファまで先導する。

　彼女の顔を確かく認にんすると、岡部は深くうなずいた。

「うむ、ちょうどいいタイミングだな。まだ三人だが、どうせ中ちゆう核かくになってもらうのはこの三人だからいいだろう」

　言って彼はラボの窓のところまで行き、その窓を閉めてからおごそかに宣言する。

「では、これより。作戦名〝魔エル法ドフのリー大ムニ釜ル〟の概がい要ようについて説明する」
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「では、これより。作戦名〝魔エル法ドフのリー大ムニ釜ル〟の概要について説明する」

　岡部がそう宣言するのを聞き、私は肩かたをすくめて呆あきれながら応えた。

「また、北ほく欧おう神話？」

　岡部が言う〝魔エル法ドフのリー大ムニ釜ル〟とは、北欧神話に登場する神々の調理器具のことだ。〝焼かれて黒ずんだもの〟と言うくらいの意味で、私たちのイメージからすると昔の羽は釜がまのような感じかもしれない。

　同じく神々の持つ不死身の猪いのししの肉を煮にるのに使われ、この釜で煮られた肉はどれだけの人数で食べても尽つきることはなく、不死身の猪は次の日にはまた復活しているので、毎日その肉を食しよく卓たくに乗せることができるというものだ。

　──ちなみにこの知識は、岡部が北欧神話好きの厨ちゆう二に病びようと知ってから、図書館の本を読んで仕入れたものである。

「バイト戦士が父親に会えたなら、祝いの会──東京での最後の晩ばん餐さんを執とり行なう」

　私の問いを揶や揄ゆと取ったか、岡部は私の言葉には反応せずに話を続ける。……顔には出さないが、ちょっとだけ腹が立った。何となく悔くやしい。

「そして、もし会えなかった時は残念会。……その後、Ｄメールの実験だ」

「……あれ？　ダルくんがいないよ？」

　そこまで岡部が言ったところで、まゆりが初めて気づいたように呟き、奥の開発室に首を伸のばす。どうやらそれまでは、開発室の奥の方にいるのではないかと誤解していたらしい。

　そういえば、漆原さんを出迎えるまで、まゆりは開発室に背を向けていたっけ。橋田が用事があると言って出かけたことも話していなかったから、余計かもしれない。

　私がそこで橋田のことについて言げん及きゆうしようとしたところで、それよりも早く岡部が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で言い放った。

「今夜はオフ会があるから参加できないなどと、ふざけたことを言ってきた！」

　ああ、そうか。橋田は今日、オフ会だったのか。

　岡部の言葉に納なつ得とくしていると、彼は懐ふところから携けい帯たい電でん話わを取り出しつつ、話を続ける。

「だが、すでに手は打ってある!!　このメールを先ほど送っておいた」

　勝ち誇ほこったように岡部は言うと、ずいと手にした携帯電話を突つき出す。その画面にはどうやらメールの文面が表示されているらしい。

　身を乗り出すようにしてそれを見た漆原さんが、そこに書かれている文面を読み上げる。

「……フェイリスの手料理とオフ会、どっちを選ぶのだ？」

　ちょっと待て。

　一体、何だその文面は？

　思わず呆れ、ジト目で岡部を見る。

　一方、まゆりはその文面に大きく反応した。

「……えぇぇ、だって、フェリスちゃんは来られないんでしょ？」

　後で聞いたのだけれど、まゆりはフェイリスという名前を、フェリスと略して言うらしい。彼女がそう略すと、何だか名前の響きがよりかわいらしくなるような気がした。

　……と、それはさておき、どうやら同じところで働いているだけあって、まゆりはそのフェイリスという人の予定を把は握あくしているらしい。

　同様に、橋田もまたそのフェイリスという人と面識があって、ある程度以上の好意か執しゆう着ちやくを寄せていることも分かった。

　少なくとも、そのフェイリスという人の手料理をエサにすれば、彼がオフ会を投げ出してやってくるということを岡部は知っているのだ。

　……とはいえ、それってひどくないかなと少し思う。まぁ、彼はＨＥＮＴＡＩだからある程度は仕方ないところもあるだろうけれど。

「フェイリスはバイト戦士と面識はないので仕方ないが、ダルはこの作戦に参加する義務がある」

　いや、それはどういう理り屈くつだ。

　私はジト目のまま、心の中で突っ込み続ける。岡部はそれに対してどう思っているのか、スルーを決め込んだままだ。

　そこで、ためらいがちに漆原さんが岡部に問いかける。

「あの……、ボクもその阿万音さんという人には会ったことないんですけど？」

「ん、かまわん！」

　岡部は舌の根も乾かわかぬ内に、前言を完かん璧ぺきに無視して言い放った。……正直、ダメだ、こいつ。私はもう、ジト目すらやめて無表情で彼を見つめていた。

「お前たちには、宴えん会かい用の買い出しに行ってもらう」

　そこで、私は岡部の言葉に疑問を抱いだいた。

　宴会をするための準備の買い物を、私たちがする。先にも岡部は「どうせ中ちゆう核かくになってもらうのはこの三人だからいいだろう」と言っているし、それはいいとしてその間、他ほかの人間──例えば岡部はどうしているのだろう？

　私はその疑問を直接、彼にぶつけてみることにした。……悪い予感がしたからだ。

「あんたは？」

「バイト戦士を尾び行こうし、状じよう況きようを逐ちく一いち報告する」

　……そして、その悪い予感は的中した。

「止やめなさい！　親子水入らずにさせてやりなさいよ」

　もし、自分が同じことをされたら？

　そう思うと止めずにはいられない。いくら彼女と自分を重ねるのをやめようとは思っていても、こういう時はどうしてもそんな感情が首をもたげてしまう。

　私自身は今の岡部になら、パパと会う時に一いつ緒しよにいてもらってもいいと思うが、話を聞く限り彼女と岡部はそこまでの距きよ離り感かんには至ってないように思える。

　まゆりも同じように思ったか、エコバッグを持ち上げて岡部を制止するように言う。

「そうだよぉ。オカリンも一緒に買い出しに行こっ？」

　しかし岡部はそれに聞く耳を持たないような風ふ情ぜいで呟つぶやいた。

「俺は尾行を──」

　瞬しゆん間かん、私の中で何かがぷちんと切れた。

「だから、ダメだっつってんでしょ！」

「……助手の分際で、俺に指図するな！」

　怒いかりのまま怒ど鳴なるように言った私に、岡部もまた同じように返す。その反応で、私は冷静な怒りという攻こう撃げき行こう為いに最適なモードへと自分の意識がシフトするのを感じた。

　ゆらりと立ち上がり、手にしていた分厚い洋書を構える。

　脳のう裏りにちらつくのは、先ほどまで吟ぎん味みしていた岡部懲ちよう罰ばつプランの数々……。もはや、その準備は完かん了りようしていた。

　結果は言わずもがなだろう。

　数分後、岡部はまゆりと一緒に買い物へと出かけることになった。
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「さて、と。ふたりは出かけたけれど、私たちはどうしましょうか？」

　岡部とまゆりを見送り、私は漆原さんに問いかける。

「岡部さんは、ある材料で作れる料理を適当に作っておいてくれって言ってましたけど……」

　漆原さんは首をかしげ、やや難しい表情で答えた。私も腕うでを組んでしばし悩なやむ。

　買い物に出かける時、岡部が言い残したのは「先に料理を作っておけ」という内容のことだった。ラボにある材料なら何でも使っていいとのことだったが、さすがに唐とう突とつにそんなことを言われても即そく座ざにアイデアを考えつくものじゃない。

　それはどうやら、漆原さんも同様……というより、彼女はどうもその手のことを考えるのはあまり得意ではないらしい。指示されたことはそつなくこなすけれど、自分の判断で行動するのはやや苦手のようだ。

　──ちなみにもうひとり、ここにいないラボメンである桐生さんも不参加のようだ。余計に私と漆原さんで何とかしなければならないわけである。

「悩んでいても仕方ないわね。まずは何があるか確かく認にんしましょう」

　言って私は、ラボの中を眺ながめ回す。

　冷蔵庫、シンク上の戸と棚だなと下の戸棚、それに開発室奥の収納部分。……食材が置いてありそうなのは、そんなところか。

「漆原さんは冷蔵庫を確認してくれますか？　私は他のところを見てみるから」

「わ、分かりました」

　彼女はそう応えて、冷蔵庫の中を物色し始める。私は、踏ふみ台を持ってきて、シンク上の戸棚から確認してみることにした。

　見ると、もっと雑多に色々なものが突つっ込まれていると思っていた戸棚は、予想外に整せい頓とんされている。きっちりと分類がなされ、奥にあるものも見やすいように配置が工く夫ふうされていた。

「これは多分、まゆりが整理してるのね……。ん、これは？」

　感想を口にしながら見回すと、奥の方にたくさんの干し椎しい茸たけの袋ふくろが見つかった。ざっと数えてみると五袋以上はある。

「こんなにたくさん……。何で？」

　がさがさと音をさせながら取り出すと、封ふうが開いているのはひとつしか無い。そのひとつもきっちりと密閉されていて、どうやら劣れつ化かはしてないらしかった。

「これだけあるなら、使ってもいいよね？」

　誰だれに言い訳するともなく私は独りごち、やや踏み台の上でつま先立ちになって干し椎茸の袋を取り出す。

　干し椎茸は、カルシウムの吸収を助けるビタミンＤやリンが豊富な食品で、疲ひ労ろうや肌はだにいいビタミンＢも多い。そしてそれ以上に大きいのは、高い免めん疫えき促そく進しん作用と血中コレステロールを下げる作用があることだ。また、血液をサラサラにする作用もある。

　つまりはダイエットに最適な食品ということだ。ちなみにカロリーも低い。

「橋田が減量用に買ったのかな？」

　もし、そうならその目もく論ろ見みは失敗したのだろう。そうでなれば、これだけの干し椎茸の袋があるのに、封の開いたのはたったのひとつで、しかもそれすら大半が残っているという事態にはならないはずだ。

「……待てよ。それなら」

　私は見当をつけ、下の戸棚も開いてみる。するとそこには、やはりダイエット用に使われるアミノ酸系の食品がしまわれていた。これも大半は使いかけのままだ。

「さすが橋田ね。質はいいわ」

　ダイエット系のアミノ酸食品は、原則的には基き礎そ代謝を向上することで日々のカロリー消費量を高め、それで減量を行なうという意図の下もとに作られている。

　メカニズムとしては正しいのだが、これには当然ながら条件があって、基礎代謝が向上した分、摂せつ取しゆするカロリー量も増えてしまったなら、意味がまったくなくなってしまう。しかし多くの人は、無意識の内にお腹なかが減った分、余分に食べてしまうものなのだ。

　結果として、大半のアミノ酸ダイエット食品は開発の際に念頭に置かれた効果はあるものの、ダイエット用としてはそこまでの効力を上げることができないのが普ふ通つうである。

　とは言え、少なくともこれを買い込んだ人物は、当初はきちんとダイエットするつもりがあったのだろう。どれも謳うたい文句だけではなく、実際に〝念頭に置かれた効果〟はちゃんと存在するものばかりだった。

　そして、〝念頭に置かれた効果〟さえあれば、私の考えるレシピには十分なのだ。

「……よし、カルシウムもあるし、これなら食べると脳の力を高める料理は作れそうね」

　人間の脳は、言うまでも無くタンパク質でできた高度な分子機械だ。

　当人の意志や精神力とは無関係に、脳という器官は栄養を必要とするし、その円えん滑かつな動作のためには様々な養分が不可欠となる。

　やる気を出すにはビタミンＣが必要だし、記き憶おく力の保持や神経細さい胞ぼうの情報伝達にはカルシウムが欠かせない。そもそも脳を動かすにはブドウ糖が必ひつ須すで、その動きの主役である神経伝達物質そのものは各種アミノ酸を摂とらないと合成できないのだ。

　結論として、毎日の食事は脳の機能を高い水準で保つために、非常に重要な要素となる。必然的に脳科学者である私自身も、そうした料理についてはある程度以上の知識があった。

「大体、これで方針は立ったけれど……」

　さて、実際には何を作ろうかしら？　できれば類型的なヤツじゃなくて、見ただけでインパクトを感じるような料理がいいんだけれど……。
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「牧瀬さん」

　あらかたの方針を決定し、具体的にどんな料理を作ろうかと悩なやんでいたところで、漆原さんから声がかかる。彼女は嬉うれしそうな笑え顔がおで、冷蔵庫を示しながら言った。

「ジャガイモとか、にんじんとかがありました。小麦粉もカレー粉もあるんで、これならボク、カレーが作れます」

　カレーか……。

　そう言えば、昔は好きだったような気もするけれど、アメリカに行ってからは日本風のカレーってほとんど食べた覚えがないな。

「カレー、いいと思いますよ。頼たのんじゃっていいですか？」

「はい、任せてください。カレーは自信あるんです」

　両手の拳こぶしを胸むな元もとで握にぎって、ガッツポーズで言う漆原さん。ああ、なんて可愛かわいいんだろう。正直、ちょっとこの可愛さは反則のような気がする。必死にかいぐりしたい衝しよう動どうを抑おさえながら、努めてポーカーフェイスで必要なことを確かめることにした。

「冷蔵庫の中、他ほかには何かありました？」

「他には……ですか？　ええっと、買い置きのお菓か子し以外だと後はリンゴがあります。……ちょっと古いみたいですけど。後は卵とキャベツが」

　漆原さんは言って、冷蔵庫からリンゴを三個取り出す。彼女の言うとおり、瑞みず々みずしいと言うには難があるが、傷いたんでいる様子はなさそうだった。

　私はそのリンゴと、見つけ出した干し椎茸、それにアミノ酸食品の束を交こう互ごに見やる。

　……数すう瞬しゆんだけ私は黙もつ考こうし、作るメニューを定めた。

　アップルパイとサラダだ。ただ、ありきたりだと面おも白しろくないし、せっかく干し椎しい茸たけとアミノ酸があるんだから、それでリンゴを煮にて栄養成分を染しみ込ませよう。

　戻もどした干し椎茸はキャベツや卵と一いつ緒しよにサラダにすればいい。食しよく物もつ繊せん維いも摂れて、ちょうどいいだろう。

「じゃあ、私はアップルパイを作るから、カレーは漆原さんにお願いしますね」

「はい！」

　彼女は元気よく返事をする。見た目通り、素す直なおでいい子のようだ。

　どうしてこんな性格のいい美少女が、岡部のことを師し匠しようだなんて言っているのか、理解に苦しむ。

　私たちはまな板を取り出してセッティングし、漆原さんは談話室のテーブルで、私は台所でそれぞれの下ごしらえを開始する。私はまず干し椎茸を戻しながら出だ汁しを取るため、寸ずん胴どうに水を注ぎ始めた。

　そこで、ためらいがちな漆原さんの声が私にかかる。

「あの……」

「どうしました？」

　見れば彼女は、ジャガイモの皮を包丁でむき始めたところだった。ジャガイモの方を見つめながら、漆原さんは少しだけ頰ほおを紅潮させながら言う。

「カレー……、岡部さん喜んでくれるでしょうか？」

　あ……。

　…………。

　彼女のその表情はとても嬉しそうで、ウキウキしているというのが一番よく合いそうな表情だった。女の子が、そんな表情を見せる理由なんて、そんなにたくさんあるわけじゃない。

　そっか、漆原さん。岡部のこと……。

　あいつのこと……、好き、なんだ。

　一いつ瞬しゆん。いえ、もしかしたらもっと短い間かもしれないけれど、思考が止まる。

　何かを見せつけられた。そんな気がする。

　それが何かはよく分からない。

　現実なのか、それとも自分の不見識なのか、はたまた考えもしなかった可能性というものなのか。

　本当に至し極ごく当然なのだけれど、岡部には岡部のそれまでの長い人生があって、まゆりとか橋田とか、この漆原さんとか、その長い人生の間に関かかわってきた人たちがいて……。

　それは、出会ってまだ一週間と少しの私には及およびもつかない、長い年月の積み重ねというもの。きっちりと構築された、強固な人間関係。

　私は言ってしまえば、その人間関係の中に割って入ったようなものだ。岡部や橋田、まゆりには認めてもらえたけれど、それで果たしていいのだろうか？

「あの……、牧瀬さん？」

　返事がないことを不ふ審しんに思ったか、漆原さんがジャガイモをむく手を止めて私に問いかける。私はその彼女の問いに、ハッとして意識のピントを現実に当て直した。

「あっ、ああ……。ごめんなさい、ボーッとしちゃって。そうね、カレーなら岡部も喜ぶんじゃないかしら？　私は久しぶりだから、カレーを食べられるのは嬉うれしいな」

　私の答えに、漆原さんはまさしく花がほころぶような笑みを浮うかべる。

　その満面の笑みは、彼女の心を十全に映し出していて、逆に私は何だか胸が締しめ付けられるような思いだった。

「ありがとうございます。じゃあ、ボク。がんばって作りますね」
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「ただいま～！」

「おかえりなさい」

　ラボの玄げん関かんドアが開き、まゆりの声がする。それに木こ霊だまが返すように、漆原さんの声がかぶった。どうやら、買い物に出ていた岡部とまゆりが帰ってきたらしい。

　ちょうど下ごしらえも佳か境きように近づいてきたので、いいタイミングだろう。

　ちなみに私は、アップルパイを作るための手順を少々ミスって、やや慌あわてている。そのため、台所のガス台に置いた寸胴から、目を離はなすことができなくなっていた。

「……ん？　なんか異い臭しゆうがしないか？」

　岡部が鼻を鳴らして言う。

　ええい、うるさい。アップルパイを作るためのリンゴの下ゆで用の出汁に、アミノ酸食品の量を間ま違ちがえて入れただけだ！

　慌てて上手うまく応対できない私に代わり、漆原さんが岡部に返答してくれる。

「多分、牧瀬さんの作ってるアップルパイの匂においだと……」

「何ぃっ!?　これがか!!」

　うわずったように岡部が声を漏もらす。

　……うるさい。ちょっと匂いが変なだけだ。

　匂いを誤ご魔ま化かすために色々と調味料も入れてみたのだけれど、あんまり上手く誤魔化せなかったのが痛つう恨こん事じではある。けれど、それだけだ。

　栄養価に関しては万ばん全ぜんの自信がある。

「……まゆしぃも手伝おうか？」

　慌てている私の状態を察してか、まゆりが助け船を出してくれる。私は顔をそちらに向ける余よ裕ゆうもないが、ありがたくその申し出を受けることとした。

「じゃあ、卵をゆでててくれる？」

「は～い」

　私の言葉を受けて、まゆりの姿が談話室のテーブルの上に置かれている卵のパックの方へと向かう。私は依い然ぜん、ガス台の寸ずん胴どうから目を離せず、背中でその気配を感じるのみである。

「えーとぉ、電話レンジ使っていいかなぁ？」

「ダ、ダメです。生卵を入れたら爆ばく発はつしちゃいます！　卵はボクが──」

　背後からまゆりと漆原さんのやりとりが聞こえる。

　あれ、卵って電子レンジに入れちゃダメなんだっけ？　爆発しても食べられるとは思うんだけれど……。とは言え、そんなことを指し摘てきする心のいとまは皆かい無むだ。

　何せ、料理なんか滅めつ多たにしないから、段取りとか手て際ぎわとか組み立てとかはどうしてもしっちゃかめっちゃかになる。自分ひとりで、いつ食事を取ってもいい状じよう況きようならもっとのんびりやるのだけれど、今日はみんなで、しかも来客を迎むかえる予定があるのだ。

　どうしても焦あせりが出てしまうのが自分でも分かった。

　内心はすでにあわあわ状態だが、顔はおそらくこういう時の私の癖くせでポーカーフェイスのままだろう。この程度で動どう揺ようを顔に出していては、生き馬の目を抜ぬくようなアメリカの研究所で研究員などやっていられない。

「ええ～っ」

　ゆで卵を作る役を漆原さんに取られ──と言うよりも代わられ──、まゆりがやや不満げな声を上げる。
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　心配しないでまゆり。手伝ってもらうことはいくらでもあるから。

「それじゃ、まゆりは椎しい茸たけ刻んでおいて」

「は～い」

　間かん髪はつ容いれずにまゆりに次のお願い事をし、まゆりはそれに諾だくの声を返す。

　だがそこで、まるで悲鳴のように岡部から突つっ込みが入った。

「ま、ま、待て、アップルパイに椎茸もゆで卵も必要なかろう！」

　独創性のない意見を岡部が言う。

　うーん、こういう時こそ岡部には厨ちゆう二に病びよう的に高笑いしながら、「さすがだ、アップルパイに椎茸やゆで卵とはな！　感服したぞ」的な反応を返して欲しいのだけれど……。

　いや、違ちがう。

　こんな忙いそがしい時にそんな反応を返されたら、私は切れるな。心の中だけど、前言は撤てつ回かいしておこう。あんまりに岡部のリアクションが月並みだったのと、ちょっと焦りすぎで愚ぐにもつかないことを考えてしまったらしい。

　とりあえず、岡部の疑問には素っ気なく答えておく。

「付け合わせのサラダに使うのよ」

「いやいやいや、アップルパイに椎茸とゆで卵のサラダを付け合わせるのも、如何いかがなものか……！」

「とんとーん、とーんとんっ♪」

　岡部が無む駄だな突っ込みを再度入れるが、すでにまゆりは椎茸を刻み始めたらしい。小気味よいテンポの声と、それと同時に包丁がまな板を叩たたく音が聞こえてくる。

　さすがにまゆりは音感がいいのか、調子のいいリズムだ。

「そこ！　勝手に椎茸を刻むでない！」

　まだ岡部は無駄な突っ込みを続けている。

　でも、私はもうそれに構っている余地が全くなくなっていた。何せ、リンゴがゆで上がったので、これ以上熱が通る前に切ってしまわないとアップルパイにする時に形を整えにくくなってしまう。

　一刻の猶ゆう予よもないのだ。

「どいてどいて！」

　私は台所の担当を漆原さんと代わり、鍋なべを持って談話室のテーブルへと移動する。途と中ちゆう、岡部がまゆりに指を突きつけてまだグダグダと何かを口走っていたので、脇わきへとどいてもらう。その時、何故なぜか「うぐっ」と悶もだえるような声を上げていたが、気にしないこととする。

　岡部はそのまま窓のところで、いつものように通話状態となっていない携けい帯たいでぐったりと何かを話している。

　邪じや神しんがどうとか、両親がどうとか言っているが、あまりよく聞こえなかった。
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　私がリンゴを切っていると、台所でカレーを鍋にかけ始めた漆原さんが、がさごそと何かを探し始めた。

　シンクの下を見て、ソファの近くを見て、それから困ったように岡部に声をかける。

「岡部さん、炊すい飯はん器はありますか？」

　しかし何故かその漆原さんの問いに、岡部は無言のままがっくりと肩かたを落とした。

　どうしてそんな反応が返るのかは分からないが、漆原さんは少し困ったような顔をして、岡部に尋たずね続けるよりも炊飯器を探す方を優先することにしたらしい。彼女はそのまま、開発室の方へと向かっていく。

　一方、それとほぼ同時に音を立てて乱暴にラボの扉とびらが開かれた。

「フェイリスたんはぁ？　んん、フェイリスたんはいずこ？」

　そして耳に届く、やや甲かん高だかい男の声。見なくても分かる、言わずもがなの橋田だ。

　私は彼の方を見ることなく、リンゴを切りながら言を投げる。

「橋田、あんた騙だまされてるわよ。フェイリスさんは来られないって言ってたから」

　淡たん々たんと橋田に告げると、明らかに衝しよう撃げきを受けている気配が彼から伝わってきた。当然だろう。出かけると事前に言っておきながら、虚きよ偽ぎの情報で呼び出されたわけだから。

　いくら彼がＨＥＮＴＡＩとは言え、ここで真実を知る権利はある。ちなみに厳密には、フェイリスさんが来られないという情報は私が直接聞いたわけではないので、「フェイリスさんは来られないって言ってたらしいわよ」なのだが、細かいことは言わないで欲しい。

　私だって、精神的ゆとりがなくなって、説明を省略したい時はある。

　リンゴにどんどん火が通って、刻一刻と切りにくくなっていく、今みたいな局面では特にだと言いたい。

「ちょ……、マジで!?　おい、オカリン！」

　さすがに橋田が岡部に抗こう議ぎの声を上げる。

「次の機会があったら話はつけておく」

「ふっざけんなよぉ！」

　岡部は素っ気なく言い、橋田がムッとしたように返した。いくらなんでも今回は彼も怒おこっているようだ。

　……ところで、さっきから談話室のテーブルについてリンゴを切っている私の背後で、漆原さんがごそごそと何かをやっているのだけれど、何なんだろう？　炊飯器を探しに開発室に入って行ったのは認にん識しきしているのだけれど……。

　ちなみに橋田が怒っているのは、彼が出かける予定だったのが、以前から楽しみにしていた〝タイムマシンオフ会〟という催もよおしだったからだそうだ。

　彼がよく見に行っているＳＦ関係の掲けい示じ板ばんの有志が企き画かくしたもので、日ひ頃ごろその掲示板に参加して交流している人々が、現実に集まってさらに親しん睦ぼくを深めようという会合だったらしい。

　何でもプロの作家も来るはずだったとのことで、橋田はかなり憤ふん慨がいしている。

　まぁ、憧あこがれの作家に会えるかも知れないと思って出かけたのに、それを虚偽の情報で引き戻もどされたのでは仕方ないような気もする。

　同時に私は心の中でごめんなさいと詫わびる。

　確かに、残念会になるにせよ、お祝いの宴えん会かいになるにせよ、父親を捜さがしに秋葉原に来たという阿万音さんを労ねぎらう会には、同じラボメンで彼女と面識がある橋田にもやっぱり出て欲しいと私は思ってしまう。

　岡部はその性格上から考えても、決して無む思し慮りよに阿万音さんをラボメンにしたわけじゃないだろう。おそらく彼女に、仲間がいるのだという気持ちを味わわせてあげたかったのだと思う。

　数日前、打ち拉ひしがれた私に声をかけてくれた時のように……。

　だから橋田を無む理り矢や理りに呼び出した岡部を私は止められなかったし、今も止めていない。彼もまた、このラボの大切な構成員で、そして阿万音さんに「あなたはひとりじゃないよ」と言ってあげて欲しい人のひとりだからだ。

　無論、これは橋田の方こそよく分かっていることなのだろう。

　その証左として彼は怒ってはいるし、憤いきどおってもいるが、岡部との間の雰ふん囲い気きは決して険悪ではない。抗議こそしているが、こんな無理矢理に自分を呼び戻した以上、岡部にも非常に重要な事情があると認識しているのだ。

　──でなければ、場を蹴けってオフ会に戻るか、自分を噓うそまでついて呼び戻した理由を問い詰つめているだろう。

　言葉にこそしないし、今は怒いかりが先立っているが、このふたりには間ま違ちがいなく切っても切れない信しん頼らい関係があるのだということを窺うかがわせた。

　そんなことを考えていると、漆原さんが何かを抱かかえて開発室の奥から出てくる気配があった。炊飯器を無事見つけたのだろうか？

「これ、面おも白しろい形の飯ごうですね」

　そんな声が背後から聞こえる。と、同時に岡部と橋田の気配が変わった。

「触さわるな、そいつは飯ごうじゃない！　未来ガジェット四号、モアッド・スネークだ！」

　警告するような鋭するどい叫さけびを岡部が上げる。橋田ももはや、彼に抗議している時の表情ではなくなっていた。

　私もその彼らの様子に緊きん張ちようし、思わず振ふり返る。

　すると、私の背中から１メートル程度しか離はなれていない場所に、兵器技術の記事で見たことのある軍用の指向性対人地じ雷らいの姿があった。

　それはアメリカ軍が使用する、横方向に７００発もの鉄球を高速で噴ふん射しやする対人用の兵器だった。たった二万円もしない兵器だけれど、それひとつで十数人以上の人間を一気に戦せん闘とう不能に陥おとしいれることができる。

　50メートル以内なら十分な威い力りよくがあり、当然ながらこの距きよ離りなら致ち命めい傷しようは確実となる。

「クレイモア地雷!?」

　恐きよう怖ふに浮うき足立ちかけ、思わず声を上げる。そこに、何処どこか自じ慢まんげな岡部の声がかかった。

「──に模して作られた、超ちよう瞬しゆん間かん加か湿しつ器だ！」

　は？

　加か湿しつ器？　……こいつ、瞬しゆん時じに自分の発明品を自慢するモードに移行したな。

　私の目が据すわり、「何をバカなものを作ってるのよ」と抗議の声を上げかけた瞬しゆん間かん、背後から漆原さんの何処か嬉うれしげな声が耳じ朶だを打った。

「あ、これか！」

　その呟つぶやきと同時に、漆原さんが何かを引き抜ぬく。

　岡部がその動きに血相を変えて「やめろ！」と叫ぶのと、視界一いつ杯ぱいをまっしろな霧きりが覆おおい尽つくしたのは、ほぼ同時のことだった……。
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　未来ガジェット四号機、モアッド・スネーク。

　それは大量の水を多数の電熱コイルによって極きわめて短時間に沸ふつ騰とうさせ、まさしく瞬時に想像を絶する量の水蒸気を生み出し、散布する未来ガジェット研究所の発明品のひとつである。

　その持続時間こそ非常に短時間であるが、瞬またたく間に乾かん燥そうした部屋を加湿することができ、その有効範はん囲いは六畳じように及およぶ。なお、わざわざクレイモアに似せたのは、ミリタリー好きの心をくすぐるためらしい。

　ネーミングの由来は、『メタルモア・ソリッド・ライジング』というゲームからだと、後に自慢げに話す岡部から聞いた。

　そのモアッド・スネークからとてつもない勢いで吹ふき出した霧──と言うよりも大量の水蒸気は、瞬く間にラボ全体に広がり湿しつ度ど１００％の湿しつ気け地じ獄ごくを生み出した。

　その直ちよく撃げきを受けた私はもちろん、ラボ全体までもが水みず浸びたしとなったのである。機械に害となる湿気を嫌きらう橋田などは、嘆なげきの表情でそれを見ていた。

　……幸い、これが原因でパソコンなどが壊こわれたりはしなかったようだが。

「ごめんなさい、岡部さん……」

　率そつ先せんして床ゆかの水すい滴てきを拭ふきながら、漆原さんが申し訳なさそうに謝る。

「過ぎたことは仕方ない。次からは迂う闊かつに触るな」

　これも、まだポタポタと家具からしたたる水を拭きつつ岡部が応えた。

　漆原さんが引き起こしたモアッド・スネークの騒そう動どうは、結果として宴えん会かい準備の一時お預け状態を生んだ。いくら何でも、水浸しで料理を続行することはできない。

　やむなく、ラボにいる人間総出で部屋の水滴を拭く羽目となった。言うまでもなく私も同様である。

「あら？」

　そうして開発室の湿気を拭き取っている最中、私の視界に赤いプラスチックの塊かたまりが映った。やや大きなサイズの〝それ〟を手に取り、談話室の岡部たちに尋たずねる。

「ねえ、これ使えるんじゃない？」

「掃そう除じ機き……、ですか？」

　漆原さんが、小首を傾かしげて言う。

　そう、私が持ってきたのは、掃除機にしか見えない赤いプラスチックの外装を持つ機械だった。アメリカの研究所では、こぼれた水を掃そう除じする時にも掃除機を使っていたことを思い出したのだ。

　掃除機で水滴を吸い取れば、床は拭くよりもそっちの方が楽だろうと思ったのである。

　しかしそこで、まゆりが漆原さんの言葉を否定するように口を開いた。

「違ちがうよ。未来ガジェット三号……、あれ二号だっけ？」

　まゆりの言に、私は自分の手の中の機械を見つめる。

　え……、これも未来ガジェットなの？

　その疑問に答え、岡部は背を向けたまま言葉を紡つむぐ。

「……五号だ。その名も、『またつまらぬものを繫つなげてしまったby五右衛門』」

　どうやら、岡部にとって未来ガジェットの数々は直接その目で見なくても、特とく徴ちようを口にされるだけで何が何か分かるくらいに慣れ親しんだものであるらしい。

　背中を向けたまま応える彼の姿は、どことなく誇ほこらしげであった。

　──まぁ、自分で作ったのだから、何が何か答えられても当然かもしれないが。

　そして、その岡部の言葉を引き取るように、シャワールームからバケツを持って出てきた橋田が言う。

「掃除機の排はい気きを、ドライヤーの温風に利用できるようにしたものだお。う、貸してみ」

　なるほど……、ドライヤーなのね。

　彼の説明に私は得心するものを感じて、赤い機械──『またつまらぬものを繫げてしまったby五右衛門』を渡わたしてみる。

　私の前で彼は、てきぱきと『またつまらぬものを繫げてしまったby五右衛門』を組み立て、その差し込みプラグをマルチタップに差し込んだ。そして目線で私に合図する。

　その動作で、彼が濡ぬれてしまった私の髪かみを乾かわかしてくれるつもりだというのが理解できた。本質的に彼は親切な人なのだということがよく分かる。

　私はぺたんと床に座り、橋田が『またつまらぬものを繫げてしまったby五右衛門』のスイッチを入れようとする。その瞬しゆん間かん、それまでこちらに背を向けてガスレンジを拭いていた岡部が、慌あわてたように振ふり返った。

「待て！　それを使う時は、他ほかの電化製品の電源を切らなければ!!」

　その制止の叫さけびは、ほんの数すう瞬しゆんだけ遅おそかったようだ。

　スイッチが入り、温風が私の髪にかかる。

　……と、次の瞬間だった。ラボ内は突とつ如じよとして真まっ暗くら闇やみとなる！

「────ブレーカーが落ちる」

　軽く途と方ほうに暮れたような、岡部の呟つぶやきだけがその闇やみの中に響ひびいた。




　　　　☆




　いくら夏とは言え、さすがにもう日も暮れた頃ころ合あいとあっては、電気なしの室内はほとんど真っ暗闇だった。

　かすかに窓から入ってくる街灯の明かりが、ぼんやりと室内を浮うかび上がらせるものの、まだ闇に馴な染じんでいない目ではほとんど見えない。

　ラボ内が闇に閉とざされてすぐは、驚おどろいて沈ちん黙もくしていた一同だったが、時間が経たつにつれて懐かい中ちゆう電灯を探さがそうとしたり、声を掛かけ合ったりと事態の復旧を目指し始める。私もまたそのご多た分ぶんに漏もれず、まずはブレーカーを探そうとしていた。

「あ、え～と、ブレーカーは……」

　よろよろと立ち上がり、わずかな凹おう凸とつだけがおぼろに浮かび上がる視界の中、もの伝いにブレーカーを探すべく動こうとする。そこに岡部が注意の声を投げた。

「おおい、動き回ると……」

「ああぁっ！」

　その岡部の注意の言葉も空むなしく、私は何かに足を滑すべらせて見事に転んでしまう。足あし下もとでくしゃっとした感じがあったので、ビニール袋ぶくろか何かを踏ふんづけたのだろう。

「だぁからぁ……」

　岡部のぼやく声が聞こえ、こちらに手て探さぐりで近づいてくる気配がある。

「いっ、たったったっ……」

「ブレーカーは玄げん関かんだ」

　痛みにうめく私に、近くまで来てくれたらしい岡部が言う。

　確かに言われてみれば、以前に玄関にブレーカーがあることを確かく認にんしたような気もする。電話レンジ（仮）の実験の時に、激しく放電するんで大だい丈じよう夫ぶかどうかをチェックしたことを思い出した。

「……大丈夫か？」

　痛みが治まりかけたところで、岡部にいたわりの言葉をかけられる。

　まだかすかに痛みが残る中、こうして闇の中で転び、しかもこんな風に声をかけられたのは何年ぶりだろうかと思った。

　……まるで、子供みたいだ。

　そう思うと、何だかおかしくなってきた。

　私は……、ずっと自分が子供であることを自分に禁じてきた。

　それは無様で、愚おろかで、失敗ばかりを重ねてしまうダメな自分だからだ。

　だから、私は自分に大人であることを求めてきた。必死にがんばって背せ伸のびして、己おのれの足りないものを埋うめようと肩かた肘ひじ張はって一いつ生しよう懸けん命めいになって来た。

〝確固たるもの〟のない自分を、何とかして誤ご魔ま化かして、立派な社会人として振る舞まってきた。なのに……、今の自分はどうだろう？

　こんな風にラボのみんなとバカやって、変なヘマをして、こんな風に転がって。

　全然、今の自分は理想の自分じゃない。

　でも、いつもそうした時に自分を恥はじる時の気持ちとは違ちがって、今の私はこんな自分が嫌きらいじゃなかった。

　以前、先せん輩ぱいの研究員が言っていた。

「クリス、君は〝ホーム〟を見つけなさい。信しん仰こうでも信条でも、恋こい人びとでも友達でもいい。君の〝ホーム〟を見つけなさい。それが、君にとって〝確固たるもの〟となる。知りたいという願いを、根底から助ける〝確固たるもの〟にね」

　私はその時、その先輩の言っていることが何なのかよく分かっていなかった。ただ、彼はその〝確固たるもの〟を持っていて、自分は持っていない。それだけは確かなのだと、そう思い知らされただけだった。

　けれど、何だか……。

　このラボにいると。

　岡部のそばにいると。

　先輩が何を言いたかったのかが、分かってくるような気がする。

　明確な言葉や論理じゃなくて、肌はだの感覚や直感のレベルに過ぎないものだけれど、何となくそれが分かるような気がしてくるのだ。

　だから、私は思わずの内に笑っていた。

　何だかおかしくて。

　何だかうれしくて。

「……おい、何がおかしい」

　憮ぶ然ぜんと岡部の言う言葉が耳に届く。

「ごめんなさい。でも──」

　すぐそばで、岡部の嘆たん息そくする息づかいが、体温が伝わってくる。

「私のいるアメリカの研究所って、世界中から優ゆう秀しゆうな人たちが集まってるんだけど……。みんなプライドが高くて、結構、殺さつ伐ばつとしてるのよね」

　もちろん、そんな切せつ磋さ琢たく磨まする環かん境きようが嫌いやなわけじゃない。

　むしろあの殺伐とした環境だからこそ、人類史に寄き与よする重大な発見があり、大きな科学上の成果がある。そう確信している。

　自分にも合っていると思っているし、あの雰ふん囲い気きは好きだ。

　けれど──

「それに比べて、あんたのラボは幼よう稚ちだけど……居い心地ごこちがいい」

　そう、居心地がいいのだ。

　岡部は何があっても、私の味方でいてくれる。

　そんな不思議な確信が、たった一週間で私の中に芽生えていた。

　この厨ちゆう二に病びようの仮面をかぶって、ずっとまゆりを守り続けた不器用なマッドサイエンティストは、私のことも必ず守ってくれる。

　私同様、それほど長いつき合いではないはずの阿万音さんのために、こうしてパーティーを開こうとするのと同じように、彼は絶対にラボメンを──私を守ろうとしてくれる。

　それはまゆりや、結局戻もどってきた橋田もそうだし、多分漆原さんだってそうだ。よくは知らない桐生さんや名前だけしか知らないフェイリスさんだって、そうなんじゃないだろうか？

　岡部が選んだラボメンは、岡部の周囲にいる人々は、岡部と同じようにそんな人たちのような気がする。それはある意味で確信に近い感覚だった。

　そこで、軽く失しつ笑しようするような気配があった。

　瞬しゆん間かん、私は岡部が褒ほめられたと勘かん違ちがいして舞い上がり、それに照れて笑ったのかと思って言いつのる。

「──って、別に褒めてるわけじゃないからな！　ただ、何となくそう思っただけというか……」

　しかし言っている最中に、何となく尻しりすぼみになる。……と言うよりも、さすがに今のは褒めていたということでもいいのではないかと、自分で思ってしまったからだ。

　一体、自分が何を抗こう弁べんしようとしているのか、自分でよく分からなくなってしまう。

　ただ、何となく……。

　そう、何となく。それが何かは分からないが、まだ〝何か〟を岡部に悟さとられたくない。そう思ってしまったのだ。

　そこで数すう拍はくを置き、岡部がゆっくりと呟つぶやいた。

「俺は、友達が欲しかっただけなのかも……」

　それはいつもの厨二病の岡部とは違う、素の岡部の言葉だった。

　まゆりを守るため、自分を守るため、マッドサイエンティストという仮面をかぶらなくてはいけなかった、悲しい道どう化けの言葉。

　何を犠ぎ牲せいにしてでも、守りたいと願うものを守ろうと決意した、ひとりの人間の素す顔がお。

　まだ、たったの二度しか見ていない、そんな岡部の素顔をこんなところで見ることになるとは、まったく思いもしなかった。

　──不意打ちだ。こんな時に、こんなところで……。

　何故なぜか、脳のう裏りにひどいという言葉が浮うかぶ。卑ひ怯きようだ、という言葉も。

　何がひどくて卑怯なのかは分からない。そもそもそれを不快に思う気持ちが一いつ切さいない。

　むしろ、こうして自分に素顔をさらしてくれたことが、とても嬉うれしかった。前回がどちらかというとどさくさで、しかも緊きん張ちようした局面だったことを考えると、こうした穏おだやかな状じよう況きようで素顔を見せてくれたことが、本当に嬉しかった。

　そして同時に、岡部を慰なぐさめたかった。

　私が泣いている時に、慈いつくしみといたわりに満ちた視線を向けてくれたように。

　温かな心のこもった言葉をくれたように。

　私も岡部の力になりたかった。

「私は……。えと、仲間だと思ってるよ」

　でも、その気持ちを上手うまく言葉にできなくて、何とか声を絞しぼり出す。

　なんと言えば、岡部を慰められるのか分からなくて。

　どう言えば、彼が救われるのか分からなくて。

　どの言葉が、あなたが私を守りたいと思ってくれたように、私もあなたを守りたいと思っていると伝えられるかが分からなくて。

　だから、必死に言う。

「前に、言ってくれたでしょ？　私のこと、大切な仲間だって。あれ、結構、嬉しかったっていうか……」

　闇やみの中、見えないはずなのに、岡部の瞳ひとみが私を見つめているのが分かる。

　熱などないはずなのに、その視線が熱を持っているような気がする。

　自分の胸の高鳴りが……、彼に聞こえるような気さえした。

　守りたかった、彼を。

　そばにいて欲しかった、彼に。

　ずっと、ずっと、ずっと……。

　私は、〝彼〟に会いたかった。

　彼が──岡部が好きだから……。

　闇の中なのに、目が離はなせなかった。

　岡部から……。

　好きな人から……。

　誰だれも彼もを守りたいと願って、そのために自分がどれだけの傷を負うかも気にしなくて、ただひとりで意地を張り続ける彼を、ずっと見つめて、抱だきしめたかった。

　目を閉じることさえできず、ただ私は闇の中で岡部を見つめる。私はまさに、言葉を失っていた。
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　……と、その時。不意にその岡部が棒読みのような口調で言った。

「……熱でもあるの、か？」

　瞬間、自分の瞳どう孔こうが一いつ杯ぱいに広がったのを感じる。

　ショックだった。

　刹せつ那なの内に現実に引き戻され、熱に浮かされていた脳が……それまでに自分の考えていたことを短期記き憶おくとして海馬に押し込み、それを切っ掛かけに私の頭はさらなる瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうを迎むかえる！

　……って、今、私、何考えてた！

　な、なな、何を！　私！　岡部！　何だって!?

　動どう揺ようする心のまま、私は力の入らない口調で必死に抗こう弁べんの言葉を紡つむぐ。でも自分で分かる。全然、抗弁になってない。

「……ね、ねぇよ!?　何よ、せっかくあんたのこと見直してやってるのに！　この、バカ岡部!!」

　いや、熱はある。

　ある。

　普ふ通つうの熱じゃないけれど、ある。顔が火ほ照てってるのを感じる。絶対、赤い。

　そんな風に動揺していると……、いきなり部屋の電灯が明るくなる。不意に、鼻先に岡部の顔が現われた！

　どうやら想像していたよりも、闇の中でふたりの距きよ離りは近かったらしい。考えてみれば、体温を感じるくらい近くにいたのだから、当然ではある。でも、その直前に考えていたこともあって、私はもうパニック同然の状態だった。

　ハッとして、かすかに身を引くが……、それ以上はもう動けない。視線をそらすのが精せい一いつ杯ぱいでもはや完全に身体からだが硬こう直ちよくしていた。

　私……、私……、私……。

　岡部のことが……、好きだったんだ。




　　　　☆




　一体、岡部を意識し始めたのはいつだろうか？

　そもそもまだ会ってそれほどの時間を過ごしていないと言うのに、一体全体どういうことなのだろう？

　最初の印象は少なくとも最悪のはずだ。

　突とつ然ぜん、人にセクハラまがいのことをして、しかも死人ゾンビ呼ばわりだ。今でも、あそこで警察を呼ばなかったのはどうしてなのか軽く自問する瞬しゆん間かんがある。

　その後の講演でも、突つっかかられて予定を変へん更こうせざるを得なかった。

　ただ同時に、タイムマシンの存在可能性を擁よう護ごされるたび、何だかパパのことをかばってくれてるような気分にはなった。あれで、彼に興味を持ったことは間ま違ちがいない。

　そしてラボにやって来て、ゲルバナを見せられて……、私がタイムマシンの存在に耐たえられずに逃にげ出して……。それでも彼は、私をラボメンと言った。

　戻もどれと言った。

　結局、何でそこまでしてラボに戻れといって来たのかは、今でもよく分からない。

　もしかすると、あの時点で彼は私の一杯一杯さが分かっていたのだろうか？　少なくとも、分かっていたにせよ、それは論理的なものではなく、多分に直感とかそういうものに近い領域のものだろう。

　だとすれば、彼はあの頃ころから私を守ろうとしていてくれたのだろうか？　もしそうなら、少なくとも心の中では素す直なおに嬉うれしいと、今は言える。

　そして、ラボに戻った私が見たのは、ＳＥＲＮの正体とタイムマシンの実在。過去が変えられるということ──厳密には岡部が〝リーディングシュタイナー〟という能力の存在から、そう確信しているということ。

　それから日が少し過ぎて、パパとの未いまだ残る確かく執しつと岡部の見せてくれた優やさしさ。

　あの時に思った、「私は何故なぜ、岡部の前だといつもの自分でいられなくなるのか？」という疑問。今から考えると、まったくバカな疑問だった。

　他ほかでは泣けなくて、でも岡部の前では泣けて……。加えて、明らかに常の自分よりもリラックスしている自分。

　そんな自分になることに疑問を持つのは当然だけれど、どうしてその時点で私はこんな簡単な解答に気づけなかったのだろうか？　そのことそのものが、今となってはより大きな疑問だ。

　そして少なくとも、この時点ではもう私は、岡部のことを好きになっていたのだ。

「……まだ、出会ってから一週間やそこらだって言うのに」

　私は、以前にも呟つぶやいたのとまったく同じ言葉を舌に乗せる。ただ、それを口にする表情そのものが以前のそれとは違ちがっていることを、私自身が認にん識しきしていた。

　ホテルの部屋の中。

　ベッドの上で枕まくらを抱だきしめる私の顔が、鏡に映っている。

　その顔は知らない人が見れば無表情のポーカーフェイスのままだが、さすがに自分自身ではどうなっているかが分かった。

　笑っているというか、はにかんでいるというか、恥はずかしいのと嬉しいのと中間の感情が心を支配して、岡部のことを考えるとそれだけで動どう悸きが速まって、心が沸わき立つ。

　多分、エンドルフィンが過か剰じように出ている。

　あと、ドーパミンやセロトニン、ノルエピネフリンもそうだ。すべて、恋れん愛あい感情や恋愛行動に関係する脳内物質で、幸福感や満足感、胸の高鳴りや行動力を生み出す。

　すでにホテルに帰ってきて、一時間近くを私はそうして過ごしていた。傍はたから見れば、ひどく滑こつ稽けいな光景だろう。

　時刻はもう午前０時を過ぎ、日付も変わっている。

　結局、あの後で阿万音鈴羽はラボには来なかった。岡部は会えても会えなくてもラボに来いと言っていたらしいけれど、おそらくは父親と会えて親子水入らずの時間を過ごしているのだろう。

「……そうであって欲しい。多分、私の願望も入っているけれど」

　確かに半分は私の願望でもある。でも、そうだと思いたかった。

　父親と離はなれていることで、自分と彼女を重ねているだけじゃない。

　彼女には……。岡部が大事なラボメンとして、仲間として認めた彼女には、幸せであって欲しいのだ。

　たとえ彼女が今日を最後に秋葉原を離れ、もう会えないとしても、そうであって欲しかった。

「……ん？」

　ふと、窓の外で何かを叩たたくような音がした。

　不思議に思い、窓のカーテンを開いてみると、激しい雨が窓ガラスの表面をタンタンと叩いている。どうやらいきなり降り出したらしい。

「天気予報で、雨だって言ってたかな？　明日まで降り続かないといいんだけど……」

　私は少し眉まゆを曇くもらせ、ホテルに備え付けのテレビのリモコンを取る。明日の天気予報を確認しようと思ったのだ。

　しかし、テレビをつけて目に入ってきたのは、もっと驚おどろくようなニュースだった。

　おそらく深夜のニュース番組なのだろう。そこで報じられていたのは、ラジ館屋上にあった人工衛星が、突とつ如じよとして消えてしまったという内容だったのだ。

「詳しよう細さいは不明ですが……、目もく撃げき者の話によると、突然、屋上に閃せん光こうが走り、一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつしてしまったということです」

　ニュースキャスターが、驚きに興奮を隠かくせない風ふ情ぜいで話す。

　何故、誰だれが、どうやって、あの人工衛星を移動させたのか──ニュースでは消滅と言っている──、それはまったく分からない。

　そもそも、クレーンなどの大がかりな土木機械を用いずに、あんなものを動かせるものなのだろうか？　少なくともクレーンなどを使ったら、〝屋上に閃光が走り、一瞬にして消滅〟などという事態にはならないはずだ。

「どうして……？」

　さすがに今分かる情報からでは、どの推測も十分な状態にまで持っていくことはできなかった。目撃者の証言というのが、不正確な可能性もある──と言うより、その可能性の方が高いだろう。一瞬で消えるなどということは、普ふ通つうはあり得ないのだから。

　もう少し情報が出そろうまでは、軽はずみな判断はしない方がいい。

　ただ、これで明日、岡部と話す話題がひとつ増えるなと思うと、何だか嬉しくなる気持ちを抑おさえることはできなかった。
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　視界一いつ杯ぱいに、数字が躍おどる。

　雨のように、プログラム言語や数式を思わせる文字が降りしきり、暗くら闇やみの中を虹にじ色いろの文字が舞まう。

　夢？

　ぼんやりと私はその光景にそんな感想を抱いだく。

　漆しつ黒こくの闇やみの中、何かの〝意味〟を持つ象しよう徴ちようが数字や文字に変へん換かんされて、私を包み込むように渦うずを巻いていた。

　……夢だ。

　何度も見たことのある、夢だ。

　一度もそれを見た記き憶おくなどないはずなのに、何故なぜか脳はそれを過去にも体験したはずの出来事だと私に伝えてくる。

　いや、脳だけではない。全身が訴うつたえている。

　初めての経験ではない。

　ただの既き視し感かんではない。

　現実に体験したことだと。いや、正確には……、これが夢であったとしても、今までに一度も見たことのない夢ではなく、何度も自分はこの夢を見ているはずなのだと。

　私の全存在が、その記憶を持たない私の意識に訴えかけてくる。

「どうして？」

　疑問を抱く。

　その答えはない。

　いや、正確にはその疑問の答えを、私は持っているはずだと全感覚が私の意識に伝達してくる。しかし、認にん識しきできる記憶の中には、そんな答えなど一いつ片ぺんとてありはしない。

　答えがない。いや、ある。

　まるで古代哲てつ学がくに登場する、尾おをくわえた蛇へびウロボロスのように、無限の連れん鎖さが私の中で巻き起こる。さながら私は、〝答えを知っている自分〟と〝答えを知らない自分〟が重なった状態にある、シュレディンガーの猫ねこの如ごとき有様だった。

　そんな感覚にやや苛いら立だちを感じ始めた頃ころ、夢の光景に変化が生じる。

「え……、何？」

　目の前に広がるのは、食しよく卓たくの風景だった。ケーキと素そ朴ぼくなごちそう、加えて部屋の一角に飾かざられたツリー。おそらくはクリスマスのお祝いの様子。

　そしてそのクリスマスを祝っているのは、幼い私と……パパとママ。

「これって……？」

　疑問を抱きつつも、眼前で行なわれるささやかな祝いの場面から、私は目を離はなすことができない。

「これって……、まだパパと一いつ緒しよだった頃の、クリスマス？」

　そうだ、覚えている。この光景はおそらく、パパと離ればなれになる前。あの悪夢のような十一歳の誕生日の約八ヶ月前のクリスマスだ。この時はまだ、自分がパパの理論を否定して怒らせていたなんて、夢にも思っていなかった。

　自分が物理学の話をすることで、パパが喜んでくれていたと信じていた頃だ。

　実際、目の前でパパは嬉うれしそうに笑い、ママも私も笑え顔がおでクリスマスを祝っている。

　そしてケーキを食べ終わったところで、パパが私に小さな小箱を渡わたしてくれた。

「さぁ、紅く莉り栖す。お前が欲しがっていたものだ」

　夢の中で、まだ十一歳になっていない私は、パパからのクリスマスプレゼントを紐ひも解とく。そして中から、きらりと光る一本のスプーンを取りだした。

「あ……、あれ……」

　それは、この日からずっと持ち続け、アメリカから今回来日する時にも持ってきたスプーンだった。

　ヨーロッパには、一生使えるような丈じよう夫ぶな食器を子供に贈おくると、一生食べ物やお金に困らないという習慣がある。

　元々は英語の慣用句である〝銀のスプーンをくわえて生まれてくる〟──つまり、銀のスプーンが使えるような裕ゆう福ふくな家庭に生まれれば、その子の生しよう涯がいは困ることなく安あん泰たいだという言葉から出たものだ。

　転じて今では、生まれた子供の幸せを願って銀のスプーンや、丈夫な食器を贈るという習慣に変わったものである。そのことを知った幼い私は、パパにマイスプーンとマイフォークをねだった。

　そしてこの時、お願い通りにパパは私にスプーンを贈ってくれたのだ。

　見た目にはシンプルで、何処にでもあるような飾りっ気の少ない銀色のスプーン。

　でも私はそれが嬉しくて、まさしく何処どこに行くにも大切に持ち歩いた。その癖くせは今でも続いている……。

「もうひとつのお願いの方は、来年の誕生日にな」

　パパは嬉しそうに笑う私の頭を撫なでながら、自身も笑みを浮うかべて言う。多分、私の十一歳の誕生日に、パパはフォークを贈ってくれるつもりだったのだろう。

　……あんなことさえなければ。

　元々、パパは私に甘い父親だった。欲しいと言ったものは、節度は守っていたけれど、原則的に何でも与あたえてくれた──私がそこまで、物ぶつ欲よくの激しい子供でなかったという事情もあると思うけれど。

　だから、私はマイフォークが欲しい。

　それはパパからの愛情の証あかしだから。

　私がパパに肯こう定ていされていた、幼い頃の記き憶おくの象しよう徴ちようだから。

　でも、だから同時に私はマイフォークを手に入れようとは思わない。それは自分で手に入れるものじゃない。あくまでも、パパから贈られるフォークだけが、私にとってのマイフォークだから……。

　だから、他ほかのフォークじゃ……ダメなんだ。

　夢の風景の中で、それまで幼い私の頭を撫でていたパパが、不意に私の方を見る。

「え？」

　それまで夢の中の出来事は、その様子を観察する私自身とは切り離されていた。でも、そこで初めて夢の中の人物が、私を認識し、さらに私に向かって歩いてきたのだ。

「紅莉栖……」

　夢の中のパパは、私の元にやって来て私をぎゅっと抱だきしめる。

　私は戸と惑まどうばかりで、ただ何もできずに身を任せるばかりだった。

「紅莉栖……」

　私を抱きしめるパパがもう一度、私の名前を呼ぶ。白衣の裾すそが、私の肩かたと擦こすれ合った。

　ん……？

〝白衣〟の裾？

　私は自分を抱きしめるパパの顔を見上げる。

　すると、そこにいたのはパパではなく、白衣を着た岡部の姿だった。

「紅莉栖、俺が贈るフォークでも……、ダメか？」

　尾びてい骨まで響ひびくような甘く深い声が、全身を貫つらぬく。頭の天てつ辺ぺんからつま先まで、岡おか部べの声が音速で走り抜ぬけたようだった。

「あ、あ、あ、あ、あ……、お、お、岡部ッッ!?」

　完全に動どう揺ようしきって、言葉が出ない。

　そして、そのまま岡部の顔が私の顔に近づいてきて……、近づいて……、近……。




　　　　☆




「あ、あ、あ、あ、あ……、お、お、岡部ッッ!?」

　声帯から動揺しきった声が漏もれると同時に、鈍にぶい衝しよう撃げきと落下感が私を襲おそう。

　ドサリとベッドからずり落ち、私は寝ねぼけ気味の目ま蓋ぶたを開いた。

　天てん井じようが見える。視界内に岡部の姿はない。

「あれ？」

　間抜けた声を上げ、シーツも枕まくらも巻き込んで床ゆかの絨じゆう毯たんにめり込むような姿勢となっていた自身に気づく。ちなみに顔と肩はベッド脇わきの床に接し、下半身はまだベッドの上にある。服はあられもなく、めくれ上がっていた。

「……夢、か」

　ずるずるとそのまま重力に従い、下半身もベッド下に落ちるに任せる。どうせこの姿勢では、私の運動能力だとそのままベッド上に復帰することはできない。それなら、落ちるに任せた方が労力は少なかった。

「好きだと自覚した途と端たん……、岡部の夢を見るなんて、我ながら現金よね」

　ため息をつき、何というか自分の無意識下の願望の仕し業わざに感かん嘆たんする。そして数秒遅おくれて、また脳が沸ふつ騰とうした。

　ボーン、とそんな音が書き文字つきで聞こえてきそうだ。

　好き!?

　好き？

　好き！

　誰だれが？　私が？　誰を？　岡部を？　岡部って誰？　岡部倫りん太た郎ろう！　鳳ほう凰おう院いん凶きよう真ま!!　マッドサイエンティストを称しようする厨ちゆう二に病びよう!!

　何で、何で!?　どうして、何がよ！　何でなの？　私が誰が好きだって！

　頭を両手で抱かかえ、パニック状態になり、そしてその数すう瞬しゆん後には壊こわれた機械や動物園の熊くまのように部屋中を歩き回って、その上、ベッドで枕を抱えて転がり回る。

　我ながらバカとしか言いようのない、そんな混乱ぶりと浮うかれっぷりだ。何せ、岡部のことを考えると鼓こ動どうが速くなって、呼吸が激しくなって、さらには岡部の名前を口にするだけでどんどんテンションが上がっていく。

　昨日の夜、あれだけぶっ壊れたというのに、一晩寝て余分な情報が整理されてみると、さらに壊れっぷりが進んだような気がする。

　自分がここまで壊れるなんて、予想だにしなかった。

　恋こいは盲もう目もくとか、のぼせるとか、正気を失うとか、正直そんなのねーだろと思ってた。甘く見てた。でも、ごめん。謝る。

　誰にかは不明だけれど、焼き土下座して謝る。七しち孔こう噴ふん血けつして謝る。マジすまんかった。

「……でも、どうするのよ!?　好きだって分かったからって!!」

　逆ギレ気味に、鏡に向かって叫さけぶ。

「告白？　告白!?　告白するってか！　ねぇ、本気？　今、どんな気分？　ねぇねぇ、今どんな気分？」

　もう混乱のあまり、意味のない＠ちゃんねる語を連呼して、どんどんと壁かべを殴なぐる。お願い、誰か壁殴り代行呼んで！

　──なお、幸いながら鏡を殴らないだけの理性はあった。

　一気に普ふ段だんの自分が同じ時間内にする運動の、軽く十数倍に匹ひつ敵てきするだろう暴れっぷりと醜しゆう態たいをさらし、急激に血中糖分と酸素を消しよう耗もうして、酸欠＆目まいに襲われる。

　ふらふらになって、シーツが床に落ちたままのベッドに、大の字になって転がった。視界がぐるぐると回っている。

　そんな状態で今度出てくるのは、告白した時の岡部の反応に関する予測だった。

「間ま違ちがいなく、最初はからかってると思われるわよね。問題はその後で、照れ隠かくしに『牧まき瀬せ紅莉栖を籠ろう絡らくせしめたか！』と厨二病全開で高笑いされるか、携けい帯たいに向かって『もしもし、今、機関による精神攻こう撃げきを受けている。すでに助手が洗脳された』となるか……」

　あと、状じよう況きようによっては真面目まじめにうろたえられて、逃にげる可能性もある。岡部は本質的には臆おく病びよう者だから、ストレートに告白するといずれの症しよう状じようを呈ていするかはともかく逃げるだろう。

　まっすぐ、こちらの告白を受け止めてくれる可能性は皆かい無むに近い。

「あああああああ～～～、何で、あんな面めん倒どうなのに惚ほれた？　牧瀬紅莉栖、一生の不覚ぅ!!」

　何で？

　理由なんかいくらでも考えつくし、そもそも好きになったものはしょうがない。元より自分の性格を冷静に考えるなら、むしろそれを自覚できた方がすごい気がする。

「とは言え……、告白？」

　素すで首をかしげる。

　正直、まったく現実感がない。

　自分が岡部とつき合うことも、岡部が誰かとつき合うことも……。

「……違ちがう」

　そこまで考えたところで、ある光景を思い出した。

　昨日、カレーを作ろうとしていた漆うるし原ばらさんの顔だ。

「カレー……、岡部さん喜んでくれるでしょうか？」

　そう言った時の彼女の表情を思い出すと、うだっていた頭が冷めていくのが分かる。

　少なくとも、岡部が誰かとつき合う光景が想像できないというのは、噓うそだ。あの瞬しゆん間かん、私は意識こそしなかったものの、確かに漆原さんとつき合う岡部の姿が想像できた。

　あれだけの美少女に好きだと言われれば、岡部だって嫌いやな気はしないだろう。かいがいしくて、健けな気げで一いつ生しよう懸けん命めいで可愛かわいくて……。岡部が彼女に告白されたら、それを断わる理由があるようには思えない。

　身を起こし、ベッドの上に私は座り込む。

　漆原さんは、一体いつから岡部のことが好きだったんだろう？　少なくとも、私が来るより前であることは間違いない。

　あの時も思ったけれど、岡部には岡部の今までに長い人生があって、そこで多くの人と関かかわってきたはずだ。その人たちとの関係に比べれば、私なんか突とつ然ぜんやって来た新参者に過ぎない。

　果たして、私はそんな人たちのことを差し置いて、岡部のこんなそばにいていいものなのだろうか？　そもそも、八月が終わればアメリカに帰ってしまう身の上の私が？

　やや、うつむいて下を見る。よくない姿勢だ。

　下を向くと、人間は自然に気分が落ち込むようにできている。思考を落ち着けて深くものを考えるには向いた姿勢だが、気をつけないと鎮ちん静せい効果が行き過ぎてしまい、〝考える〟から単に〝悩なやむ〟に移行してしまうのだ。

　そうなったら思考はもう堂どう々どう巡めぐりで出口をなくし、もはや建設的な意見など出てきはしなくなってしまう。

「言えない……、よね」

　これからもずっと日本にいるつもりなら、告白してステディとなるのもいいと思う。……と言うよりも、本音としてはそうしたい気分で一いつ杯ぱいだ。でも、それ以上に私は怖こわい。その私の行動が原因で、岡部や他ほかのラボの人々の人生を狂くるわせてしまうかもしれないことが。

　バタフライ効果。

　私がラボに来たことで、おそらく彼らの人間関係には複雑な影えい響きようを及およぼしているだろう。そもそも、それまではたった三人に過ぎなかったラボメンが、私がラボに受け入れられて一週間で、八人にまで増えたのだ。

　──しかもその内、少なくとも漆原さんとフェイリスさんは以前からの友人知人であったはずである。今までは入る踏ふん切りのつかなかった人間が、私のラボ入りが原因かどうかはともかく、ラボ入りする決意をしたのだ。

　ほんの少しの動どう揺ようが、大きな変動を巻き起こしている。

　これ以上、彼らの人生を狂わせるとしたらどうだろう？　あの優やさしい人々の人生を狂わせるのが、私は怖い。

　普ふ通つうなら、そこでそんなことを恐おそれていても何も始まらないとか、それなら自分で狂わせた責任を取ればいいとか、そんな風に考えるところだろう。

　けれど、よかれと思ってしたことが、また七年前のパパの時と同じように裏目に出たなら、今度こそ私は耐たえられない。

　もしも、岡部にあの時のパパと同じような視線を向けられたなら、今度こそ私は生きていられないだろう。それくらい、怖いのだ。

「……これが、〝確固たるもの〟がないってことなのよね」

　自じ嘲ちよう気味に、私は呟つぶやく。

　涙なみだが一ひと粒つぶ、ベッドの上に落ちた。

　知識やプライド、責任感。社会人としての立場。

　それをもって、私は〝確固たるもの〟の代わりとしてきた。自分にとって、少なくともそれが〝確固たるもの〟だった。

　でも、やっぱり本物とメッキは違う。こんな時に、その違いがどうしても利きいてくる。不完全な〝確固たるもの〟では、どうしたってこんな時の裏付けにはなってくれやしない。

「告白は……、できない、かな？」

　疑問系。

　でも、心の中では、確信。

　無理だ。できない。怖すぎる。

　少し前の浮うかれた気分が噓のように消え、ややダウンな気持ちで私は時計を見やった。

「そろそろ……行かなくちゃね」

　のろのろと起き上がり、ラボに行くための準備を始める。昨日は宴えん会かいの都合で、予定していた実験をすべて行なうことができなかった。今日、自分が行かなければ、さらに実験は遅おくれるだろう。それだけは、自分の矜きよう持じにかけてできない。

　たとえ不完全でも、その矜持と責任感こそが、自分の培つちかった〝確固たるもの〟なのだから。

　それに……、告白しないと決めはしても。

「それでも、岡部は好きだし……会いたい」

　ずっと彼を見つめていたい。その声を聞きたい。そばにいたいのだ。

　好きでいる分には、いいよね？




　　　　☆




　８月10日、14時半過ぎ。

　私と岡部、そして橋はし田だとまゆりの四人は、ラボに集まっていた。

　──ちなみに他の人間が集まるまで、私と岡部は昨日の深夜に消えたラジ館の人工衛星の話題で盛り上がっていた。もっとも、岡部は常に機関だの何だのの話を繰くり返し、私がそれに「厨ちゆう二に病びよう乙おつ！」と繰り返す流れだったけれど。

　当然ながら一同がラボに集まったのは、他でもないＤメール実験のためなのだけど、ここである大きな問題が持ち上がってしまっていた。

　何故なぜかというと、バイトが入ることで昼間は配達などの仕事に出かけ、店を留守にすることが最近増えていたブラウン管工こう房ぼうの店長さんが、今日は阿あ万ま音ねさんがいないために店に詰つめっぱなしなのである。

　Ｄメール実験は、非常に大きな震しん動どうと轟ごう音おん、それに放電現象を伴ともなう。このため、未来ガジェット研究所の家主でもある店長さんが在店中には、実験を執とり行なわない決まりが自然発生的に生じていた。

　だがしかし、昨日の一件もあり、すでに実験のスケジュールにはかなりの遅れが出ている。このままでは、私がアメリカに帰るまでに、まとまった成果を上げることが難しい状じよう況きようだ。ここで実験をさらに遅ち延えんすることは、岡部の考える計画それ自体の遅延を意味する。

「しかしだな！」

　岡部が抗こう議ぎの声を上げる。

「けど、このままだと牧瀬氏の言うとおり、彼女が帰るまでに終わんないお？」

　最初は店長さんが配達に出るまで待つプランも検討されたのだが、少し遅れてラボにやって来たまゆりからもたらされた報──店長さんの一人ひとり娘むすめが、夏休みなので店で遊んでいる──を聞かされたことで、その案は却きやつ下かとなった。

　そして現在、第二案である「岡部が店長の気をそらしに行く」を実行するため、彼の説得中というわけであった。

「……意見は出で尽つくした気がするんだけど」

　私は努めてポーカーフェイスで言う。

　無論、普ふ段だんからヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所の天下一品の才能たちと渡わたり合うべく、感情が顔に出ないように訓練を積んでいる私は、無意識でも完かん璧ぺきな鉄面皮を形作っている自信がある。

　しかしさすがに、好きと自覚した男性の顔を真顔で注視し続けた場合のデータは持っていないのだ。どこで無表情を装よそおった振ふりが崩くずれて、とろけた顔が出てしまうか分からない。

　そのため、慎しん重ちようには慎重を重ねるべく、意識してさらなるポーカーフェイスに見せかけているというわけだ。

「ぬ、ぬ、ぬ……」

　岡部は歯がみし、うめきを漏もらす。あの顔は、自分でもそれしかないと思っているということだろう。

「オカリン、後は任せた」

　もはやそれ以上の言葉は必要ないとでも言うように、橋田が言う。そもそも今の橋田は昨日の一件もあって、岡部に大きな貸しを作っている。岡部とてそれが分かっているから、橋田に対してはやや反論が鈍にぶい。

「フォロー、お願い」

　私もそれに便乗するように言う。

「……つまり、敵地に乗り込み死ね、と言うのだな？」

　やや気落ちしたような、とぼとぼした口調で岡部は言う。いつもの深いよく響ひびく声もいいのだが、こうした時に彼が出す声は何とも言えず胸の裏側を沸わき立たせるものがある。

「あんたの犠ぎ牲せいがあって初めて、タイムマシンは完成に近づくのよ」

　ＳＥＲＮを出し抜ぬくんでしょう、と私は言葉を添そえる。

　段々、彼の表情が観念のそれに近づいていく。陥かん落らくは近そうだ。

「それにこれまでも、店長のご機き嫌げん取とりに行ってたのはオカリンだったじゃん」

　その橋田の発した台詞せりふがとどめだったようだ。

　がっくりと岡部は頭こうべを垂れる。

　だがしかし、頭を垂れても岡部は覇は気きを失ったわけではなかった。

「……いいだろう。だが忘れるな。俺は絶対に死なん！　不死鳥のごとく、何度でも蘇よみがえるぞ！」

　一気に言い切り、顔を上げる。そして雄お々おしく立ち上がると、大おお股またでずかずかとラボの扉とびらへと向かう。

「オカリン、死んじゃやだよー？」

　その背中にまゆりは励はげますように声をかけ、岡部は振り返りもせずに無言で拳こぶしを突つき上げると、そのまま扉の外へと消えて行った。

「なんか、悲ひ壮そう感たっぷりだったお」

　橋田が操作するＰＣのモニターから視線も外さずに言う。

「仕方ないと思うのです。店長さん、怒おこると怖こわいのですから」

　まゆりは珍めずらしく苦笑いして、「まゆしぃは、タオルを濡ぬらしておくのです」とシャワー室の方へと消えた。

　私はそんな岡部の犠牲を無む駄だにしないために、Ｄメール実験に備える。

　決行の合図は、携けい帯たい電でん話わでもたらされる手はずとなっていた……。




　　　　☆




　携帯電話に着信があると同時に、着信メロディがなる隙すきも与あたえず私は通話ボタンをプッシュする。それと同時に岡部の決死の覚かく悟ごに満ちた声が聞こえてきた。

「助手よ。決行だっ！」

「了りよう解かいッッ！」

　私は短く答え、同時に橋田にハンドサインを送る。

　手順は指示を受けると同時に橋田が電話レンジ（仮）を起動。すると、放電現象が発生するので、私が続いてメールを送るというものだった。

　私のサインを見て、橋田は即そく座ざに電話レンジ（仮）を起動する。と、同時に荒あれ狂くるう紫し電でんがラボ中を明るく照らし出し──

　そしていきなり止まった。

「あり？」

「……ふぇ？」

　橋田と私が、ほぼ同時に間ま抜ぬけな声を上げる。

「放電……、止まった？」

　橋田は不思議そうな顔をして呟つぶやく。今までに起きたことのない現象だった。

「牧まき瀬せ氏、牧瀬氏。もう、Ｄメールは送った？」

「いいえ、ぎりぎり無理だったわ。……どういうことなんだろう」

　ふたりで顔を見合わせ、首をひねる。

　階下で何か異変でもあったのだろうか？　それとも何か別の原因が？

　そう思い、私はとりあえず電話レンジ（仮）を調べようとそこに近寄った。……と、その瞬しゆん間かん！　再びラボ中を満たす放電現象と激しい震しん動どうが走った!!

「きゃあっっ！」

　ほんの少し前まで私がいた空間を、灼しやく熱ねつの紫電の舌が舐なめ上げる。荒れ狂う電流の竜たつ巻まきが、またもすべてを圧して舞まい上がる！

「い、いきなり……!?」

　だが今度の放電も、私が驚おどろきの言葉を呟き終えるその前にまたも終息してしまった。

　一いつ瞬しゆん前までの騒さわぎが噓うそのように静まりかえる室内。

　私は予想だにしない事態に、思わず肝きもを冷やしていた。しかし同時に、ふつふつと何か滾たぎるものを感じる。

「……面おも白しろいじゃない」

「ま、牧瀬氏、危ないお！」

　橋田が警告の声を上げる。

　危ない。

　確かにそうだ。

　でも、こんな危険ごときにたじろいでいたら、多分あの狂きよう気きのマッドサイエンティストを自じ称しようする男のそばになんていられっこない。

　頼たよりになる時とならない時の落差が激しくて、テンションの上げ下げの激しい岡部と一いつ緒しよにいたいというのなら、彼が落ち込んだ時や困った時にはそれを助けてあげられる人間にならないとダメだ。

　これくらいの放電で……。

　そこまで思った瞬間、再び眼前で稲いな光びかる雷らい光こうがラボ内の大気をなぎ払はらった。私のすぐ鼻先まで轟ごう音おんを発する高圧電流の嵐あらしが吹ふきすさぶ！

「な、な、なんぞ!?」

　いくらなんでも、三度目の放電がこのタイミングで突とつ如じよとして咆ほう哮こうを上げることは予測できなかった。生命の危機を感じる恐きよう怖ふに、思わず逃にげることすらできずに硬こう直ちよくしてしまう。

　幸いにして、電流は私の立っていた場所にまでは達しなかったが、さすがに思わず涙なみだ目めになってしまうくらいには怖かった。

「ほら、だから危ないって言ったっしょ!?」

「う、うん。気をつけるわ……。さすがに怖こわかった」

　この時の私はまだ、こうして味わった恐怖の体験が、電話レンジ（仮）の秘密解明に繫つながるものだとは、まったく想像すらできていなかった……。




　　　　☆




　岡部が頭を押さえながら戻もどってきたのは、不可解な放電現象の中断と再開、その予想外の連続から数分後のことだった。

　そして彼は、扉とびらを開けて開口一番、「リフターを見つけたぞ！」と叫さけんだのだ。

　リフター。

　それはＳＥＲＮが、タイムマシンを機能させるために用いている装置のことである。

　その原理自体も現在はよく分かっていない、ある種の浮ふ遊ゆう装置で、高電圧をかけることで特定の形状に配列されたアルミ製の部品が、推進装置もないのに空中に浮遊するというもののことを指す。

　ある研究者はこれを反重力装置と言い、他ほかのある者は高電圧で周囲の大気がイオン化して下向きのイオン風が発生し、そのイオン風の力で浮遊するイオンクラフトだと主張している。

　私の意見としては反重力装置というのは正直言ってトンデモ科学の領域に入ると思っているが、イオン風説に従うと真空中ではリフターは浮遊しないこととなり、真空であるはずの大型ハドＬロン衝突Ｈ型加速器Ｃ内部ではこれが機能しないことになってしまう。

　──もしかすると、ＳＥＲＮはタイムマシン実験ではＬＨＣ内部を非真空状態にしていたり、タイムマシン制せい御ぎよのためにリフターを使う場合には、リフター本来の機能である浮遊現象を発生させなくてもいいのかも知れないが……。

　また、ＳＥＲＮはリフターをミクロ特異点に電子を注入する目的だけではなく、その重力調整にも用いており、その意味では限定的な反重力装置と言えなくもない点は特筆しておくべき事じ項こうだろう。

　いずれにせよ、詳しよう細さいは不明な装置だがＳＥＲＮがこれをタイムトラベル現象の発生に必要不可欠な要素と判断しており、その理論に従う以上、このラボの何処どこかにもリフターに相当するものが必要であると私たちは考えていた。

　けれど、今までラボの何処にもリフターに相当しそうなものは見当たらず、その全容はまったく不明のままだったのである。

「つまり、偶ぐう然ぜんにも一階の42型ブラウン管が、リフターの代わりとして作用していた。……ゆえに工こう房ぼうが営業中でテレビが付いている時間しか、Ｄメールを送れなかった、か」

　岡部に言われてみるまで、私も橋田も確かにこのラボの〝外〟という要素を除外して考えていたのは確かだ。

　よくよく見取り図を書いてみれば、高さを無視して考えると一階の42型ブラウン管テレビの置かれている場所と、電話レンジ（仮）のある場所はほぼ隣となり合っていると言える。

「……確かに説明がつくわね！」

　私は説明をホワイトボードに書きながら、興奮して言う。

　それに対し、ホワイトボード脇わきのソファでぐったりとしている岡部は、力なく抗こう議ぎの声を上げた。

「おおおお、大声を出すなぁ……。頭に響ひびく」

　頭の上にまゆりが濡ぬらした冷たいタオルを乗せ、ソファに横たわる岡部の様子はいつになく辛つらそうだ。しかし帰ってきてすぐに診しん断だんしたところ、脳や頭ず蓋がい骨こつに問題がないことは分かっている。

「大だい丈じよう夫ぶ～？」

　まゆりが案じるように言う。確かに問題がないとは言え、さすがに痛そうな気配だ。

　思わず、つきっきりで看病したい衝しよう動どうに駆かられるが、それ以上に今はリフターが発見されたことによる好こう奇き心しんの方が勝っている状態だ。

　後、どうせすぐに痛みが引くだろうということを考えると、ここで「看病してあげるから寝ねてなさい」と言い出すのは、いくら何でも不自然な気がする。私は仕方なく、殊こと更さらに素っ気ない態度を取ることにした。

「ミスターブラウンめぇ、暴力に訴うつたえるとはぁ……」

「まあ、自じ業ごう自じ得とくとも言えるけどね」

　私の言葉に反応して岡部は起き上がる。

「実験をしたいといったのは、貴様だろう……。ううぅ、つぅぅぅっっ！」

　しかし、まだ殴なぐられた痕あとが響くのか、岡部は話すと同時に手で頭を押さえてうめく。さすがに心配となってちらりと横目で様子を見るが、腫はれているとかそういう兆候は皆かい無むだった。

　ちょっと弱々しい岡部もいいかもしれない。……いやいや、私は何を言っているんだか!?

　ともあれ、リフターの存在が明らかになったことは大きな前進だ。

　十数分前まで話していた、計画の遅ち延えんなどすっかり吹ふき飛ぶくらいの成果である。逆説的に言えば、ここからは新しい段階に計画を移行させるべきだった。

「とにかく！　これで電話レンジの仕組みは、ほぼ解明できた。となると、次は……」

「物理的タイムトラベルの可能性について考えるべきだろう」

　ガバッと身を起こし、痛みも忘れた様子で岡部は言う。うん、やっぱりこの深い響く声は耳に心地ここちよくて好きだ。

　しかしだからと言って、岡部の言っていることを無制限に受け入れられるはずもない。そもそも、岡部がそう言ってくることは完全に予測済みだった。

「無理」

「一秒で否定するなぁッッ！」

　にべもなく言う私に、いっそ悲痛といえる口調で岡部は返す。

　……否定するなと言われても、事実だからしょうがない。

　誰だれであれ、情報を過去に送れるタイムマシンの次は、自分自身を過去に送れるタイムマシンの開発を望むだろう。ＳＥＲＮだって、明らかにそのために開発を進めている。

　しかし、だ。

「どう工く夫ふうしても、ゲル状になるのがオチよ」

　人間という存在が……、というよりも物質という存在が持つ情報量はとてつもないものなのだ。そもそもゲルバナの時点でさえ、形状が保たれているだけで奇き跡せきに近い。

　ひとつひとつの分子の構成、配分、量。それがどの配置となっているか、どんな形状なのか……。

　私たち人類の科学力は、20世紀にＥ＝[image: ]。つまり、物質（厳密には質量）はエネルギーと等価の存在であり、エネルギーが極限にまで凝ぎよう縮しゆくすることで物質となっているのだということを解き明かしている。

　さらに現在、人類はそのエネルギーがさらに情報というべきものが密度を増すことで誕生するものではないかという理解にまでたどり着きつつある状態だ。

　言うなれば、この世のすべては情報として変へん換かんでき、記述できる。ＳＥＲＮのタイムマシンや電話レンジ（仮）は、偶ぐう然ぜんにもこの原理を利用しており、物質を情報に変換して過去に送り出しているというわけだ。

　そう考えれば、たった１㎎の物質を過去に送るのさえ、困難であることが容易に分かるだろう。その物質が内包するエネルギーはざっと９００億ジュール。大型燃料気化爆ばく弾だんの爆ばく発はつ力に相当するエネルギーだ。

　半径約一キロ内の人間は死傷し、爆ばく心しん地ちから百メートル以内なら堅けん固ごな建物でも破は壊かいされてしまうだろう。それだけのエネルギーが、たった１㎎の物質に内包されているのだ。ちなみに一円玉の重さが１ｇ。エネルギー量は先の例の１０００倍である。

　こうして考えれば、平均体重50㎏から75㎏程度の人間を情報に変換して過去に送るなど、どれだけ無む茶ちやなことかが分かるだろう。

「大体、人間を36バイトなんてデータに……」




　　　　☆




「大体、人間を36バイトなんてデータに……」

　そこまで言ったところで、私はある可能性に気づいた。

「あ！」

　自然、大きく目が見開かれ、わずかに心身が動きを止める。

　……そうだ、どうしてこの可能性に気づかなかったのか!?　怒ど濤とうのように、脳の奥底から〝その可能性〟についてのアイデアが溢あふれ出す！

「ん？」

　岡部と、その場にいたラボの面々が私の様子に疑問の表情を浮うかべる。

　私はその疑問に答えるのももどかしく、まずは開発室の本ほん棚だなの前へと行った。そしてそこから一冊の科学雑誌を取り出して戻もどってくる。

　私が取り出したのは、自分の論文が掲けい載さいされたサイエンシーの２０１０年四月号だ。少々気き恥はずかしいが、表紙は私の写真である。その雑誌を私はみんなにも見えるように談話室のテーブルの上に置く。

「こんなところで自じ慢まんか？」

「あんたに自慢してどうするのよ！」

　岡部が私の置いたサイエンシーに反応して言う。しかし今いま更さら、岡部に自慢するようなことは何もない。私は当然、自分の専門分野では彼に勝っているが、それは彼だって同じことだ。自慢するようなことでもない。

　それに、自慢するなら別のものを持ってくる。

「論文のタイトル、見て……」

　私は一同に促うながすと、全員がテーブルの上の本をのぞき込むようにして見る。そこで私は、そのサイエンシーに掲載されている論文のタイトルを諳そらんじた。

「『側そく頭とう葉ように蓄ちく積せきされた記き憶おくに関する神経パルス信号の解かい析せき』」

　それは私が専門とするテーマ〝記憶〟に関する論文だ。

　ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所では、以前から脳科学の見地からの記憶に関する研究を進めていた。私も研究所に入所後、その研究チームの中に入り、その探究をさらに深めるべく働いたのである。

　そもそも生物の神経は、オンとオフを一定周期で繰くり返すパルス信号というもので情報を伝達している。我々が手を動かすのも、目で見た内容を脳に伝えるのも、ものを考えるのも、すべてこの神経中のパルス信号で行なわれているのだ。

　神経中の活動がすべて神経パルス信号で行なわれているのなら、記憶の蓄積というものにも神経パルス信号が関かかわっていることになる。

　では、この神経パルス信号のパターンを解析することで、記憶というものを神経パルス信号の形でマッピングできるのではないかと私は推測したのだ。

　そして私の推測に感心した教授は、その時に手の空いていたチームを丸ごと私に貸かし与あたえ、記憶に関わる神経パルス信号のパターン解析を行なうように勧すすめてくれたのである。

　結果として、私と私のチームは脳内で行なわれる、〝記憶〟に関する神経パルス信号のパターンをすべて解析することに成功したのだ。

　──これにはすでに成果のあった、ヴィジュアル・リビルディングという神経パルス信号を映像に変換する、あるいはその逆が可能という技術も大きく寄き与よしている。

「日本語でＯＫだよぅ……」

　私の諳んじた論文のタイトルに、まゆりが困ったような顔で応える。

「要するに、人の記憶に関する論文。脳科学専せん攻こうなの……、私」

　まゆりに論文の内容をかみ砕くだいて言い、私は説明を続ける。

「脳の中の記憶は簡単にいうと、パルス信号によって蓄積されていくものなの。一種の電気的なデータ……」

　言いながら、私はさっき書いたホワイトボードの内容を消し、新しい内容を書き綴つづっていく。そこに書き込まれるのは、新しい……、まだ学術の世界では誰だれも考えたことのないはずのタイムトラベルの発想。

　脳科学という見地から、タイムトラベルの可能性にアプローチした内容だ。

　──我ながら興奮して思わず、[image: ]というＡＡまで書き込んでしまったのは、ちょっと失敗かもしれない。

「データ？　……まさか！」

　岡部は私の言っていることを理解したのか、驚おどろきに満ちた声を上げる。この辺りの察しのよさはさすがと言えるだろう。そう、彼の予想したとおりのことを、私はまさに今、ホワイトボードに書き記していた。

「そ、人間を物理的に送ることは到とう底てい、無理だけど……。記憶データだけなら、送ることは可能かもしれない」




　　　　☆




　私がホワイトボードに書き込んだのは、まず脳の記憶を司つかさどる海かい馬ばという場所のＣＡ３という領域から、記憶データを走査するというもの。

　これによって個人の記憶データを神経パルス信号の形で読み取り、これを電気信号へと変換エンコードする。しかる後にその電気信号を、Ｄメールを過去に送るのと同じ要領で電話レンジ（仮）により過去に転送するのだ。

　過去に送られた記憶データは、再び電気信号から神経パルス信号の形へと変換され、脳に送られる。これによって、過去の自分が〝未来の記憶〟を思い出せるようにするのである。

「記憶をデータ化して、Ｄメールと同じ要領で過去に送る。……要は今の自分の頭の中身だけを、過去の自分に移植するわけ」

　書き込みつつ、その内容を口頭でも説明する私。

　その説明とホワイトボードの書き込みを吟ぎん味みしながら、岡部は興奮気味に呟つぶやいた。

「つまり、……過去に自分が戻もどる！」

　当然ながら、記憶というソフトウェアは個人の資質に依い存ぞんするものであるため、おそらくはその記憶の持ち主自身の脳というハードウェアにしか適合しないだろう。また、記憶というのは繊せん細さいなものだから、それが脳に与える影えい響きようも大きい。

　色々と慎しん重ちようになる必要のある要素は多々あるが、それでも基き礎そ理論の段階としては上出来だと我ながら思う。

　ちなみに、過去に送った記憶データは微び弱じやくな電波に乗せる形で解かい凍とうすることを考えている。

　イメージとしては、過去の自分に電話をかけ、電話を受け取った自分が送話器から流れてくる神経パルス信号の乗った微弱電波をこめかみ部分に受けることで、こめかみの奥にある側頭葉に神経パルス信号を送り込み、〝未来の記憶〟を受け取らせるという感じだ。

　同時に〝記憶を思い出す〟という命令を神経パルスに含ふくめておけば、電話の内容を聞いた瞬しゆん間かんに〝未来の記憶〟を思い出せるという寸法である。

「時タイ間ムト旅ラベ行ルというよりは、時間タイム跳躍リープね」

　ただ、メールではなく〝自分〟を過去に送れるという点では、今までよりずっとタイムマシンに近いだろう。

　そこまで言ったところで、岡部は懐ふところから携けい帯たいを取り出す。

　一体、誰に連れん絡らくするんだろうと思っていたら、通話状態となっていない携帯で架か空くうの相手と話すという、いつもの厨ちゆう二に病びようムーブだった。

　……そう言えば、照れ隠かくしとか以外でも感情が高ぶったらやるんだっけ。

「俺だ……、すべての線は一本に繫つながった！　計画はこれより、最終段階に入る」

　彼は立ち上がり、白衣の裾すそをはためかせるようにその手をかざす。かっこいいと思っているんだろうけれど、実際かっこいい。……何を考えてるんだ、私は。

　岡部は意味不明な思考をする私をよそに、宣言するように言う。

「現代を司る女め神がみ……、現在をオペレーシ司る女ヨン・ベル神作戦ダンデイの開始だッッ！」

　とは言え、格好だけで何を言っているのか、さっぱり分からない点は問題である。

「ふえ？」

「……ワケワカメ」

　まゆりも橋田も、呆ぼう然ぜんとしたように呟く。私は何とか助け船を出そうと言った。

「少しはどういうことか、説明しなさいよ」

　その言に反応し、岡部は私の方を見て応えた。

「んなっ、お前の言うタイムリープを採用するといっているのだ！　すぐに、始めるぉ」

　台詞せりふ末まつ尾びを巻き舌で岡部は言う。

　さすがに即そく時じ採用、即時開発開始は予想外だった。

「……って言われても、開発にはいくつか材料が必要よ」

　言いつつも、すでに私は脳内で時間跳躍機、仮か称しよう〝タイムリープマシン〟を開発するために必要な材料と、その開発の問題点をリストアップし始めていた。

　現実的なプランを考え出すと、予想よりも開発のハードルそのものが低いことに思い至る。

「もっとも、側頭葉に蓄ちく積せきされている記き憶おくの信号を読み取ればいいだけだから、秋葉で揃そろうと思うけど……、ただ……」

　考えてみれば、すでに神経パルス信号を読み取る装置自体も、それを電気信号に変換する装置自体も、ありふれているとまでは行かないものの入手困難な電子機器ではない。

　と言うよりも、私の考えている〝タイムリープマシン〟は、あくまでも既き存そん技術を組み合わせて、それを電話レンジ（仮）と組み合わせようという発想のものだ。〝ある工程〟を除けば、その実現はそこまで難しくはない。

　問題はその〝ある工程〟と、……それに加えてもうひとつ。

「ん、どうした？」

　意識しない内に浮うかない顔をしていたのか、岡部が問うてくる。どうやら、不覚にもポーカーフェイスを忘れていたらしい。いや、岡部はこういう時はやたらと勘かんが鋭するどい。

　誰だれかが傷ついているという気配に敏びん感かんなのだろう。

　私は観念して、まず第一の問題である〝ある工程〟については口に出すことにする。

「ひとつは……。電話レンジじゃ、人間の記憶のデータを圧縮するには、力不足の可能性が高いってこと」

　ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所の、私たちのチームが解かい析せきしたところでは、海馬のＣＡ３領域に蓄積されている記憶のデータ量は、軽く３テラバイトを超こえるはずだ。録画用のブルーレイディスクにして四十枚分を超える分量である。

　しかし電話レンジ（仮）で送ることのできるデータ量は、あくまで36バイトまでだ。そこには圧あつ倒とう的な情報量の差があり、これを埋うめるには相当に高度な情報の圧縮技術が必要となる。その技術が今の我々にあるかどうかは、試ためしてみないと分からない。

　少なくとも電話レンジ（仮）単体の機能ではまず不可能だろう。

「それと……」

　そして、もうひとつの問題。

　それは他ほかならぬパパのこと……。

　タイムマシンに執しゆう着ちやくし、タイムマシンのために生きていると言っても過言ではないパパ。タイムマシンのために家族さえ捨てて、正当な科学を研究する研究者としての道すらも捨てたパパのこと。

　もしも……、そのパパが私のこのタイムリープマシンのことを知れば、どう思うだろうか？

　私は思わず、言葉を失い沈ちん黙もくする。

　どう話せばいいのか、見当もつかない。

「……なんだ？」

　沈黙する私に、岡部は問う。

　しかし私はその問いに答えられる言葉を、今の時点ではほんの一言さえ持っていなかった。

　だから、それまでの言葉を打ち消すように眼まな差ざしを伏ふせ、言う。

「あ、いえ。いいわ。今、必要なパーツを書き出すから……」

　言って私は、談話室のテーブルに着き、必要な部品を書き出していく。

　その先に何が待っているのか、それらすべてからひとまず目を背そむけて……。




　　　　☆




「ふぅ……」

　息を、ひとつつく。

　今、ラボには私ひとりだった。まゆりは帰り、岡部と橋田は食事。

　岡部は後で帰ってくるようなことを言っていたが、橋田はその後で帰宅すると言っていた。

　そして……、私の目の前には岡部や橋田が調達してきてくれた、タイムリープマシンを作るための材料が積まれている。

　すべて私が要求したとおり。メモともつき合わせてみたが、欠けているものは今のところ発見できていない。

「これで……、作れちゃうのよね」

　タイムリープマシン。

　記憶のみとはいえ、個人を過去へと跳ちよう躍やくさせることのできる装置。

　送ることで過去を変える可能性を持つＤメールは、あくまでもそれを受け取った人間がどのような振ふる舞まいをするかで、その有用性に様々な難がある。過去の人間に特定の行動を取らせようとしても、それが思った通りに行かないことはロト６の件で判明した通りだ。

　──少なくとも岡部はそう主張しているし、私は彼の主張を信じている。

　しかしタイムリープマシンは、意識や人格こそ送ることはできないものの、少なくともその時点での〝個人の記憶〟すべてを送ることができるはずだ──あくまで完成すれば、だが。

　もしこの装置が想定したとおりのスペックを発揮できるなら、諸もろ々もろのＳＦ小説に登場したタイムマシンと同様に、未来から来た人間が自分の過去を変えるために行動するという現象を引き起こすことができるようになる。

　例えば、私が七年前の誕生日以前の自分の脳に記憶を転写して、現在の私の記憶を持つ十一歳未満の牧瀬紅莉栖になることも可能ということだ。

　そしてそれによって、パパを怒おこらせてしまうような行動を控ひかえて、あの決定的なカタストロフの日が来ないようにすることもできるだろう。

　もちろん、それをするつもりはポリシーとしてない。

　──それに、私とパパの性格上から考えると、あの時点ではどう足あ搔がこうと私がパパを激げき怒どさせてしまう可能性もある。

　ただ、確実にタイムリープマシンは、そうした可能性を現実のものとする装置だ。

　少なくとも現時点において、多くの人々が考えるタイムマシン像に最も近い存在であることは確かだろう。ＳＥＲＮ内部をハッキングした時のレポートの内容から考えて、彼らがここまでの精度と可能性を持つシステムを未いまだ構築できていないことは確かだ。

「作って……いいのかな？」

　目ま蓋ぶたの裏に、パパの姿が浮うかぶ。

　私がここでこのタイムリープマシンを作れるようになったのは、あくまでも複数の偶ぐう然ぜんが重なったために他ならない。私は別にタイムマシンを作るために何か努力してきたわけでもなく、考察こそしたことはあるもののそれは他に動機があったからに過ぎなかった。

　言ってしまえば、私は真しん摯しにタイムマシンと向き合っているわけじゃない。

　その意味で、私のタイムマシンに対する姿勢は不純なのだ。

「どう……、ひいき目に見たって、好きな人の役に立ちたいって理由が精々よね」


　…………………………………………………………。

　…………………………………………………………。

　…………………………………………………………。



「あああああああっっっ！」

　ぼそりと自分で呟つぶやいた言葉に、自分で絶ぜつ叫きようを上げる。

　リフターが見つかって、タイムリープマシンのアイデアを考えついて、パパのことまで考え始めたから気が紛まぎれていたけれど、……そうだった！

「きゃ、客観的に見たら、これって完全に不純じゃないの！　だって、私、岡部のことが好きなんだから、これでタイムリープマシンの研究やってたら、完全に色いろ恋こい沙ざ汰たで研究やってるってことじゃないッッ!!」

　正直に言うと、今までそういう人のことを軽けい蔑べつしていました、はい。

　でも、ごめんなさい。謝る。謝るから許して。

　別にそんなこと（恋れん愛あい）とは無関係に、人は状じよう況きように追い込まれるのだということを、私は初めて実感していた。

「違ちがうの！　違うのよ！　私はどちらかというと好こう奇き心しんと、単に自分のアイデアが何処どこまで現実に通用するものなのかを知りたいだけで、別に岡部が好きだから研究するわけじゃあなくって！　それとは無関係だから、好きとか関係ないから!!」

　私は何処にいる誰だれなのか、まったく分からない相手に向かって、ひたすら弁解を続ける。

「ああ、ごめんなさい。それも違いました。はい、岡部に少しは褒ほめてもらえたらなって思っています。すごいって思って欲しいし、よくやったなって言って欲しいけれど……。でも、それが一番じゃなくって……！」

　えんえん、ラボ内を転げ回るようにして、ただただ弁解の言葉を口にしていた気がする。

　どれくらいの時間、そうしていたかは不明だが、少なくとも気づけばゼーゼーと息が切れるまでやっていたことは確かだ。

「こんなの……、私じゃない」

　何で、私は……こんなに大したことのないことで混乱したり、一いつ喜き一いち憂ゆうしたりする人間になってしまったのだろう。最低でも、一昨日おとといまでの自分はこうではなかったような気がする。

　恋愛感情の自覚による、脳内分ぶん泌ぴつ物質の過か剰じよう化はよく知られている現象だけれど、まさか自分がその渦か中ちゆうに突つき落とされる羽目になろうとは思わなかった。

　むしろ、今まではどちらかというとそこまで理性をなくす人間のことを、精しよう進じんが足りないと思っていたというのに……。

「ダメ……、とりあえず落ち着こう」

　もう一度、ふぅうと長い息をつく。

　私は開発室側ではなく、談話室の窓まど際ぎわの方にあるＰＣに向かい、その電源を入れる。そして＠ちゃんねるにアクセスすると、通つう称しよう〝ＶＩＰ〟と呼ばれる場所へのリンクをクリックした。




　　　　☆




　巨きよ大だい匿とく名めい掲けい示じ板ばん＠ちゃんねるは、アングラな話題から今晩のおかず、嫁よめ姑しゆうとめ問題やアニメ、高度な哲てつ学がく談義まで非常に広こう範はんな話題が話される、極きわめて多数の掲けい示じ板ばんの集合体である。そこに属している掲示板の総数は、私もまったく把は握あくしていない。

　その中でも、〝ＶＩＰ〟はニュース系の掲示板から派生して誕生した雑談系の掲示板だ。＠ちゃんねるの中でもとりわけ多た岐きにわたる話題の取り扱あつかわれる場所で、「専門的なところにまで突っ込まない話題は、まず〝ＶＩＰ〟で」という雰ふん囲い気きがある。

　現在では、＠ちゃんねるを代表する掲示板のひとつとして認にん識しきされており、問題が発生するのも、注目が集まるのも、まずはこの〝ＶＩＰ〟からというケースが増えているのだ。

　──ちなみに、この〝ＶＩＰ〟から派生した掲示板も、＠ちゃんねるの内外を問わず数多くあり、それらのこともまとめて〝ＶＩＰ〟と門外漢から呼ばれる場合もある。

　私自身、＠ちゃんねるを訪おとずれる時はこの〝ＶＩＰ〟を見ていることが多い。何せ、雑多ではあるが話されている話題が先にも述べたように広いからだ。気を紛らわせるにはもってこいで、時には興味をそそられる書き込みがあることも多い。

　この〝ＶＩＰ〟で、ひときわ特とく徴ちよう的なのは、〝安あん価か〟という文化だろう。

　本来は、アンカーというネット用語（厳密にはｗｅｂ用語）から来たもので、アンカーとは「リンクしている」という意味だ。＠ちゃんねるでは、書き込み内に＞＞記号を入れて半角数字を書き込むと、その数字の書き込み番号に自動リンクが張られる仕様になっている。

　このリンク、つまりアンカーの概がい念ねんを用い、ある人が未来の書き込みの番号を入力して、その書き込み番号に記された行動を取る、というのが〝ＶＩＰ〟でいうところの安価だ。

　多くの場合は、そのスレッドを作成した人間──普ふ通つうは１とか、スレ主と呼ばれる──が、メールを送る内容や自分がその場で行なう行動が決められない時に使われる。

　見たことがあるのでは、恋こい人びとへの告白内容や迷めい惑わくな隣りん人じんへの対処、小説を書いたり絵を描かくなどを安価で決めて実行していた。曰いわく「安価は絶対」が原則で、よっぽどでない限り、安価を出しておきながらその通りに行動しないことは、嘲ちよう笑しようの対象となる。

　──他ほかにも「ぬるぽ」と書き込まれたら「ガッ」と返すとか、「くわしく」を「kwsk」と表記するなどの慣習があり、これらは〝ＶＩＰ〟以外でも通用したり、そもそも〝ＶＩＰ〟起源でなかったりする。

　私はＰＣの画面に〝ＶＩＰ〟のスレッド群が表示されたのを見ると、すーと下まで画面を移動させて〝新規スレッド作成〟の場所を表示させた。そして、「研究者だが、好きな人ができてしまった」とタイトルを打ち込み、〝新規スレッド作成〟のボタンをクリックする。


　………………………………………………………………………………………………………。



　本音を言うと、内心では自分でも「何やってるんだ？」と頭を抱かかえている。

　何というか、混乱しすぎてどうしたらいいのか分からない。

　でもこんなことを相談しようにも、相談する相手の見当もつかないのが真情だ。

　研究所の同どう僚りように言えた話ではないし、先せん輩ぱいや教授に話した日には多分、おいおい泣きながら「良かった、君がこのままシングルのままじゃないかとずっと心配してたよ」とお祝いのクラッカーでも鳴らされかねない。

　ママは言語道断だし、友達とはいえどまゆりに話すのはまだ気き恥はずかしい。少なくとももっと色々と気持ちがはっきりしてからにしたい。ましてや漆原さんに話すことはできないし、桐生きりゆうさんにはそもそも話したくない。

　無論、橋田という選せん択たく肢しは最初から皆かい無むだ。

　その結果、ほぼ完かん璧ぺきかつ消極的な消去法で、私は〝ＶＩＰ〟にスレッドを作成したわけであるが、やはりその推移はあまり芳かんばしいものではなかった。匿とく名めい掲けい示じ板ばんという都合上、＠ちゃんねるでは無責任な意見や興味本位な意見の方が先行しがちである。

　今回もそうで、書き込みはその大半が「リア充じゆう、爆ばく発はつしろ」、「とりあえずスペックは？」、「写真うｐ」、「ゆとり乙おつ」、「安価汁しる」、「板違ちがい。恋れん愛あい板行け」などさんざんだ。

　けれど、元々そうした意見が出るのは当然と思っているし、中にはそれなりに親身な意見もある。他人の興味本位かつ、無む報ほう酬しゆうでの善意に頼たよる以上は当然のことだ。今回はそう考えると、どちらかと言えば好意的な意見が多かったように思う。

　さりとて、やはり話せることが多いわけではなく、加えて私自身が告白を控ひかえようと決意していることもあって、スレッドの進み具合は微び妙みようだった。想定通りと言おうか、告白はすべきだとの意見は多い。

「まぁ、当然よね」

　私だって、相談を受けたらそう答えるだろう。

　でも、そのことを考えるたびに漆原さんの顔が浮うかんでしまう。あの顔を曇くもらせるだけの勇気は、今の私にはない。

　最終的に私の作成したスレッドは、〝荒あらし〟と呼ばれる掲示板上で周囲に不快感を与あたえることを目的に行動する人物たちの手で、停止状態に追い込まれることとなった。

　実際には、私のスレッドの存続を望む人々が一定数いたなら、こうした停止状態に追い込まれることもないわけだが、残念ながら私の提供した話題はそこまで人々の耳じ目もくや関心を買えるものではなかったということだ。

　……仕方ない。

　ある程度、心残りがないわけではないが、単に心理的解決に窮きゆうしてスレッドを立てたに過ぎない以上、やむを得ない結末ではあるだろう。

　私は、終わってしまったスレッドにそれ以上、恋れん々れんとするのを止やめて他の掲示板を見に行くことにした。いくつかの掲示板を渡わたり、面おも白しろそうな話題を追っかけていく。いつしか私は、＠ちゃんねるに集中してしまっていた。

「……ぬるぽ」

　耳元でそんな声が聞こえたので、私は慣習的にと言うか、条件反射的に応えた。

「ガッ！」

　これはある程度以上、＠ちゃんねるに親しんだ＠ちゃんねらーともなれば、もはや習性のようなものである。


　………………………………………………………………………………………………………。



「んっ!?」

　ちょ、ちょ、ちょっと待って！

　今まで気づかなかったが、背後に体温がある。そして、今しがた聞こえた低くて深い声は、紛まぎれもなく岡部の声だった！




　　　　☆




　私はマウスとキーボードを操あやつり、とりあえず今見ているスレッドを閉じる。

　そして背後にいる岡部を振ふり返り、抗こう議ぎするように叫さけんだ。

「お、音もなく近づくなんて、反則よ！」

　い、いつからいたの!?

　どこから見てたの!?

　ま、まさかぁぁぁ…………!!

「ふふッ、やはり書き込んでいたのは＠ちゃんねるかぁ」

　見られた！

　見られたぁっ!!

　見られたぁぁぁッッ!?

　油断しすぎた。まさか、こんなミスをするなんて!?

　痛つう恨こんだ。失態だ。バカだ。何てことしてんのよ、私ぃぃぃぃッッッ!!

「ちょっ、これは別にッ！」

　ああ、ダメ……。良い言い訳が全然浮かばない。

　というより弁解のしようがない。

「貴様が生きつ粋すいの＠ちゃんねらーだと気付いたのはぁ、随ずい分ぶん前だ。今いま更さら、隠かくした所で何の意味もない！」

　幸い、様子からして最悪の事態である、作成したスレッドを見られるところまで行ってないようだけれど、本当に痛つう恨こん事じだ。痛すぎる。

　……穴があったら入りたい。なくても掘ほって入りたい。

「……鬱うつだぁぁッ！」

　私にせめてできることは、もはや岡部と目を合わせないことだけだった。

　誰だれかのことを好きだと自覚した翌日に、その人に恋こい心ごころじゃなくて、＠ちゃんねらーだってばれるって、何の罰ばつゲームよ。

　私だって、普ふ通つうの女の子並みには恋こいに憧あこがれたことぐらいあるって言うのに、何よ、何なのよ、これ────!!

「まあ、いい。これからクリスティーナには〝ねらー〟の称しよう号ごうを正式に与える」

「これ以上、変な呼び名を付け足すな！」

　ここぞとばかりに追い打ちを仕し掛かける岡部に、思わずキーボードを叩たたいて抗議する。

　好きになっても、この一いつ旦たん優位になるととことん仕掛けてくる彼の性しよう分ぶんばかりは困りものだ。どう対処していいか分からず、太刀たち打うちができない。

「……っていうか、内ない緒しよにしておいてよ！」

「なぁぜだ？　履り歴れき書に堂々と書けばいいではないか。趣しゆ味み、＠ちゃんねると！　学者が〝ねらー〟となれば、スレのひとつやふたつ立つだろう」

　岡部は冷蔵庫に近付いてそこからドクトルペッパーを取り出しつつ、厨ちゆう二に病びよう的な颯さつ爽そうたるポーズを取って言う。

「立ってどうするっ！」

「なら、〝ＶＩＰ〟で安価を出すことの方がいいというのか？」

　抗こう弁べんする私に、岡部は悠ゆう然ぜんとソファに座りながら問いかける。余よ裕ゆう綽しやく々しやくで足を組む仕草が何とも憎にくらしいというか、かっこいいというか……。

　しかも放つ言葉は、＠ちゃんねらーかそれなり以上にネットスラングにくわしくないと分からない一連の言葉だ。

「くっ、意味が分かる自分が憎いぃぃ」

　私は肩かたを落とし、歯がみしながら絞しぼり出すようにうめいた。

　その後しばし、頭を抱かかえたような状態の私に、岡部はわけの分からない言動をふっかけ、それに呆あきれたような返事で答えるというやりとりが続く。

　そんな応おう酬しゆうの後、岡部は突とつ然ぜん、真面目まじめな表情に戻もどって問うた。

「それで、作業の方はどうなっているのだ？」

「作業？」

　唐とう突とつに言われ、私はその問いにオウム返しに答える。岡部にとってその答えは予想外だったのか、彼はやや苛いら立だったように声を投げかけた。

「タイムリープだ！　パーツはすべて買ってきたぞ！」

　言われて初めて、ようやく私はこの間かん、その一件が頭から抜ぬけていたことに気づいた。

　昔はパパに関する事こと柄がらが頭から抜けるなんて、片時もなかったことだ。もしかしていつの間にか、パパのこと以上に岡部のことに気が向くようになっていたのだろうか？

　とは言え、パパとタイムリープマシンのことを忘れさせてくれたのが岡部であるなら、それを思い出させたのも岡部だった。

「ああ、そうよね。作るべきよね。……ここまで来たんだから」

　自分でも分かる、煮にえ切らない口調。

　そうだ、作るべきなのだ。

　いや、単純に好こう奇き心しんで言えば作りたい。

　自分の理論が正しいかどうかを確かめたい。

　でもそれ以上に、私の中には私の行ないに制限をかける要素があった。

「ん、どういうことだ？　怖こわくなったのか」

　岡部は当然の疑問を投げかける。

　しかし、その問いを放つ時、彼は私の目を見ないように視線を外してくれた。私が萎い縮しゆくしている、と気づいたからだろう。

「それもある。……もし本当に出来てしまったら、どうなるんだろうって」

　言葉に詰つまる。

　岡部と話していて、これほど歯切れの悪い物言いをしたのは、初めてではないだろうか？　電話レンジ（仮）がタイムマシンであることを否定して、ラボには戻らないとごねていた時も、ここまでではなかった気がする。

「けど、それより……」

「……なんだ？」

　あまりに不得要領な言動に、岡部の口調が再び苛立つ。

　それでも、岡部は努めてこちらを見ずに、視線を手にしたドクトルペッパーの成分表に向けていた。この状態で岡部に見つめられていたら、それこそ私からは一言も出ないと気づいているのだろう。

「……話しておくべきね。どうせ、こっちも半分はばれているみたいだし」

　意を決して、岡部に打ち明けようと口を開く。

　しかし、わななく唇くちびるはその話題を言葉にしようとすると、どうしても上手うまく動かない。

　一歩、二歩と足を動かし、姿勢を変え、岡部に背を向けてみてもそれは変わらなかった。

　それは羞しゆう恥ちなのか。

　それとも恐きよう怖ふなのか。

　はたまたそれとはまた別の感情であるのか。

　いずれにせよ、今から行なおうとする行こう為いが、自分のトラウマに触ふれる行為であることは間ま違ちがいない。それには勇気と、それ以上に踏ふん切りが必要だった。

「やっぱり……、ここじゃ無理。あんたの顔が見えないとこにして」

　いくら、岡部が直接こちらを見ないようにしてくれても、それだけでは不十分だった。私自身が背を向けていても、それは同様だ。

　今から私が行なう行為は、いわば教会での告解に等しい。

　神父が罪の告白を聞き、それを許す時のように。

　闇やみの中、ただ声だけが聞こえる環かん境きようで話がしたいと、私は岡部に訴うつたえる。

　……岡部は、無言でただ、うなずいた。




　　　　☆




　すでに秋葉原の街は黄昏たそがれ時を過ぎ、夜のとばりは天を覆おおい尽つくしていた。

　私たちふたりが向かったのは、岡部がジョン・タイターからメールをもらった日の夜に訪おとずれた、あの公園。あの日と同じく空に星の光はないが、代わりに渦うずを巻くような分厚い雲の群れの向こうに、煌こう々こうたる満月が輝かがやいている。

　月は、まるで天上からすべてを睥へい睨げいするように私たちを見下ろし、その様子は裁きを与あたえる神のようにも思えた。そこまで確たる信しん仰こうのない私でさえ、その威い容ようには畏い敬けいめいたものを感じずにはいられない。

　そんな気分になるのは、これから行なう告白のせいだろうか？　私は何故なぜか、岡部に自分の罪を吐と露ろするような気分になっていた。いや、もしかすると私は、やはり罪の意識を強く感じているのかもしれない。

　公園に置かれている遊具──その滑すべり台の上に私は座り、岡部はその下で私に背を向ける。たとえ闇の中でも、岡部を直接その視界に収めて話す勇気は、まだ私にはなかった。

「私……。父親との間に、ちょっと問題抱かかえているの」

　ぽつりと、私は呟つぶやく。

「では、アーカンソーで雷かみなりに打たれ！　クリスティーナの父がダークサイドに落ちたというのは………」

　それに対して、岡部はわざと仰ぎよう々ぎようしく、殊こと更さらに厨ちゆう二に病びようのテイストを交えて言葉を返そうとした。いや、今回はわざとじゃなくて、重い空気を耐たえがたく思う無意識の行動かもしれない。いずれにせよ、さすがにその雰ふん囲い気きの中で言を続けることは、私には無理だ。

　だから、自分でも思わずきつい言葉が出てしまう。

「茶ちや化かすなら、もう話さない！」

　話を聞いてくれるという岡部に対する態度としては、正直あまり褒ほめられたものではない。でも、私もこれを話すので一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいなのだ。

「分ぁかった。聞かせてもらおう」

　やや諦あきらめの込もった口調で岡部は言う。しかし、そこにある不快の響ひびきは分かった。

　私はそのことに安心し、話し始める。

「簡単にいうと、父に嫌きらわれているの。ううん、憎にくまれてる。しかも娘むすめじゃなく、科学者として。ライバルとして……」

　それは、本音をいえば認めたくない事こと柄がらだった。

　自分が誰だれかに嫌われている。

　憎まれている。

　それらの事実を、目を背そむけずに受け止められる人間は少ない。そして私はその意味では、どう足あ搔がいても多数派に属していた。正直、今だって逃にげ出したいし、こんなことを言いたくはないのだ。

　でも、言わずに前に進むことはもっと無理なことだった。

「私の父は、物理学者だったの。私は小さな頃ころから、父の難しい物理学の話を聞くのが好きだった」

　パパが大好きだった。

　パパと同じ場所にいたかった。

　だから、パパのことを少しでも理解したいと思って、物理学の本を読みあさった。

　──それが、逆の結果を招くとも知らずに。

「おかげで、小学校の高学年ぐらいで、父の論文が理解出来るようになったわ……」

　私は滑り台の下にいる岡部に話しかけながら、月を見る。

　雲の玉座に埋うもれるようにして、月もまた私たちを見つめていた。

「そして、自分で論文を書いたり、賞をもらえるようになった。でも、賞なんてどうでも良かった」

　そう、私が欲しかったのは、そんなものじゃない。

　そんなものが欲しくて、勉強を重ねたわけじゃない。

「私は父と議論が出来るのが楽しかった。メールでいくつも論文をかわして、議論を深めて……」

　よく覚えている。

　パパから教わったのだ、論文を送った証明として記録を残すために、メールを使うんだぞ、と。だから同じ家に住んでいても、私はパパにメールを送って論文を見てもらった。

　時にはパパが学会で出張することもあったから、余計にその方が都合が良かったのだ。

　あの時期、私とパパの関係は最も良好な時期だった。

　ううん、その後を考えると実はそうじゃなかったのかもしれない。私がそう思い込んでいただけかもしれない。でも、パパがあの時はまだ笑ってくれていたことは確かだ。

「でも……、いつしか父は、私の相手をしなくなった。議論を楽しんでいる間に、私は論破していたの。父の誤りを指し摘てきし、父のプライドを……知らずに傷つけていた」

　……私は、それに気づけないぐらいに子供だった。

　パパと一いつ緒しよにいるために物理学を学んで、パパと一緒にいたいから議論をしていたのに、いつしか私はパパを見るのではなく、論文だけを見て議論するようになってしまっていたのだ。

　もし、私があの時、論文ではなくパパを見て議論ができていたら、あんなことにならなかったのかもと思う。

　そんなに長く話していたわけではないのに、いつのまにか足の関節が強こわばっていた。気づくと、手も指の関節が白くなるくらい握にぎりしめられている。緊きん張ちようのあまり、全身に力が入りすぎるくらい入りすぎていたようだ。

「ん……」

　身体からだの緊張をほぐすため、滑すべり台の手すりに手をかけて立ち上がる。このままだと、身体の強ばりが舌にまで及およんで、話せなくなるような気がしたからだ。もちろん、現実にはそんなことはあり得ないのだけれど、どうしてもそんな気分になってしまっていた。

「父は、母に当たるようになった。自信を失って、次し第だいに学会から見放されていった。最後に会った時に、父は……私にこう言ったの。私を哀あわれんでいるのか？　蔑さげすんでいるのか？　娘の分際でって……」




　　　　☆




「……………」

　血を吐はくような言葉。

　それを、岡部は無言のまま受け止めてくれていた。

　静かに。ただ、静かに。

　私は、滑り台を滑るのではなく、階段側からゆっくりと降り始める。矛む盾じゆんしているのだけれど、岡部のもっとそばにいたくなったのだ。

　彼の顔を見ていられないと背を向け、顔を見られたくないと夜の公園にまで彼を連れ出しておきながら……、なんて我が儘ままなんだろうと自分で思う。

　でも、顔を見られたくないのも、顔を見たくないのも偽いつわらざる本心であるように、今彼のそばにいたいと思うのも、同じく偽らざる本心だ。

「タイムリープ出来る装置を私が作ったと知ったら、父は間ま違ちがいなく怒いかり狂くるうと思う。……今まで以上に」

　それでも、岡部の姿が見える場所にまでは行くことができず、私は滑り台の階段の下か端たんで腰こしを下ろした。そこでうつむいた私に、岡部が深い、あのよく響ひびく声で問う。

「それで……、作るのをためらっていたのか？」

　納なつ得とくしたような、確かく認にんするような、それ以上に私のことを案じる声こわ音ねが宿る問いかけ。そんな優やさしい問いの言葉に、私はわざと気づかないふりをして答える。

　それは私の真情であると同時に、私が今まで築いてきた〝牧瀬紅莉栖〟というペルソナの発する言葉。虚きよ実じつどちらでもある私の本音。

「でも、心配しないで。どうせ作るから。あんたが言うように、私は実験大好きだから。何かを見つけたら確かめずにはいられない」

　私はうつむいていた顔を上げる。

　以前にもいったけれど、人間は下を向けば自然と気持ちが鎮ちん静せいするようにできている。変に下を向いてばかりでいると、気分が落ち込むのはそういうことだ。でも、今はそうであるべきではなかった。空元気でも、上を見て前に進む決断をすべき時だった。

　通り過ぎる雲が、繰くり返し月を覆おおい隠かくし、またあらわにする。まるで刻ときの光こう陰いんのように。

　その繰り返しを見つめながら私は言い、さらなる勇気を出して再度立ち上がる。

「父がそうだったように……」

　ゆっくり、岡部に近づく。

　滑り台の前で、並んで立つようにしながら、離はなれていてもその体温と気配を感じる距きよ離りで。

「父と私が過ごした時間が、そうだったように……」

　月はもはや、雲間に隠れてはいない。

　私がその心を隠さずさらけ出したように、煌こう々こうたる満月もまたその姿を完全に見せていた。

　その月を、私と岡部はしばし無言で見つめる。

　不思議と、心の中は穏おだやかだった。

　もっと醜しゆう態たいをさらすと思っていたのに、想像よりも遥はるかに気負いなく話せた気がする。緊張は確かにしたし、その緊張の度合いそのものは強いものだったけれど、取り乱さずに話せたことは確かだった。

　……だが、そこで不意に鉄の板を叩たたく靴くつ音おとが響く。

　岡部が一気に滑り台の上に駆かけ上がったのだ。そして宣言するように手を振ふりかざし、まさしくフィクションのマッドサイエンティストのように叫さけんだ。

「ならばっ、すぐに！　現在をオペレーシ司る女ヨン・ベル神作戦ダンデイに取りかかる！　もたもたしている暇ひまはない！　機関は、すぐそこに迫せまっているのだからっ！」

　私はその厨ちゆう二に病びよう的な様子に、肩かたをすくめて息をつく。

「……結局、それ？」

　岡部のそれが現実の状じよう況きように対処するためのペルソナとは分かっていても、やはり食傷気味な瞬しゆん間かんは多々ある。今がまさにそうだった。

「当たり前だ！　俺は鳳ほう凰おう院いん凶きよう真ま！　世界の構造を変革する使命がある！」

「ハァ……、話すんじゃなかった」

　やはり、私の話した内容は岡部のキャパシティを超こえていたのだろうか？　そうでなければ、岡部が厨二病的な言動に出る可能性は低い。

　彼が厨二病的な行動に出る時は、総じてテンパった時か困った時、恥はずかしい時や照れた時などの感情が高ぶった時か、さもなければ誰だれかを守ろうとする時などの自分の平生以上のスペックを必要とした時だ。

　ここで厨二病的な言動に彼が出るということは、私の告白は彼に受け止めてもらえなかったということなのだろう。

　仕方ない。

　……そう、私は次の言葉を聞くまで思っていた。

「それと同時に、和解にも行く」

　やや消しよう沈ちんしていた私は、その言葉に岡部を振り返る。

　彼はさっきまでの私のように、滑すべり台の上で月を見つめていた。

「父親は今、どこにいる？」

「えっ？　あ、青森だけど……」

　そして私は気づいた。

　岡部が、「あんたの顔が見えないとこにして」といった私の言葉を、律りち儀ぎに守ってくれているのだということに。

　けれどその上で、私は岡部の言葉の意図を量りかねていた。一体、どういうつもりで〝和解〟と口にしたり、パパの居場所を聞いたりしたのか……。

　さっさとパパと仲直りしろということまでは分からないでもないのだけれど、この物言いは単にそれだけではない。

「行くとなれば資金の問題もある。時期が決まったら、早めに声をかけてくれ」
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「行くとなれば資金の問題もある。時期が決まったら、早めに声をかけてくれ」

　私が彼の意図に気づいたのは、ようやくその言葉を聞いてからのことだった。

　岡部はつまり、私にパパと和解するように勧すすめ、しかもその席に自身も同席すると言っているのだ。

「……って、まさか一いつ緒しよに来るつもりか!?」

　確かに岡部とパパを会わせたいとは思っているし、パパと会う時に一緒にいてもらいたいと思い始めてもいた。でも、それをこうして岡部の口から聞くことになろうとは、夢にも思っていなかったのだ。

「当たり前だ！」

　そこでようやく岡部は私を振り返る。

　しかし、その目は陶とう酔すいするように閉じていて、私には向けられていない。彼はまだ、律儀にも私を直視しないようにしてくれているのだ。そしてそれを、厨二病で糊こ塗とするために緩ゆるやかに手を振り、演説しているようなポーズを取る。

　おそらく半ば意図的、半ば自然の行動だろう。

　けれどそれが私を気き遣づかってくれる気持ちから出たものであることは歴然としていた。

　つまり彼の厨二病的言動は、私の告白を受け止めきれないから出たものではない。むしろ受け止め、その先を考えてくれたからこそのものだったのだ。

「お前には我が野望のため、最高の精神状態で働いてもらわねばならん！　この鳳凰院凶真が一緒に行って、その場の空気を読んだ見事な話題を提供しぃ、父娘おやこのわだかまりを解消してやる!!」

　思わず、自分の身体からだの力が抜ぬけるのを感じる。

　どうやら緊きん張ちようが一気にほぐれたようだ。反動でへたり込みそうになるのを何とか抑おさえ、さっきまで座っていた滑り台の階段のところに腰こしを下ろす。

　……今ほど、誰かの優やさしさを感じたのは初めてだった。いや、岡部はずっとコノ優しさを注いでくれていたのだろうか？

　少なくとも今の岡部の眼まな差ざしが、あの慈いつくしみといたわりに満ちたそれであることは確かだ。たとえ直接見えはしなくても、その声こわ音ねと漂ただよってくる雰ふん囲い気きがそうであると語っている。

　思わず、涙なみだがこぼれそうになった。

「……なに、それ。あんた自じ称しようマッドサイエンティストでしょ？　空気読んでどうするのよ」

　涙なみだ声ごえにならないよう、軽口を装よそおって言う。

　多分、目を開けたらうれしさで涙がこぼれるから、目は閉じたまま。

　一いつ旦たん、きつく目を閉じて、涙がそれ以上は出ないようにする。すると、岡部がそこでばつが悪そうにぼやいた。

「それは……、だな」

　私は、その岡部の様子がおかしくて、嬉うれしくて、くすりと笑えみを漏もらした。

　それに岡部は憮ぶ然ぜんと反応する。

「なぜ笑う？」

「あんたって、たまにいいヤツだから困るよね」

　たまにじゃない。

　いつもだ。

　でも、それは言わない。言えば多分、岡部はまた照れ隠かくしに厨ちゆう二に病びようムーブを始めるし、そこで勝ち誇ほこられるのもちょっと嫌いやだったから。

「俺の偉い大だいさが分かったら、作業に戻もどれ」

　目は合わさない。

　触ふれ合ってもいない。

　でも、心は寄り添そっている気がした。

　……やっぱり、私は彼が好きだ。こんな、優しい岡部が好きだ。

「はいはい」

　岡部を真似まねるわけではないけれど、私もあえて殊こと更さらにおどけた口調で返す。

　……少なくとも、今の私と岡部の距きよ離りはこれくらいが適当ということだ。

　私は足に力が入るようになったのを確かく認にんすると、わずかに勢いをつけて立ち上がる。

　そして滑すべり台の上にいる岡部に背を向けたまま、今度は私が宣言するように言った。

「言っとくけど、もう決定だから。……無む理り矢や理りでも連れていくからな！」

「ふっ、望むところだ…………」

　その宣言に、岡部は短く応える。その声には、やっぱり優しさの響ひびきが宿っていた。
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「ふぅ……、さすがに難物ね」

　私がタイムリープマシンの開発に取りかかって、約一昼夜が過ぎた。

　正確には、昨夜はホテルに帰って眠ねむったので、実時間で十二時間ほどだろうか？

　如何いかに電話レンジ（仮）という土台があっても、やはりまったく新しいものを作り出すのは簡単なことではない。

　それでも、純じゆん粋すいに機械的な部分については橋田が大分手伝ってくれたので、かなり助かってはいる。

　もっとも、彼もヴィジュアル・リビルディング技術の応用による神経パルス信号の読み取り／変へん換かんの部分については門外漢なので、この辺りについては私がやらざるを得なかった。

　──その上で、彼はほぼ一日でそれらの技術を扱あつかう術を体得してしまったので、もしもタイムリープマシンを量産するようなことがあれば、二号機からは彼がひとりで組み立ててしまえることだろう。

　その橋田も、数日後に始まるという夏の大きなイベントの準備があるというので、今日はもう帰ってしまった。

　……そう、帰ってしまったのだ。

　ちらり、と背後を窺うかがう。

　岡部がいる。

　他ほかには誰だれもいない。

　今日は漆原さんも最初から来ていないし、桐生さんはそもそもこの間かんは全然その姿を見せていない。名前しか知らないフェイリスさんも当然いないし、まゆりは夕方から来るという話を昼頃ごろに岡部から聞いている。

　つ、つまり、ふたりきりなのだ。

　……。

　…………。

　………………。

　な、なので、正直にいうと色々ととっちらかっている。どちらかというと、〝難物〟なのはタイムリープマシンよりも、むしろこの〝ふたりきりだ〟という、この状じよう況きようの方なのかもしれない。

　幸い、熱中している間は問題なく手も頭も動くのだが、水分補給などで談話室に行って、そこでソファに座って本など読んでいる岡部を見ると、どうしても意識してしまう。

　上側からのぞく白衣とＴシャツの際きわの鎖さ骨こつとか、暑くて額や首筋に浮ういた汗あせの珠たまとか、意外に大きな手とか、節くれ立った指とか、組んでいる足を組み替かえる時の仕草とか、本を読んでいる時の真しん剣けんな眼差しとか……。

　明確に自分が岡部の一挙一動に反応しているのが分かる。

　そもそもタイムリープマシン開発の作業に没ぼつ頭とうしていない時に限っていうと、どうやら私は一分間に最低五回以上の割合で岡部の様子を窺っているようだ──途と中ちゆうで我ながら不ふ審しんに思って携けい帯たいの動画撮さつ影えい機能で確かめてみた結果である。

　どれだけ頭が煮にえてるんだか、私は……。

「私って、ダメになってるのかな……？」

　ぽつりと呟つぶやく。

　心底思うが、自分がここまでゆだるとは思わなかった。

　今までの人生で、男性を意識したことがないとはいわないけれど、岡部は別格だ。こんな状態になった経験は未いまだ皆かい無むだし、姿を見るどころか相手のことを考えるだけでドキドキするなんて、自分にはあり得ない現象とすら思ってきた。

　それがこうである。

　情けないやら、舞まい上がるやら……。

　ふと、気づけばまた視線が岡部に吸い寄せられていた。

　彼はどうやら買ってきていたらしいコンビニのプリンを食べている。

　……私も買い置きしておいたプリン、食べるかな。脳に糖分が足りなくなっている気がするし、ついでに休きゆう憩けいしよう。

　そう決断すると、私は作業を一時中断することにした。

　糖分が足りない状態ではクリアーな思考は得られないし、休憩は作業能率を落とさないためにも必要だ。能率が落ちれば最終的な作業工程がいたずらに延び、結局は無む駄だな時間を過ごしてしまうことになる。

　それに、だ。

　プリンを食べるという名目で休憩すれば、岡部のそばに座っても何の問題もない。

　自然だ。

　岡部もそれを合理的な判断と受け入れて、隣となりに私が座ることに異を唱えはしないだろう。

　我ながらいい判断と思い、上じよう機き嫌げんで冷蔵庫の前に向かう。そしてその中にある買い置きのプリンを手に取ろうと……、するのだが……、あれ？　ない。

　冷蔵庫の中に、確かにプリンを入れておいたはずだったのだが、それが見当たらないのだ。まゆりが場所を移したのかな？　冷蔵庫内を見回しつつ、先にプリンを食べている岡部に尋たずねてみる。

「岡部ぇ、私のプリン知らない？　冷蔵庫の中に入れておいたんだけれど」

「……知らんぞ」

　岡部から即そく答とうが返る。

　……おかしいなぁ？

　見回しても、やはり冷蔵庫内には影かげも形もない。

　これ以上、冷気が流れ出さないようにと、私は一いつ旦たん、冷蔵庫の扉とびらを閉める。岡部を見ると、どうやらたった今、プリンの最後の一口を口に運んだところらしい。

　並んで一いつ緒しよに食べたかったような気もするけれど、そこは仕方ない。隣に座るというプラン自体がご破算になったわけではないのだから。

　……と、そこで談話室のテーブルの上に、コンビニプリンの蓋ふたが置かれているのが見えた。『MEGAMILK　クリーム＆プリン』。百円もしないプリンだが、もっちりとして弾だん力りよくのあるプリンがとろみと濃のう厚こう感のあるクリームと絡からまった良品である。

　そして、その商品名が書かれたところに、マジックで〝牧瀬〟と書かれていた。その字は、私が自分の買ってきたプリンと他の人の買い置きを区別するために書き込んだ名前だった。

　それを見た瞬しゆん間かん、私は自分の額に血管が浮くのを感じる。

「岡部ぇぇぇぇぇぇぇッッッ!!」

　たかがプリン、されどプリン。気づけば私は、怒ど鳴なり声を張り上げていた。
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「ここ、見なさいよ！　ちゃんと書いてあるでしょ、〝牧瀬〟って!?」

　私は手にプリンの蓋を持って、マジックで書かれた〝牧瀬〟の字を強調するようにして言う。それに対して、岡部は手にしたスプーンを揺ゆらしながら言を返す。

「〝牧瀬プリン〟と読めるではないかぁ！　〝森もり永ながさん家ちのプリン〟も、〝小こ岩いわ井いさん家のプリン〟も同じだろう？」

「屁へ理り屈くつを言うな！」

　わけの分からない理り屈くつを言う岡部に、私は声を張り上げる。

　私が怒おこっているのは彼が私の楽しみにしていたプリンを食べたためではない。

　欲しければ、そう言ってくれればいくらでもあげたというのに、黙だまって食べられたことが何だか許せなかったのだ。

「大体、牧瀬とは何者だ？」

「私の名前だっ！」

　岡部は怒鳴る私に、馬ば耳じ東とう風ふうといった表情で答える。

「クリスティーナ牧瀬かぁ。……だったら、素す直なおに〝クリスティーナ〟と書いておけば、うっかり無駄なカロリーを摂せつ取しゆせずに済んだものを」

　その間、彼は手にしたスプーンを弄もてあそび続けていた。くるくる回したり、唇くちびるに当てたり、指で撫なでさすったり……。

　それを見て私は気づく。

　彼が弄んでいるスプーンは、私がラボに持ち込んだマイスプーンだった。

「人のものを勝手に食べておいて……!?　大体、それ！　私のスプーンでしょ。勝手に使わないでよ!!」

　旅行の時さえ持ち歩くマイスプーンを岡部に弄ばれていると、何だか自分がそうやっていじくられているような奇き妙みような感覚を覚える。わけの分からない気き恥はずかしさに、私はより一層、声を大きくして吠ほえる。

「貴様も、ラボのフォークを勝手に使っているではないくぁ！」

　そうやって言い争っていると、不意にラボの扉が開く音がした。

　よたよたと両手に大荷物を持って、まゆりがラボの中に入ってくる。その様子に、怒鳴り合いの最中だったことも忘れ、私は彼女に問う。

「どうしたのこれ？」

　軽く見積もっても、相当な重さがありそうだった。まゆりはにこやかな表情で答える。

「コスの材料と、まゆしぃのお泊とまりセットだよ～」

「お泊まり？」

　まゆりがイベント用のコス──コスプレという、アニメやゲームのキャラクターに仮装するための衣い装しようを、夕方からラボにやって来て作るというのは聞いていた。でも、宿しゆく泊はくするという話までは聞いていなかったので、私はオウム返しに聞き返す。

「うん。コミマ用のコスを作るのです」

　私はコスプレにはくわしくないので、その衣装を作るのにどれだけの手間がかかるものか、よく分かっていなかった。どうやらまゆりは、今晩はほぼ徹てつ夜やで衣装を作るつもりらしい。

　──持ち込まれた荷物の量から考えると、そもそも複数人の衣装を同時に作るのかもしれない。それならば、徹夜も納なつ得とくのいくことだった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの……。ご両親は？」

「ちゃんと言ってきたよぉ。クリスちゃんもお泊まりでしょ？　電話レンジの改良で」

　にこやかな──見ているだけで人を幸せにするような満面の笑え顔がおでまゆりは言う。

　逆に私は、彼女に指し摘てきされて少々戸と惑まどっていた。

　言われてみれば、特に意識していなかったけれど、このまま作業が続けばそうなるのは確かだった。

「ふぇっ？　そうね。そうしようかと思っていたけど……」

　やや当とう惑わくの色を含ふくみつつ、私は言う。

　その上で次の瞬間、私はここで岡部に釘くぎを刺さしておこうと、少しだけとげのある口調で指摘をすることにした。私の前ではしらばっくれた調子になれても、大切にしているまゆりの前では無理だろうとの意地悪な計算の上である。

「ただ、ここに泊まると気が滅め入いるのよね。鳳凰院なんとかさんが勝手に人のプリンを食べるから」

「んん？　鳳凰院凶真だ！　名前ぐらい覚えろ！」

　けれど、どうやら別のところを刺し激げきしてしまったらしい。予想とはかすかに違ちがう切れ方をされてしまう。

「あんたに言われたくない！　つーか、プリンの方はスルーかぁっ!?」

　そこで、まゆりは珍めずらしいやや呆あきれたような、困ったような顔で呟つぶやいた。

「帰った方がいいかなぁ？」

　思わず、私と岡部、両方の動きが止まる。

「ふぇっ？　あ、ああ、私は泊まってもいいけど……」

　何故なぜか、口から心臓が飛び出すくらい、びっくりした。

　まるでホームドラマに登場する、浮うわ気きを咎とがめられた不誠実な男性が言い訳するような気分で、場を取り繕つくろうように私は言う。

　何だか、私が岡部に釘を刺すつもりが、まゆりに私が釘を刺された気がする。

「……だとしたら、岡部は出ていった方がいいわね！」

　これから、女の子ふたりが泊まろうとする場に、男性がひとり。

　この状じよう況きようはあまり宜よろしくない。そう、判断しての発言だった。

「ん、なんだとぅ!?　 俺にとってラボは魂たましいの住すみ処か！　出ていくなど!!」

　抗こう弁べんする岡部に、追及する私。

　結局、すったもんだの末、岡部に買い出しに出てもらうことを条件として、三人でラボに泊まることとなったのであった……。
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　岡部が出かけて少しして、まゆりがぱたぱたと手で自分を扇あおぎながら言った。

「う～、ベタベタするのです。……クリスちゃんは大丈夫？」

　尋たずねられ、私はきょとんとした表情で返す。

「大丈夫って……、何が？」

「お風ふ呂ろのことなのです」

　まゆりに問われたことで、私は改めて「そういえば……」と思い返す。

　今は八月。そしてこのラボには、クーラーのクの字もない。じっとしていても汗あせをかく季節で、風通しもさしてよくない屋内と来ては、当然ながら一日の終わりには汗だくだ。

　実際、アルコールを含んだ市し販はんのウェットティッシュで手足や気持ちの悪くなっていた場所を拭ふきはしたものの、やはりさっぱりしたとは言いがたい。

「そうはいっても、お風呂って……銭湯とか？」

　本心をいえば、お風呂には入りたい。まゆりがお風呂に入るため、近きん隣りんの銭湯に行くというのなら、それにつき合おうかと思った。

「違うよ～。シャワーのこと」

「シャワー？」

　私は小首をかしげる。

　何のことだか、本気でよく分かっていなかったのだ。

「ほら～」

　まゆりは言って、談話室の奥を指さす。開発室とは別の方向。窓の対称の位置にあるアコーデオンカーテンの向こうだ。

　そこまでされてようやく、私はまゆりの意図を理解した。

　確かにシャワーだ。今の今まで忘れていた……、というよりも意識に上のぼっていなかったのだが、ラボにシャワールームがあることは、ほぼ最初にまゆりから教えてもらっている。

「えっ、あの……、まゆり？」

　でも、こんなラボのど真ん中、それも開ければすぐに中まで見えてしまいそうな場所にあるシャワールームだ。おまけに岡部も橋田もラボメンとしている以上、女の子がここでシャワーを浴びるのは危険だと言った覚えがある。

「以前、ここでシャワーは浴びないでって言ったでしょう？　危険よ」

「え～、危険ってそんなことないよ～。オカリンもダルくんもそんなことしないのです」

　どうやら、少なくともまゆりは私が何故、危険と言っているか理解できていないわけではないらしい。その上で、ラボの男性陣じんを信しん頼らいしているから、問題など起きないとまゆりは言っているのだ。

　確かにその信頼は尊いものだし、私自身も彼らのことをよく知った今となっては、別の方面──覇は気きとか、無む謀ぼうさの側面──から彼らがそんなことのできそうにない人物たちであると理解してはいる。

　でもそれとこれは別だ。過あやまちが起きてからでは遅おそいのだから。

「でもね、クリスちゃん。今日はとても暑かったから、まゆしぃはシャワーを浴びたいのです。クリスちゃんは違ちがう？」

「ふぇ？　……う、う～ん。そりゃ、浴びたいけれど」

　まゆりはまっすぐに私の目を見て、問いかけてくる。こういう時のまゆりは、全然ぶれないからちょっと頭が上がらない。

「それに、オカリンは今出かけたところだから、帰って来る前に浴びちゃって、上がっておけばいいんじゃないかな？」

　それはもっともな提案だった。

　岡部はついさっき出かけたところだし、買い物をしてくるとなればそこそこの時間もかかるだろう。その間にパパッとシャワーを浴びてしまうなら、特に問題もないような気はする。

「うーん、確かにそうか……。それなら、まゆり。ふたりで一いつ緒しよに入っちゃいましょう。その方が早く終わらせられるしね」




　　　　☆




「ふたりで一緒に入っちゃいましょう。その方が早く終わらせられるしね」

「うん！」

　私の言葉に、まゆりは嬉うれしそうにうなずく。

　そして、シャワーを浴びるための、細々とした準備を始めた。

　その脇わきで私は念のため、岡部が早めに買い物を切り上げて帰ってこないよう、買ってきて欲しいものをメールしておくことにする。

　途と中ちゆうまでメールを打ち込んだところで、私はふと気づいてそれまでに打ち込んでいた文面を消去した。

「もっと、岡部に自分が何をしたかを思い知ってもらう文面にしないとね」

　私はしばし考え、メールのタイトルをそもそも〝補ほ償しようと謝罪要求する〟に変へん更こうする。これで彼が己おのれの罪を自覚してくれるとは思わないが、それでも私が怒おこっているということさえ伝わればいいだろう。

　そして主題である、買ってきて欲しい商品とその数を指定する。今回は〝食べた罰ばつとしてプリンをふたつ要求する〟と書き添そえた。いくらなんでも、これでプリンを買い忘れて帰って来ることはあるまい。

　私はそこまで書いたところで満足し、再び送信ボタンを押そうとする。しかしそのタイミングで、ちょうど別のメールが着信したのだ。

「あれ、何だろ……このメール？」

　それまでに書いていたメールを、書きかけの状態で一時保存して、たった今来たメールを確かく認にんする。そのメールは、旅行代理店からのものだった。

　こちらに逆留学の形で帰って来る時に、チケットの手配などでお世話になったお店である。岡部の言ってくれた、パパに会いに青森へ行くためのプランを練る際、どのルートを使うのが楽かを試算して欲しいと頼たのんでおいたのだ。

「昨日の今日なのに……、迅じん速そくに対処してくれたのね」

　メールを開くと、東京から青森に行くための複数のプランが提示されていた。日時を指定すれば、チケットの予約なども行なってくれるとのことらしい。普ふ通つうに買うよりも少々割り引いてもらえるケースもあるため、最初からここに頼むつもりではあったのだけれど……。

「見る限り、深夜バスかな……。やっぱり安いし」

　提示されたプランの中では、深夜にバスで向かうプランが最も価格的に割安だった。そろそろ滞たい在ざい費を色々と切り詰つめる必要が出てきている以上、この低価格はかなり助かる。

　他ほかのプランも見た上で、深夜バスのプランを採さい択たくする旨むねのメールを旅行会社に送る。ただし日時はまだ確定ではないので、チケットの予約などは後回しにしてもらうことになった。あくまでもこのメールの段階では、意思表示だけの色が強い。

　旅行会社へのメールを送り終えた私は、先ほど書きかけにした岡部へのメールを再度表示する。そして確認の後にメールを送ろうとしたところで、もう少し文面を足すことを思いついた。

「〝それと……〟」

〝青森までは費用の都合で、深夜バスでいくから、そのつもりでいて〟。

　私はその短い文面をメールに付け足すと、ほんの少しほくそ笑えんだ。このメールを送ることで、何となく岡部との距きよ離りが縮まるような気がしたからだ。

「……これでよしっ、と」

「クリスちゃ～ん、準備できたよ～」

　私がメールを送信したところで、まゆりの準備が終わったらしい。私はうなずいて、携けい帯たいを手にシャワールームの脱だつ衣い場へと向かう。

　そして白衣を脱ぬぎ、シャツのボタンを外したところで、携帯が震ふるえ始めた。どうやら、岡部が送ったメールに返信してきたらしい。私は一時的に脱だつ衣い籠かごに置いていた携帯を手に取り、メールの文面を覗のぞく。

　そこに書かれていたのは、「何を浮うかれている。ラボメンとしての本分を忘れるな」という一文だった。その内容を見て、揶や揄ゆするように言う岡部の声までが脳内で再生され、思わずムッとする。

「……浮かれてなんかないわよ、バカ！」

　私が岡部からのメールの文面に憮ぶ然ぜんとしていると、脇からまゆりが携帯を覗き込むようにして尋たずねてくる。

「ほえ、何～？」

　どうやら私の態度が、まゆりの好こう奇き心しんを刺し激げきしてしまったらしい。私はというと、岡部とそんなメールをやりとりしていることが恥はずかしくなって、慌あわてて取り繕つくろうように話す。

「あ、なんでもないわ。早く入っちゃうわよ。……岡部が戻もどってくる前に！」

「うん！」

　まゆりは再び嬉うれしそうにうなずき、私は手早く服を脱いで、シャワールームへと足を踏ふみ入れた……。




　　　　☆




　何度か中を見たことはあったが、実際にラボのシャワールームを使うのはこれが初めてだった。以前に見た時も思った感想だが、やはり狭せまい。

　広さにして半はん畳じよう強というところだろうか？　ただ、シャワールームとは言うものの、実際にはバスタブもあるので、それも含ふくめれば一畳をやや超こえるくらいになるだろう。

「まゆり、狭くない？」

「大だい丈じよう夫ぶなのです」

　尋ねた私に、まゆりはにっこりと答える。

　けれど、実際にはふたりもシャワールームの中に入ると、自由に身体からだを洗えるだけのスペースはない。例えば乳ち房ぶさの下を洗おうとしたり、背中をこすろうと思うと、どうしても脇わきにいる人間に肘ひじがぶつかってしまう。

　しかし、この問題を解決する手段は簡単だ。

「まゆり、背中を洗ってあげるから、私の背中も洗ってもらっていいかな？」

「いいよ～」

　ふたりで洗いっこするというアイデアは悪くなかった。実際にはまずお互たがいに髪かみを洗い、それから身体を洗うことにする。ふたりともまず、頭の汗あせを流ながしてしまいたかったからだ。

　背中を流し始めたのは、しかる後のことだった。それも最初は、私の方が先にまゆりのことを洗ってあげるつもりだったのだけれど、いつの間にかまゆりに主導権を取られ、気づけば彼女に背中をこすられていたのである。

「ふんふふふふん、ふふんふふ～ん……♪」

　まゆりは鼻歌交じりに、私の背を泡あわ立だてたスポンジでこする。こすると言っても、その手つきは優やさしく、肌はだを傷つけないように最大限の注意が払はらわれていた。

　ゆっくりと、でも確かな手つきでまゆりは私の背中を磨みがき立てると、シャワーでこんもりと肌の上に乗った泡あわを洗い落とす。温かな湯が肌を滑すべり落ちていくたび、身体にベタベタと張り付くようだった汗の不快感が清められていくのを感じた。

「ありがとう、まゆり」

「どういたしまして～」

　甘く可愛かわいらしい笑顔で彼女は言う。

　私はそこで彼女からスポンジを受け取ると、交代してまゆりと体勢を入れ替かえた。

「じゃ、今度は私が背中を流すわね」

「お願いなのです」

　背を向ける彼女の肌に、たっぷりと泡立てたスポンジを滑らせる。きめの細かいまゆりの肌は、まるで大理石のようななめらかさで、気をつけないとすぐに傷をつけてしまいそうな繊せん細さいさだった。

「痛かったりしたら、言ってね？」

「はい」

　シャワーの音色が雨音のように響ひびく中、私はゆっくりとまゆりの肌をスポンジでなぞる。そうしていると、不意にまゆりが話しかけてきた。

「ねえねえ、クリスちゃん……」

「なぁに？」

　その口調は、いつものまゆりの口調と比べても、一段と朗ほがらかなものだった。何処どこか嬉しそうな感情と悪戯いたずらっ子めいた気配を秘ひめた、そんな口調だ。

「あのね、クリスちゃんはオカリンのこと……」

　そこまで言われた瞬しゆん間かん、私の背後──つまりシャワールームの入り口側からバタンという音が響いて、一気に涼すずしい空気が吹ふき込んできた。その原因が、誰だれかがシャワールームの扉とびらを開けたせいだと気づくのに、まず数秒。

「んん？」

　そしてさらに、その扉を開けた人間が岡部だと気づくのに、さらに数秒の時間が必要だった。都合、十秒近い時間、私とまゆりは岡部の前で肌をさらしていたわけだ。
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　最初、私は何が起きたかをよく理解していなかった。

　人間はきちんと訓練を積んでいない限り、なかなか突とつ発ぱつ的な事態に対応できるものではない。私は岡部の顔を認にん識しきしてからさえ、自分が直面している巨きよ大だいな問題に気づくまで、決して短くない時間が必要だったのだ。そして、その問題を認識した瞬間、私はのども裂さけんばかりに大きな声を上げることとなった。

「許さない！　絶対、許さないからなぁっっっ!!」




　　　　☆




「オカリン……、まゆしぃはとっても悲しいし、恥ずかしいのです」

　あれからしばし。

　シャワールームに顔を突つっ込んだまま呆ぼう然ぜんとする岡部を叩たたき出し、最後に残ったまゆりの背中の泡を流して上がった私たちは、女子ふたりによる岡部糾きゆう弾だん集会を開いていた。

　岡部はソファにぐったりとうなだれ、ぽつりぽつりと呟つぶやくだけで、他ほかの反応をほとんど見せない。まゆりもさすがに残念そうな顔をしていて、私はというと怒いかり心頭に発していた。

　──即そく座ざに岡部の眼球をえぐり出して標本にしなかったのは、まずは岡部の言い分を聞いてからにしようと思ったのと、単にまゆりの手前だからである。

　岡部は自分が何をしたか分かっているのだろうか？

　まゆりはほんの十数分前、〝岡部も橋田もシャワーを浴びているところを覗のぞいたりはしない〟と私に言ったのだ。それは彼女のふたりに対する信しん頼らいの表われだ。

　だというのに、その言葉を踏ふみつけにするが如ごとき行動を、彼女を守って来たはずの他ならぬ岡部が取ったのだ。

　それは裏切りだ。

　まゆりの信頼に対しての。

　そして、彼女を守ると誓ちかった岡部自身に対しての。

　ことは単に性せい欲よくを岡部が抑おさえきれなかったとか、悪ふざけの話ではない。

　結果として、まゆりは私に対して噓うそをついたことになる。もちろん、まゆりにはそんなつもりはないし、そうなることを予測していたはずもない。

　彼女の信頼から出たはずの言葉を、噓に変えてしまったのは、岡部なのだ。

　納なつ得とくのいく説明か、何かの理由がない限り、到とう底てい許せることではなかった。

「ったく、風ふ呂ろ場ばを覗いた上に、買い出しも全部忘れてきたって？　本当、信じらんない！」

　正直言うと、もう買い出しとかはどうでも良かった。

　プリン二個とか、そんな話はこの際いい。

　問題は、岡部がそれまで築き上げてきた信頼とか、人間関係をご破算にするような行こう為いを行なったということなのだ……。

　何故なぜ、そんなことをしたのか、単なる言い訳でもいいから釈しやく明めいが欲しかった。

「…………」

　しかし、先ほどかすかに呟きのような言葉を発して以降、岡部は一いつ貫かんして無言だった。最初は居直っているのかとも思ったが、少なくとも私の知る岡部はこんな時にそういうことをする人間ではない。

　また、居直るならいつもの厨ちゆう二に病びようムーブに出るだろう。

　そもそも彼がシャワールームを覗くなどという行為に出る事態が、不可思議なのだ。まゆりの裸はだかが見たいなら、今までだってチャンスはあるだろうし、技術的に考えれば隠かくしカメラでも仕し掛かける方がよっぽど楽だ。

　見たいのが私の裸だった場合にしたって、扉を全開にするのはちょっと話が違ちがう気もする。そのまま襲おそってくるつもりだったならともかく、岡部の行動は扉を開けた後は単に呆然としていただけだった。

　──まぁ、その辺りがあまりに釈しやく然ぜんとしないので、申し開きの言葉が欲しいわけなのだけれど……。

　ちらりと岡部を見る。

　怒りのあまり、ずっと彼から目を背そむけていた私だったが、そこでようやく彼の様子がおかしいどころでは済まないことに気づいた。

　片手を顔に当てた、沈ちん痛つうな面おも持もち。

　憔しよう悴すいしている、というのがおそらく最も近い状態だろう。

　決して、女の子ふたりのシャワー姿を覗いた後の人間の姿ではない。

「ちょっと、岡部？」

　いくらなんでもおかしい。

　私がそう思ったのと同様、まゆりも様子が変なことに気づいたようだ。

「オカリン？」

　ソファに座り込む彼の前にかがみこみ、その顔を覗き込むようにして言う。その声こわ音ねには彼を気き遣づかう色があった。

「…………」

　だが、それでも岡部は無言だった。

　話さないのではない。話せないのだ。

　そして私は思い出す。以前にも、一回だけ彼のこんな表情を見たことがあることに。

　あれは８月２日の、本格的なＤメール実験開始の後のことだ。

　高らかにタイムマシン開発成功を宣言する岡部に、私と橋田が突っ込みを入れ、そこにまゆりがフォローする言葉をかけた直後の表情。まるで能面のような、苦く渋じゆうに満みちた顔。

　あの時と同じく、岡部の表情には辛しん苦くの色があった。

　……どうしよう。無理にでも聞き出すべきか？

　私はあの時、彼にかける言葉を失って無言のまま見過ごしてしまった。もしかすると、あの時も何があったのか、何を考えてしまったのかを聞き出すべきだったのかもしれない。

　でも、つき合いが長く、おそらくは最も心理的な距きよ離りの近いはずのまゆりにさえ、彼は何も言えていないのだ。

　そこに私が踏み込んでいいのだろうか？

　そもそもまゆりの前ですら、彼はその消しよう耗もうを隠せていない。多分、彼がこの世で一番その弱みを見せたくないであろう相手に、だ。

　逡しゆん巡じゆんが、私を縛しばる。

　そうこうしていると、ラボの扉とびらが開く音がした。その音に反応し、まゆりが顔を和やわらげる。

「あ、ダル君」

　私が振ふり向いてみると、確かにそこにいたのは橋田だった。今日はもう帰ると言っていたはずなのだが……？

　見れば、彼も岡部ほどではないが浮うかない顔をしていた。

「どうしたの？　こんな夜に……」

「うん……」

　彼は自分でも説明しがたい、何かの悩なやみを抱かかえているような表情で頭をかく。

　私はその瞬しゆん間かん、脳のう裏りで嵐あらしの吹ふきすさぶ光景を連想していた。

　……『北京で蝶ちようが羽ばたくと、ニューヨークで嵐が起きる』。

　バタフライ効果……。

　何かが始まったような、……そんなあり得ない感覚があった。




　　　　☆




　うなだれたままの岡部をまゆりに任せ、私は橋田が戻もどってきた理由を聞いていた。

　彼曰いわく、以前から抱いだいていた疑問が氷解する糸口がつかめたのかもしれないらしい。

「疑問？」

「うん、……ＳＥＲＮにハッキングかけた時からずっと気になってたんだけど、なんか回線の速度が速いんだよね」

　私はその橋田の言葉に眉まゆをひそめる。

「速い？」

「そう。最初はインターネットの仕組みを最初に開発したのはＳＥＲＮだし、よっぽど回線の整備がよくて、読み取りやすいプロトコルをしてるんだと思ってたんだけど……」

　私はネットワークの専門家ではないので、橋田の疑問がどこまで妥だ当とうなのかはよく分からない。ただ、彼が現在の状じよう況きようを異常と感じていることだけはひしひしと伝わってきた。

　背後を見ると、岡部もまだうなだれた状態ではあるものの、橋田のその様子にただならぬものを感じはしているらしい。時折、億おつ劫くうそうにではあるが何とか顔を上げ、橋田の作業を確かく認にんしている。

　そうして、不意に橋田は呟つぶやいた。

「やっぱり……。外からパソコン、アクセスして何か変と思ってたんだけど……」

「何かあったの？」

　橋田の言葉には、確信に近い何かがあった。

　それが何かは分からないが、彼が重大な事実に突つき当たったことは確からしい。視界の端はしで、岡部も顔を上げるのが分かった。

「今ここ、ＳＥＲＮの中心部とダイレクトで回線がつながってる」

　橋田は、ラボ内の全員の注目を浴びる中で、さらりととんでもないことを言ってのける。

　……ダイレクト？

　それはつまり、ＳＥＲＮとこのラボが直接繫つながっているということだ。

　このネットワーク時代、あらゆる通つう信しん網もうは何らかの形で接続されていると言っていい。しかし、それは大たい抵ていの場合、間接的なものだ。

　例えば、普ふ通つうに秋葉原のそこらのインターネットカフェから、このラボのＰＣに接続する場合、まずそのカフェのＰＣからカフェ全体のネットワークにアクセスしなければならない。

　次に多くの場合はカフェのネットワークから、そのカフェが契けい約やくしているインターネットサービスプロバイダにアクセスする。そしてしかる後に、このラボが契約しているプロバイダにアクセスして、そこからこのラボのＰＣへとアクセスするのだ。

　つまり、あるコンピュータから別のコンピュータにアクセスする場合、いくつかの経由地を経由して、目的のコンピュータにアクセスするのが普通なのである。

　──ちなみに橋田のような腕うでのいいハッカーは、その際に自分の痕こん跡せきを消すため、わざと経由地を増やして相手から逆探知をかけられないように偽ぎ装そうするのが常だ。

　だと言うのに、橋田はＳＥＲＮの中心となるコンピュータとこのラボが、直接繫がっているというのだ。

「ＳＥＲＮ！　システムを掌しよう握あくしたというのか？」

　岡部もさすがに驚おどろき、声を上げる。

　しかしそれに対する橋田の口調は、むしろさらなる疑念を抱いているようなものだった。

「まあね、キリッ！……と言いたいところだけど、実際はなんか分からない内につながっていた。いつの間にかＳＥＲＮが勝手に全ぜん裸ら待機してた的な」

「ワクテカ？」

　まゆりが橋田の〝全裸待機〟に反応して呟く。

　ちなみに〝全裸待機〟も〝ワクテカ〟も＠ちゃんねる用語で、〝全裸待機〟は性的な話題が出た時に、〝ワクテカ〟はそれ以外も含ふくめて、心を躍おどらせながら話題の続きを待っている時に使われるものだ。

　つまり橋田は、こちらが一いつ切さいそのようなアプローチをかけていないのに、ＳＥＲＮ側がすべてをさらけ出していると言っているのだ。……とは言っても、そんなことを言われて信じられるはずがない。

　私はそれ以外の可能性の中で、一番恐おそれている可能性を口にする。

「ちょっと待って！　こっちが何にもしてないのに、つながっているって……。つまり、ＳＥＲＮの方がこっちの動きに気付いて、逆にアクセスしてきたってことじゃないの？」

　橋田の作業しているＰＣの画面を覗のぞき込み、私は不安の内容を述べる。しかしそれに橋田は悩みつつも反論した。

「うーん……。でも、バレるようなヘマはしてないはずだし……」

　ＰＣを操作しつつ、橋田は言う。

　確かに画面に出る情報は、私の知識の範はん囲い内だと彼の言っていることを裏付けているように思える。橋田のアクセスに気づいているにしては無防備に過ぎ、逆に泳がされているにしては、相手のガードが堅かたすぎる。

　無論、こうした攻こう防ぼうは常に相手の裏のかき合いなわけだけれど、それにしたってこの様子はおかしい。それを決定づけたのは、次の橋田の台詞せりふだった。

「今なら、こっちからＬＨＣだって使い放題だお」

　……この言葉の意味するところは、確実にＳＥＲＮが直通回線を用いたこちらのアクセスに気づいていないという証明だった。

　誰だれが相手を泳がせる目的で、自分の心臓をさらけ出すだろうか？

　もしも私たちがテロリストなら、ほんの少しの悪戯いたずら心を見せるだけでＳＥＲＮに数兆円単位の損失を与あたえることができる。ＬＨＣを使うというのは、それくらい重大で多額の費用を必要とする行こう為いなのだ。

　たかが極東の研究者たちを泳がせて一いち網もう打だ尽じんにするために、そんなバカな賭かけを打つ人間はいない。

「ＬＨＣが……！」

　橋田の言を受け、私は呆ぼう然ぜんとすると同時に紛まぎれもない歓かん喜きを感じていた。

　一体、何処どこの世界にＬＨＣを使い放題だと言われて、歓喜しない研究者がいるだろうか？　普通にＬＨＣを使おうと思ったら、ＳＥＲＮに重要な価値を認められているプロジェクトチームに入るか、さもなければ申しん請せい許可を出して何年も待つ必要がある。それにしたって、自由に使えるという状態にはならない。

　やはりＳＥＲＮにとって重要性の高い案件にこそ、ＬＨＣの優先権が認められる以上、彼らの意向を無視した実験などまず不可能だ。

　だがしかし。

　だがしかし、だ。

　今、橋田はそのＬＨＣが使い放題だと言ったのだ。

　研究者にとってこれ以上の福ふく音いんがあるだろうか？　おそらく、この地球上に存在する研究者は、かなりの割合でＬＨＣを使い放題にする権利を得るためなら、何だってすることだろう。それこそ、殺人だって辞さない人間も多数いるはずだ。

　専門がＬＨＣに関係する分野ではない私でさえ、その誘ゆう惑わくはあらがいがたい。

　この行為が犯罪に属することは分かっている。でも、それでも手を伸のばしてしまう、知ち恵えの実のような魅み力りよくがそこにはあった。

　──無論、そもそもＳＥＲＮが研究成果の秘ひ匿とくという、全世界の研究者と人類そのものへの裏切り行為を働いている時点で、私もこの行為が通常考えられる犯罪の枠わく内ないに属しているという認にん識しきはあまり持ってはいないが……。

「ＬＨＣが使えるなら……」

　私は、開発中のタイムリープマシンをちらりと見る。

　もしもＬＨＣが使えるというのなら、あの問題──課題となっていた〝ある工程〟も解決できるかもしれない。

　そんな想おもいが、私を知の欲よく望ぼうの渦うずに吞のみ込んでいた。

　……この時の私は、間ま違ちがいなく〝知りたい〟という情熱に耽たん溺できしていたのだ。

　ひとりの女め神がみが、〝知りたい〟という願いを抱いだいたがために〝世界〟を生み出したという、ある神話の如ごとく、私のその欲望は直接的とはいえないまでも、間接的には紛れもなくこの後に続く、ある人物の苦難の原因となったのだ。

　もしもこの時の私が、その可能性に留意していたら、世界は変わったろうか？

　それともすでに、すべては手て遅おくれだったのだろうか？

　少なくとも、私はひとつだけ後こう悔かいしていることがある。

　それは、この時。

　何故なぜ、一回でいいから背後を振ふり返って、岡部の顔を見なかったのか、ということ。

　この時にどうして、自分が好意を寄せている人間の顔を、一目でも見ようとしなかったのか？　どんな理由があろうと、この時の私が〝知りたい〟という願いのために、岡部のことを忘れるという罪を犯おかしたことは確かだ。

　そう、私はパパと同じ過あやまちを、この時犯していたのだ……。

[image: ]







[image: 第六幕　形而上のネクローシス：Reverse]
















　昨夜、突とつ然ぜん戻もどってきた橋はし田だと一いつ緒しよに作業を再開して、すでに十五時間近くが過ぎようとしていた。仮か眠みんや休きゆう憩けいこそ取ったものの、実質的にはほぼぶっ通しの作業だった。

　すでに時刻は、８月13日の14時に近づきつつある。

「これをね、持っててくれないかな～？」

「……こうか？」

　私たちが開発室でタイムリープマシンを組み上げている中、談話室ではまゆりと岡おか部べが向かい合っていた。

　結局、まゆりも昨晩は泊とまり、自身の言葉通りずっと徹てつ夜やでコスプレ用の衣い装しようを作り続けている。一体、何着あるのかは分からないが、作業の様子からしてそれも終しゆう盤ばんに近づいているようだ。

　──ちなみに深夜頃ごろに、ふたりでコスプレ衣装の完成とタイムリープマシンの完成、どちらが先に終わるか競争しようということになった。今のところ、ペース的には互ご角かくのようである。

「そうそう、そうやってびろ～んって広げたままね」

　岡部に衣装を持ってもらって、その胸むな元もとにリボンを縫ぬい付けているまゆり。

　私は作業を行ないつつ、そんなふたりを振ふり返る。

　昨日、突とつ然ぜんシャワールームの扉を開けた時から、岡部の様子は変なままだ。何度か彼に、一体何があったのかと聞こうとしたのだけれど、結局チャンスはなかった。

「そのリボン、可愛かわいいわね」

　私はまゆりが衣装に縫い付けている、黄色いリボンを評してそう言う。その言葉に、まゆりは嬉うれしそうな表情で応えた。

「でしょ～？　あ、クリスちゃんも着てみる？　今度のコミマ、コスまだあるよ？」

「コスプレ、か……」

　ぽそりと私は呟つぶやく。

　日本のコスプレ文化は、私が子供の頃ころにはもう世界中に鳴り響ひびいていた。コミックメガマーケット──コミマのことも同様で、私が日本人であることを知っているアメリカの知人の中には、それらについての質問を何度も私に投げかけてきた人もいる。

　時には＠ちゃんねるのスレでコミマのことが報告され、可愛らしいコスプレ衣装を着る人たちにかすかな羨せん望ぼうの念を抱いだいたこともあった。

　……まぁ、コスプレがどうこうと言うよりも、単純に可愛らしい衣装を着て、しかもそれが似合っていることへの羨望だが。

　そんな私の呟きに、横合いから橋田が茶々を入れる。

「もしかして、興味あるん？」

「そ、そんなわけないでしょ!?」

　いや、より厳密な話をしてしまうと興味はある。

　あるのだが、単純にこうした可愛い衣装が自分に似合うとは思えなかったので、そうした想おもいは封ふう印いんすることに決めたのだ。だから、殊こと更さらに興味がない振りを貫つらぬいていると言うのが正しいだろう。

　それとも、岡部はこんな衣装を着ている女の子が好きだったりするかな？　だったら、少しくらいは着てみてもいいかも……。

「こんなの人前で着るなんて……」

　やや不純な想いを胸に岡部を見ると、やはり彼の様子はまだおかしなままだった。

　何処どこか虚こ空くうを見ているような、私には量ることのできない苦しみを背負っているような、そんな表情だ。

「…………」

　私はつい先ほどまで、タイムリープマシンが完成すれば、その喜びで岡部のそんな表情も消えるかもと淡あわい期待を抱いていたのだが、どうもそうではなさそうだった。

　どうすればいいのだろう？

　本音を言えば、厨ちゆう二に病びよう的言動を口にしない岡部に、やや調子が崩くずれ始めていた。元より、彼のそれが自分や他人を守ったり、高ぶる感情を抑おさえるためのものとは承知していたから、余計かもしれない。

　──それでも苛いら立だつ時は苛立っていたわけだが。

　岡部、私はあなたに何ができる？

　心の中でそっと問いかけるが、私も岡部もテレパシストなどではない。想いは口に出さなければ、伝わることはない。それは分かっているのだが……。

　そうやってためらいの念に囚とらわれていると、まゆりが嬉しそうに宣言した。

「出来た～！」

　どうやら、競争はまゆりの勝ちらしい。彼女は誇ほこらしげに完成したばかりの衣装を両手で広げ、私に見せてくれる。

「じゃ～ん！　私の勝ちだね～、競争してたんだぁ」

「ああ、やられた」

　笑えみ混じりに、私は敗北を甘受する。

　しかしほぼ同時に、傍かたわらの橋田が無言で親指をサムズアップした。どうやら、こちらも完成らしい。

「でも。こっちも、もう終わり。これで完成」

　私は、万ばん感かんの思いを込めて言う。

「これが……、タイムリープマシンよ」
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「こうやって見ると、悪の組織の催さい眠みんメカみたいだお」

　橋田が、自分の組み上げたばかりの機械を見て言う。

　タイムリープマシン。

　電話レンジ（仮）を改良して開発された、おそらく現時点で最もタイムマシンと呼ばれる存在に近い装置。

「う～ん。〝帽ぼう子し付き電話レンジちゃん〟みたいな感じだねぇ……」

　まゆりはタイムリープマシンに付属の、海馬ＣＡ３領域神経パルス読み取り機を手に取りながら言う。ちなみにまゆりは帽子といっているが、形状的にはほぼヘッドフォンだ。

「見てくれはチャチかもしれないけど、理論上はこれで記き憶おくを過去に送ることが出来るはずよ。……ＬＨＣが使える今なら、特にね」

　昨夜、橋田から聞いた内容を元に加えられたタイムリープマシンの修正。それが、ＬＨＣを利用した新機能だった。

「ＬＨＣが関係あるのか？」

　岡部がやや驚おどろいた顔で、私を見て問う。

「ええ。簡単に言うと圧縮の問題」

　そう、圧縮の問題だ。

「前も言ったように、この機械で脳の中にある記憶部分の信号を読み取り、データ化する。容量にして３・２４テラ」

　３・２４テラバイト。つまりは、大体３兆バイト。以前にも述べたが、録画用のブルーレイディスクにして四十枚分を超こえる分量である。

　私は説明を分かりやすくするため、三日前にホワイトボードに書いた内容を修正しながら、図入りで解説を行なう。

「電話レンジで送れるデータは36バイト＋α。当然テラなんて容量は送れないから、一いつ旦たんＬＨＣにこれを送って、ブラックホールの力で圧縮。……それをここに戻もどして、Ｄメールと同じ方法で過去に送る」

　ずっと私の中で引っかかっていた〝ある工程〟。それは、人の記憶をどうやって電話レンジ（仮）で送ることのできる36バイト以下にまで圧縮するかということだった。

　普ふ通つうなら到とう底てい無理だと断言できる、その超ちよう絶ぜつ的な作業を、ＬＨＣが生み出すミニブラックホールによって解決する。

　おそらく余人はまったく考えつかないバカげた……、あるいは考えついても実行に移すことの不可能な離はなれ業わざである。これは橋田が言った、〝ＬＨＣを使い放題〟という環かん境きようでなければ、そもそも想像することさえ不可能な工程だったろう。

　ミニブラックホールによる超ちよう重力の無限圧縮で、３兆バイトのデータを36バイトにまで圧縮する。

　当然、過去に送る際には電話レンジ（仮）のブラックホールも使うわけで、なんとふたつもブラックホールを使うという、考えてみればこれ以上の贅ぜい沢たくはないというくらい、贅沢な機械装置だ。

「押し入れに入らない布ふ団とんを、圧縮袋ぶくろで入れる的な？」

「厳密には違ちがうけど、まあイメージとしてはそういうことね……」

　説明を聞いた橋田が、内容をイメージしやすい形に変へん換かんして言う。私はそれに条件付きで同意すると、さらに説明を進めた。

「データはＤメール同様、過去の携けい帯たいに送られる。そして、ここから携帯の拡散電波を利用して過去の自分の脳に今の記憶をコピー。未来の記憶を持った自分が誕生する」

　つまり、電話レンジ（仮）が過去の自分にメールを送る装置なら、タイムリープマシンは過去の自分に電話をかける装置だということだ。

　ただし電話と言っても、送られる内容は音声情報ではなく、記憶そのものである。

　この記憶はタイムリープマシンにより神経パルス情報の形で取り込まれ、電気信号へと変換されたものだ。ちなみにこの変換の際、これらのデータにはふたつの仕し掛かけが施ほどこされている。

　ひとつ目の仕掛けは、電気信号に変換された記憶のデータを、時限式で元の神経パルス情報に変換し直す仕掛けだ。これによって、記憶の受け手側はタイムリープマシンなどの変換装置なしでも、記憶データを受け取ることができるというわけである。

　次いでふたつ目の仕掛けは、以前にも説明した〝記憶を思い出す〟という命令を含ふくめておくことだ。

　具体的にいうと、前頭葉から側頭葉に発信されている〝トップダウン記き憶おく検けん索さく信号〟というものを利用する。これは、記憶を思い出すときに発生する信号だ。

　記憶データを受け手側に発信する際、それに加えて前頭葉を刺し激げきする神経パルスを放射することで、この〝トップダウン記憶検索信号〟を意図的に発生させるのである。

　これによって、〝送り手側から送られた全記憶〟を、受け手側に強制的に〝思い出させる〟という作用が発生することとなるというわけだ。

　これらの工程にかかる時間は、最も時間を必要とするＳＥＲＮへのデータ送信で45秒。それ以外の記憶の読み取り、ＳＥＲＮからのデータの受け取り、電話レンジ（仮）での過去へのデータ送信にはそれぞれ一いつ瞬しゆん程度の時間しかかからないと目されている。

　ほぼ完全に近いと言えるタイムリープマシンだが、同時にこれはあくまでも試作品であり、試作品であるがゆえの問題点も複数あった。

　その第一は、やはり遡さかのぼれる時間の長さの問題である

「データを送るのは最大で一度に四十八時間まで。それ以上過去に送ると、脳の状態の齟そ齬ごが大きく、コピーが失敗する可能性があるわ」

　人間の身体からだの状態は、刻一刻と変化する。

　それはすでに細さい胞ぼう分ぶん裂れつを行なわない状態である中ちゆう枢すう神経の場合でも、例外ではない。脳分泌物質のバランスはミリ秒単位で激変するし、食べている食事や摂せつ取しゆする薬品、置かれている環境でも様々な変化が人体には起こり得るのだ。

　現時点での私たちのテクノロジーでは、この時間による人体内の変化に対処できるのは、四十八時間が限界となる。それ以上はいわゆる動作保証範はん囲い外がいというわけだ。

　──実験を積み重ねて、調整を続けていけば、もっと遡れる時間を長くすることもできるかもしれないが、現状ではその方法を含めて予測の範はん囲いを出るものではない。

　そして、何よりも最大の問題が私たちの前には立ちはだかっていた。

「後、ひとつだけ問題が……」

　さすがに私も、この問題については歯切れが悪くなる。その気配を感じ取ってか、まゆりが不安げに尋たずねた。

「……なに？」

「電話レンジやＤメールと違って、誰だれかが被ひ験けん者しやにならない限り……。実験は、できない」

　個人の記き憶おくを読み取る以上、その記憶は同一人物──それも四十八時間以内の──にしか転写できない。

　……で、ある限り、これは仕方のない問題であると同時に、重大な問題であった。

「送るのが記憶である以上……。人間が試ためすしか、成功か失敗か確かめる方法がないの」

　つまり、このタイムマシンは実証のために、もので実験したり、動物実験を行なうことができないのだ。

　その実証は、人体実験でしかできない。
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「つまり……。この中の誰かが、試してみなきゃいけないってこと？　僕はパス」

　橋田はまたも、内容をかみ砕くだいて説明してくれる。

　多分、これはまゆりのためなのだろう。そして同時に、彼自身はその人体実験に消極的反対の姿勢を示した。誰かが積極的であればその人物の行こう為いを止めはしないけれど、自分自身は参加しない。そういうことだ。彼らしいと言える。

「岡部、あなたの意見を聞かせて」

　私は、あえて今の様子が変な岡部に問うた。そのそばにいるまゆりが、ちらりと気き遣づかわしげに岡部を見やる。

「鳳ほう凰おう院いんじゃなく、岡部のね」

　念を押すように、私は言葉をつなげた。

　それは、今の状じよう況きようでは言う必要のない言葉だろう。常の岡部なら、ここで厨ちゆう二に病びよう的な言動に走る可能性も高いが、現状の岡部はそんな状態にないと私は見ていた。

　加えて念を押すように言ったのは、私の中の彼への信しん頼らいのためだ。

　鳳凰院凶きよう真まではなく、岡部倫りん太た郎ろうの判断であるなら、私はそれがどのような判断にでも従う。そういう意味を込めたのだ。

　そしてその上で、私は彼がタイムリープマシンの実験をするというのなら、私自身が被験者となるつもりだった。自己犠ぎ牲せいだとか、そういうものではなく、それが私の研究者としての信念だからだ。

　私はこの装置を、万ばん全ぜんとは言えないまでも限りなくそれに近くなるように作成した。

　正しく運用する限り、誰が使用しようとも完かん璧ぺきに動作するはずだ。だから逆に言えば、開発者こそが最初にそれを用いて、その安全性を示すべきだと思うのである。誰が使っても安全であるのなら、私が使っても安全であるのだから。

　一方、私の問いを受けた岡部の表情は昨夜同様に沈ちん鬱うつなものだった。何かをこらえている。そんな表情に彼はなる。瞬しゆん間かん、私は彼にその問いを投げかけたことを後こう悔かいした。

　彼にこんな表情になって欲しくて、私はこの装置を作ったわけじゃない。

　好こう奇き心しんや探求心、〝知りたい〟という気持ち。動機は多々あるけれど、その中に岡部の喜ぶ顔が見たいというのも、当然入ってはいたのだ。

　でも、昨晩から彼は、何故なぜかこんな苦しみに満ちた表情を見せるようになった。

「ダル」

　岡部は一度うつむき、それから橋田に声をかける。

「なんぞ？」

「ＳＥＲＮに回線が繫つながった原因は、まだ分からないんだよな？」

　その彼の言葉に、私はもしかしたらと思う。

　岡部はＳＥＲＮの動きを警けい戒かいしているのだろうか？　でも、彼の様子は昨日、橋田がラボとＳＥＲＮのダイレクト回線があると知る前から、おかしかった気がするのだけれど……。

　同様に考えたのか、橋田は問いに答えつつも、そこにフォローの言葉を織り込む。

「ああ……、うん。でも、ハッキングがばれた気配はないお」

「それについては私も同意。本当に気付いていたら、何かアクションがあるはずだもの……」

　私もそのフォローに便乗し、自身の見解を述べる。

　少なくとも今の時点で、私たちがＳＥＲＮにその存在を知られている可能性は存在しないはずだ。

　もちろん、陰いん謀ぼう論的に私たち全員に尾び行こうが付いていたり、そもそもラボが見張られているというなら別だが、本当にそんなことをやっていたらＳＥＲＮにいくら予算があっても足りない。

　──それこそ、世界中の人間を見張るくらいの資金が必要となる。

　私たちは、現状ではまだＳＥＲＮにハッキングをかけた以外、彼らの耳じ目もくを一定以上引くような真似まねはしていないはずだ。

　強しいて挙げれば、＠ちゃんねるでのジョン・タイターと岡部の会話だが、あの程度で本当に陰謀組織が動くようであれば、それこそああいった陰謀論に関する話は一いつ切さい、行なわれなくなっていることだろう。

　常識的に考えれば、現時点で私たちにＳＥＲＮが干かん渉しようしてくるような要素は何ひとつないように思えた。

「時間を本当に超ちよう越えつ出来るのか、確かめてみたい気持ちはある……」

　岡部が、まるで自分を確かめるような口調で言う。それに対してまゆりは、案じるように声をかけた。

「あ～、……じゃあ。まゆしぃの買ってきたバナナを、タイムリープさせればいいんじゃないかな？」

「まゆり、さっきも言ったでしょ？　バナナに記き憶おくは……」

　私は岡部の様子を心配しているのだろうまゆりに、それでも事実を告げる。

　これは、岡部が……そして私たちがきちんと決めなくてはいけないことだ。タイムマシンへの好奇心と願いのために、たとえ我が身を使うとは言え、人体実験を行なうのかどうか。

　私自身は、すでに岡部のＧＯサインがあれば、すぐにでも実験を行なうつもりでいた。

　──自分の子供に天てん然ねん痘とうウィルスを接種したジェンナーの喩たとえではないが、研究者が自身や身内をその人体実験の被ひ験けん体たいとすることはよくあることだ。私自身は、自分以外を被験体とする人体実験には反対だが、自身について言えば覚かく悟ごはあった。

　しかし、岡部が出した結論は違ちがうものだったようだ。

「……だが、実験はしない」

　その岡部の答えは、本心を言うと意外なものだった。告白する。私は岡部が好奇心に耐たえきれない人間だと思っていた──もっとも、「人体実験するなら、その第一号は俺しかいない」と言い出されるだろうとは思っていたのだが。

　その想おもいは橋田も同じだったのか、彼の反応も私と大差なかった。目をぱちくりさせて、黙だまり込んでしまう。

「この事は世間に公表する。タイムリープマシンはしかるべき機関に託たくそう」

　……静かに、そういう岡部。

　彼の言葉に、戸と惑まどいを感じなかったと言えば噓うそになるだろう。しかし、このラボの責任者は彼で、このタイムリープマシン開発の大本の発案者も彼だ──具体的なアイデアとその実行は私と橋田ではあっても。

　そうである以上、判断の優先権は誰だれよりもまず岡部にある。

「ん、同意」

「……岡部が、それでいいのなら」

　橋田が言い、私もそれに続く。

　不満がないかと問われれば、……ないわけではない。しかし、タイムマシンという存在が私たちの手に余るものであることも、また確かなのだ。岡部の判断は、決して間ま違ちがいとは言えないだろう。

　さらにいえば、彼の言うタイムリープマシンの公表は、間違いなくＳＥＲＮにとってもダメージであるはずだ。今までは極ごく秘ひ裏りに開発してきた技術の成果が、こんな形で世に出てしまうことになるのだから。

　加えて、おそらくタイムマシンの開発は、これ以降の歴史でまったく違う評価を受ける分野となるに違いない。それだけでも、私の目的は十分果たせたと言える。

　それに……、だ。

　タイムリープマシンの実験を行なわないと決めたことに、多少の不満はあるが、やはりそれ以上にほっとする気持ちもあった。

　未知の存在に挑いどむということは、ワクワクするような好こう奇き心しんや挑ちよう戦せん心と同時に、どうしてもそれに対する恐きよう怖ふをも抱いだかせる。タイムリープによる影えい響きようや、それによる時間改変。その他ほかの今は予測できない可能性……。

　私だって、それらについてまったく恐怖を感じないわけではない。そもそも、如何いかに好奇心があるとはいっても、原則で言えば私の立場は時間改変に反対の立場なのだ。

　だからやっぱり、岡部がそう決断したことを、私は安あん堵どと共に受け止めていた。

「まゆしぃは、大賛成です」

　まゆりはとびっきりの笑え顔がおで、岡部の手を取って言う。それに対して岡部は、ようやくかすかな笑みを浮うかべてくれた。

　その微笑ほほえみを見て、私は胸むねを撫なで下ろす思いだった。

「あ、でもね、オカリン……。せっかく、作ったんだし、お祝いはしよ？」

「お祝い？」

　かけられたまゆりの言葉に、岡部は疑問形で返す。「考えもしなかった」と、そう言いたげな顔をしている。

「あ、それいい。結局、ほとんど貫かん徹てつだったし、パーッとやるのがいいと思うお」

　橋田が応えるように言うと、岡部もやや思案げな表情となった。印象としては、やっと元の雰ふん囲い気きに戻もどりつつあるような気がする。

「私も賛成するわ。……それぐらいは、いいでしょ？」

　岡部はそれぞれのラボメンの顔を、じっと見る。そしてしばしの沈ちん黙もくの後に、口を開いた。

「そうだな……、そうしよう」
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　まゆりの提案による、タイムリープマシン完成打ち上げ──調子を取り戻した岡部は開発評議会と呼んでいたが──を開くことが決まり、私たちは誰を呼ぶか、何時頃ごろ始めるかの話し合いに入った。

　ラボメンは当然呼ぶとして、まゆりが階下にあるブラウン管工こう房ぼうの店長も呼んではと話したり、その娘むすめさんはともかく店長は呼びたくないだのの話があったりと、誰もが口にはしないが、楽しいことだけに目を向けていたいという雰囲気があった。

　無論、原因は岡部の様子だ。

　まゆりも、橋田も、岡部の様子に常ならぬものを感じて、〝いつもの岡部〟に戻って欲しいとできるだけ心を配っている。

　どうして岡部があんな風にふさぎ込んでいるのかは分からないが、みんなが心配しているのは確かだ。同時に私は、彼の心の内を量りきれない自分に、軽い苛いら立だちを感じる。

　……いや、苛立ちではなく、己おのれの無力さへの怒いかりに近い。

　当然ながら、私よりも彼に近いまゆりや橋田でさえ、上手うまく彼の心理を聞き出せない以上、自分に何ができるわけでもないのだが、それでもやっぱり、好きな人のあんな顔を見ているのは辛つらかったのだ。

「じゃ、るかくんとかフェリスちゃん、呼んでくるね♪」

　まゆりはそう言って、ラボを出て行く。

「じゃあ、こちらでの準備はどうしよう？」

「買い物に行くには、少し早いか……」

　私の呟つぶやきに、岡部は時計を見やって応える。

「まぁ、のんびりでいいんじゃないかなぁ。始めるのは夜なんだし」

「……そうだな」

　橋田が言い、岡部はうなずいて軽く微笑む。まるで、「自分は何を焦あせっていたのか」と自じ嘲ちようでもしているかのような表情だ。

　どうも調子が戻ったとは言え、依い然ぜんとして本来の岡部には戻りきれない状態らしい。

　元気がない、と言えば普ふ通つうによくあることのようだが、いつもテンションの高い彼を見ていた身としては、気が気ではないのだ。

「何だか、大人しいわね。希代のマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真ともあろうものが……ちょっと不ふ甲斐がいないんじゃない？」

　私は彼を案じて、わざと挑ちよう発はつ的な口調をしてみる。それに対し、岡部は笑みを深めて言葉を返す。

「……助手に言われるようでは、俺もヤキが回ったかもしれんな」

　言って岡部は、ソファに座り込む。

　どうやら、言い返す程度には精神力も余よ裕ゆうもあるようだ。少なくとも、一番心配していたどん底状態からは復帰できたように見える。

　私はひとつ息をつき、軽口を叩たたくように肩かたをすくめて言った。

「まぁ、徹てつ夜やに近かったんだし、買い物に出るまで少し休んでなさいよ」

「ああ、……そうしよう」

　彼はそう返すと、背せ伸のびをする。肉体的にも、疲ひ労ろうがないわけではない。いくら若いとは言え、この暑さで徹夜では疲つかれもする。

　……と、その時。

　岡部の白衣の中で、携けい帯たい電でん話わが震ふるえた。

「……まゆりか？」

　どうやら電話らしい。岡部は通話ボタンを押し、携けい帯たいを耳に当てる。

　瞬しゆん間かん、それを見ていた私の中で、〝何か〟がずれる感かん触しよくがあった。

「……え？」

　声にならない疑問の声を上げたような気がする。……いや、実際には吐と息いきさえも漏もれていなかっただろうか？　床ゆかに倒たおれたような、それなのに身体からだは立っているままのような、奇き妙みような感覚が私を支配して、何だか自分の存在自体が〝ぶれた〟感じがする。

　目の前が、突とつ然ぜんモノクロームに沈しずんで、その光景の中にハイライトの岡部の姿が映っているような錯さつ覚かくが走り抜ぬけていった。

　……何かが警告している。

　目を閉じるな。耳をふさぐな。声を上げろ。

　立ち止まるな。走れ……！　あがけ、抵てい抗こうしろ！

　越こえろ、自分の境界を……！　世界を……!!

「……何、これ？」

　ぶれる意識の中、ひとつの〝意志〟が私を貫つらぬく。

　たとえ記き憶おくがなくても、認にん識しきすらできなくても、想おもいさえ消えても残るもの。

　そんな、〝意志〟が。

　救え……、と。
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　次の瞬間、私はハッとする。

　あれ……、今の？

　何か白昼夢でも見たような、そんな感触だけがあった。だが、その感触さえあやふやで、触ふれれば溶とける淡あわ雪ゆきのように私の中から流れていく。

　ただ、余よ韻いんや残り香がにも似た印象だけが残り、私は〝それ〟を忘れることに違い和わ感かんさえも感じることができなかった。それよりも、目の前にいる岡部の様子が気がかりだったからだ。

「かっっ！　ふっ、く、はっっ……!!」

　携帯電話の着信を受け、それを切った直後に岡部は突然その息を荒あらげ出した。うつむき、顔を覆おおって激しい呼吸を繰くり返す。

　まるで居い眠ねむりでもしていて、悪夢を見たかのような反応。その様子に、ＰＣ画面を見つめていた橋田も、岡部を振ふり返った。

「どうしたの？」

　私が岡部に声をかけると、彼はほんの少しして息を落ち着かせた。そして、顔を上げる。

「……!?」

　私は無言で目を見張る。

　先ほどまでの、力なく憔しよう悴すいしていた岡部の比ではない、苦く悩のうに満ちた気配。

　それこそ、何十年と艱かん難なん辛しん苦くの時を重ねて来た老修しゆ行ぎよう僧そうのような面おも持もちを、岡部はしていた。明らかに尋じん常じようではない。

　一体、何がこの一いつ瞬しゆんで岡部に起こったというのだろう？

　深い疑問の海に落ち込みそうだった私の視界の片かた隅すみに、少し前に自分が書き込んだホワイトボードが映る。

　……タイムリープマシン。

　他ほかならぬ、すべての疑問を解消する答えが、明白なものとして眼前にあった。

「……まさ、か」

　いつの間にか、私の口の中はすっかり乾かわいていた。

　カラカラになったのどは、上手うまく言葉を紡つむがず、ただ吐息だけが漏れる。

「頼たのむ」

　修行僧のような雰ふん囲い気きをまとう岡部は、両手を合わせ拝むようにして言う。

　どうやら橋田はまだ何も気づいていないらしい。いや、気づいていて、私同様にそれが表に出ていないだけなのかもしれない。私も彼も、傍はた目めにはただきょとんとしているだけに見えるだろう。

「俺の願いを……、聞いてくれ」

　両手を合わせたまま、岡部は深い……あまりにも深い苦しみに満ちた声で嘆たん願がんする。

　その訴うつたえに、私も橋田もかなりの間、身じろぎすらできなかった。茶ちや化かすことも、揶や揄ゆすることもできない、真実の苦悩。その重みが私たちの心にのしかかり、言葉を発することさえ禁じたのだ。

　いや、私に限って言えばそれだけではない。

　深刻な、二律背反──ふたつの想いが私の中にあった。

　ひとつは、間ま違ちがいなく成功したのだろうタイムリープマシンへの喜びだ。

　自らが専門とする脳科学の成果と電話レンジ（仮）。それらを組み合わせて生み出されたタイムリープマシンは、私の推測通りであれば、その理論通りの効果を発揮したのだ。

　自分の研究やアイデアが成功したことを、喜ばない研究者などいない。

　しかし同時に、その喜びをとても表には現わせないほど、目の前の岡部は苦く渋じゆうを積み重ねていた。これもおそらくだが、その原因もまたタイムリープマシンにあることは間違いない。

　何があったかは不明だ。

　だが、もはや疑いなく、岡部はタイムリープマシンを何度も使ったのだろう。それが彼に、深い苦しみの年輪を刻み込んだのだ。……私の作り出した、タイムリープマシンが。

　私は深呼吸をして、何とか確認の言葉を紡ぎ出す。

「岡部……、あんた使ったのね」

　その言葉に反応し、橋田が言う。

「……使ったって、何を？」

　あからさまに察しの悪い台詞せりふ。しかし、彼ほどの人間がこの状じよう況きようで本当に真実を見み抜ぬけていないとは思えなかった。……あるいはこのように言うことで、彼なりに岡部の言葉を促うながしたのかもしれない。

「タイムリープマシンだ……。俺は、もう何度も時間を遡さかのぼっている。……頼む、俺の話を聞いてくれ！」

　そうして岡部が語り出したのは、主観時間にしておそらくは何年、いやもしかすると何十年にも及およぶかもしれない、彼の長大な時間旅行の物語だった……。
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　まず前提として、私たちが理解せねばならなかったのは、彼が時間を何度も遡っているのみならず、複数の世界線を移動してきたということだった。

　あのロト６の時と同様、岡部は幾いく度どとなく繰り返されたＤメール実験の中で、何度も世界が変わるのを見てきたと話す。

「……私の記き憶おくには、ロト６の件以外に覚えはないわ」

　そう告げた私に、岡部はぞっとするほど硬こう質しつな眼まな差ざしで応えた。

「そもそも、その記憶自体が改変されたものだ。俺が把は握あくしているだけでも、世界線移動は六回発生している。いや、もしかしたらそれ以上かもしれない」

　ここで言う世界線の移動とは、岡部のリーディングシュタイナーでしかその変化を認にん識しきすることのできない、大がかりな変化のことらしい。

　──細かい、彼自身も認識できていない変化はもっと起こっていたかもしれないそうだ。また、２０００年にも彼はリーディングシュタイナーが発動したのと同じような経験をしたことがあったらしく、予想ではあるがそこでも世界線の移動は起きていた可能性がある。

　彼が話すには、その結果として漆原さんの性別が変わったり、秋葉原の街から萌もえ文化が消しよう滅めつするなどの事件が起きた世界線もあったとのことだ。

「厳密に言えば、事件が起きたわけではなく、その世界線ではそれが〝当たり前〟だったわけだがな……」

　そして、その変化の中でも最大であったのは、彼の生きた世界線では〝バイト戦士〟こと阿あ万ま音ね鈴すず羽はの存在が、我々にとって非常に大きな比重を占しめたということだ。

　私たちが彼女のために宴えん会かいを開こうとしたあの日──８月９日。

　橋田や私の記憶のそれとは違ちがい、彼女が結局ラボでの宴会に参加した世界線があったのだそうだ。その世界線では、私が止めたにも拘かかわらず、岡部は阿万音さんの尾び行こうを決行した。そして秋葉原の街を離はなれる前の彼女を、無む理り矢や理りラボに引っ張ってきたらしい。

　結果、阿万音さんは私たちとより親しくなり、秋葉原にもう少しの間、滞たい在ざいすることを決めた。彼女と私たちの歴史は、その世界線においては８月10日以降も続いたのだ。

　──ちなみに、その世界線では私と彼女は激しく対立していたそうな。もっとも、殺意を伴ともなうような激しいものではなく、岡部の視点ではあくまでも常識の範はん疇ちゆうでの対立だったらしいが……。

「鈴羽は俺に言った。『もうちょっとだけ、頑がん張ばって父さん捜さがしてみるよ』とな。結果的にあいつの父親が誰だれかは、後で判明することになるんだが──」

　懐なつかしむような口調で、岡部は言う。

　察するところ、その世界線は岡部にとってももう遥はるかな過去のことなのだろう。何処どこか嬉うれしげに、また悲しげに彼は回想を語る。

　そして次の瞬しゆん間かんだ。

　再び、岡部の表情は苦渋に歪ゆがんだ。

　涙なみだがにじみ、奥歯を食いしばる音さえ聞こえてくる。

「そして……、その世界線で──まゆりが、死んだ」

　幾度となく、言葉に詰つまりながら岡部は話す。その話は聞いているだけで背筋から凍こごえそうになるほどに、痛ましいものだった。

「まゆ氏が……」

「……噓うそ、でしょ？」

　思わず口からまろび出た言葉。

　しかし同時に悟さとる。岡部が、そんな噓をつくはずはない。たとえ冗じよう談だんでも、彼が決して口にすることのない言葉だ。

「……」

　岡部は、無言で私を見つめる。その様子に私はいたたまれず、首を振ふった。

「ごめんなさい……。続けて」

　……まゆりが死ぬ。

　聞いているだけの私でさえ、認めたくもない未来。

　それを岡部は、間近で目まの当たりにしたのだ。

　私たちが認識する、今日。すなわち、８月13日。

　タイムリープマシンの完成を祝う宴うたげのその席で、まゆりは殺された。

　殺したのは、ＳＥＲＮのために働く下部組織〝ラウンダー〟の構成員たち。
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　──そう、私たちが認識しない内に、すでにラボはＳＥＲＮに目をつけられていたのだ。それも、私たちが疑ったＳＥＲＮへのハッキングが契けい機きではなく、それとはまったく違うルートから……。

「それから、俺はタイムリープマシンで過去に跳とんだ。まゆりが死ぬ未来を変えるために……。だが、しかし……」

　過去に跳んだ岡部は完成祝いの打ち上げを中止した。そしてまゆりを安全なところへと逃にがそうとしたが……、その途と中ちゆうで彼女は車にはねられ、亡なくなったのだという。

　当然、岡部はもう一度、まゆりを助けるために時間を遡さかのぼった。……しかし今度は、彼女は地下鉄のホームから転落し、電車にはねられてしまう。

　岡部はそこで、またタイムリープを繰くり返した。

　何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も……。

　まゆりを救う。

　ただ、それだけのために無限とも言える回数の時間跳ちよう躍やくを行なったのだ。

　だがそれでも、まゆりを死の運命から救うことはできなかったという。

　まるで世界そのものが、まゆりの死を望んでいるかのように……。

　魂たましいをすり減らし、感情を失って、心を凍こおりつかせてなお、岡部はタイムリープを繰り返した。正直言って、設計した私でさえ想像もしていない回数を、岡部は繰り返したのだろう。

　話を聞く限りでは、そもそも涙を流せるほど感情を取り戻もどせたのも──当人の認識するところでは──、つい最近のことらしい。

　私は岡部の話に、先せん輩ぱいから聞かされた仏教の無む間けん地じ獄ごくのことを思い出した。

　ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所などという場所にいるにも拘かかわらず、変人で通っていた先輩が、私に「日本人なのに知らないのかい？」と教えてくれた内容だ。先せん輩ぱい曰いわくでは、仏教の地じ獄ごくにはいくつかの種類があり、その中でも最も悲ひ惨さんな場所が無間地獄らしい。

　数ある地獄の中でも、最も下の位置にあるというその場所では、約三億二千万年もの間、他ほかの地獄での責め苦が天国のように思えるほどの苦しみを味わうのだという。

　その期間の長さを、書物などでは「一辺が約七キロの石でできた立方体を、百年に一度ふわふわの綿で軽く触ふれ、その繰り返しで石が摩ま耗もうして消え去るよりも長い時間」として表現している。認にん識しきとしては、永遠に近いほどの時間だろう。

　私には、岡部がその無間地獄を経験して帰ってきたように思えた。

　まゆりを、本当の意味で救うために。




　　　　☆




　岡部は、血を吐はくどころかその臓ぞう腑ふまでも吐き出しそうな勢いで、暗黒に満ちた嘆なげきを告白する。何度助けようとしても、まゆりは死ぬ。その無情なまでの繰り返し。

　彼の話を聞き、私も橋田もしんとなってしまう。そんな中、岡部は唐とう突とつに口を開いた。

「そして……、紅く莉り栖す」

　突とつ然ぜん。

　私は名前を呼ばれて、驚きよう愕がくする。びくりと身体からだが震ふるえた。

　今、なんと？

　えっ？　今、なんと？

　私はぱくぱくと口を開閉させた。時間はたかが数秒だったと思う。

　でも、明らかに脳が真っ白になった。

　こいつ、今、私の名前を、呼ばなかったか？

　胸が高鳴る。動どう悸きが耳に届いて、周囲の人間すべてに聞かれているのではないかと心配になるほどだ。でも、だからといって心臓の動きを止めることはできない。

　できないってか、何で高鳴ってるかって言うか、……何？

　ドギマギする私をよそに、岡部はその視線をこちらに──つまり私に──据すえて言う。

「その何度も続く連れん鎖さから抜ぬけ出せたのは、お前のお陰かげだ」

　アワアワとなる。

　顔が赤い。

『お前のお陰だ』

　名前を言われたのに引き続いて、そんなことを言われて頭が溶とける。

　本音で言うなら、ここで抱だきついてしまいたかった。

　しかしその衝しよう動どうを、必死で抑おさえ、腕うでを組んで──両手が自由だと、岡部に飛びついて抱だきしめそうだったからだ──、視線をそらして言う。

「そ、そう！　さすがに私ね、別の世界線でも大だい活かつ躍やくだわ」

　バカ丸出しの台詞せりふである。

　いや、丸出しじゃなくて、端たん的てきにバカだ。

　岡部の言葉に焦あせってテンパっているとは言え、我ながら心底何を言ってるんだこいつという気分になる。

「……ああ、本当に助かった。だから、礼を言う。ありがとう」

　でも、岡部はそんな私を笑わなかった。いや、笑いはしたけど、それは単なる微笑ほほえみで……、私を冷れい笑しようするたぐいのものではない。逆に私には、その態度が彼の経験してきた悲劇の重さを感じさせて、何だか痛々しかった。

「ダル、お前にもだ。本当に感謝してる」

「う、うん。……なんか、くすぐったいってか、変な感じだお」

　橋田も、照れたように頰ほおをかきながら、岡部の言葉を受け止める。それにしても、連鎖から抜け出せたのが私のお陰というのは、どういうことなのだろうか？

　その疑問を投げかけてみると、岡部は軽く瞑めい目もくし、そして答えた。

「そうだな。これから、きちんと協力してもらうためにも、情報を統合しておかないとな。……聞いてくれ」




　　　　☆




　岡部にとって、すべてが変わる契けい機きとなった時。

　それは幾いく度どとなく繰くり返されたタイムリープの果て、８月13日の16時56分にたどり着いた時だった。

　タイムリープによる記き憶おくの転送は、その適応を受けた人間に激しい心理的動どう揺ようをもたらすらしい。岡部が携けい帯たい電でん話わを受けて、いきなり息を荒あらげだしたのもそれが理由だ。

　そしてその時も、タイムリープを行なった岡部は苦しいほどに荒い呼吸を繰り返した。

「かっっ！　ふっ、く、はっっ……!!」

　時間を跳とび、岡部がたどり着いたのは夕日が差し込むラボの中。

　そこには私と橋田がいて、荒い息をつく岡部を見つめていたという。

「どうしたの？　もしかして、居い眠ねむりでもしてた？」

「……また、それか」

　軽口めいた口調で、私はそう言ったそうだ。それもまた、幾度となく繰り返された台詞。別の時間軸じくで、あまりに何度も反復された言葉に、岡部は苛いら立だちを感じた。

「……もう、沢たく山さんだっ！」

　まゆりを救おうと繰り返される時間跳ちよう躍やく。

　しかしそれでも、如何いかなる手を尽つくそうとも回かい避ひされない彼女の死。

　憤いきどおりと焦しよう燥そう感かんに突つき動かされ、悲鳴のような声と共に、岡部はタイムリープマシンを破は壊かいしようとした。手を振ふり上げ、打ち震えながら装置を壊こわそうとしたのを止めたのは、やはり私だったらしい。

「岡部ッ!?　……何も壊さなくても。タイムリープしないって決めたんでしょ？」

　この時の岡部は、当人曰いわくでは最も辛つらい状態にあったという。

　すでに精神状態は最悪で、負の感情は止めどなく湧わき上がり、絶望がその全身を包み込んでいた。

　──ちなみに橋田は、どうも私がミスった時のフォローに回ろうとしていたようだ。完全にテンパっていた岡部自身はよく覚えていないらしいが、動きなどから類推するにそういうことだろう。

「どうしたの、急に。買い出し行くんでしょ？　パーティーの……」

　何を言われても、まともに返事はできなかったが、そこに私は根気よく言葉を投げかけたようだ。けれど、岡部はそれを受け止めきれなかった。

「パーティーは……」

　パーティーを開けば、まゆりが死ぬんだ！

　それなのに、パーティーを開けというのか!?

　岡部はよっぽどそう言いたかったのだろう。

　しかしすべての言葉を口にはできず、ただ辛くて、ラボから逃にげ出したという岡部。

　彼はそのまま街を彷徨さまよい、何もできず、何処どこにも行けずに、ＵＰＸの陸橋のところで万ばん策さく尽つきてうなだれていたそうだ。

　そのまま、まゆりがいつも死を迎むかえる午後19時半前後まで、後一時間と迫せまった頃ころ、ひとつの声がかかった。

「そんな所で何してる？」

　そう、言葉をかけたのは私だったそうだ。

「紅莉栖……」

「初めてまともに名前を呼んだな」

　岡部の記憶でも、私の名を呼んだのはこの時が初めてだったらしい。聞くだに態度は素っ気なかったようだが、おそらく私の意識はとてつもなく舞まい上がっていたことだろう。

　自分のことだからよく分かる。

　素っ気ない態度というのは、単に上がっていたり、思考が真っ白になっていることを隠かくすためのポーカーフェイスに過ぎない。

　少なくとも私は表面上は平静を装よそおい、岡部に問いかけたそうだ。

「……何があった？　いや……、何が起きる？　あんた、タイムリープして来たんでしょ？」

　岡部もまた、その時は満足に反応できなかったが、私の言葉に大きく驚きよう愕がくしたそうだ。その上で、同時に深く安あん堵どしたそうだ。

　それまで、岡部は無限に続くまゆりの死の連れん鎖さを繰り返してきた。

　けれど、それを話せる者は誰だれもいない。話したところで理解されるはずもない。そう、ずっと考えていたそうだ。

　でも、この時ようやく、岡部はその想おもいから解放された。

　孤こ独どくから解放された。

　やっと話せる人間ができたのだ。

　私が──牧まき瀬せ紅莉栖という人間が。

　岡部は、彼の主観時間にしておそらく数年ぶりに、涙なみだをこぼした。それまでは、もはや涙を流すことができないほどに、魂たましいを凍こおらせていたのだ。

　だから、岡部は涙を流しながら私に話したそうだ。

　すべては自分の責任だと。

　ハッキングをしろと橋田に言わなければよかったと。

　タイムマシンを作ろうなんて、言わなければよかったと。

　自分が、まゆりを殺したのだと……。

　他ほかでもない、まゆりを守るのだと誓ちかった自分が……。




　　　　☆




「無む茶ちやしやがって、バカ……」

　岡部からすべての告白を聞き、私がまず言ったのはその一言だったという。

「タイムリープマシンは、絶対安全とは限らないのよ。場合によっては、あんたの存在そのものがなくなる可能性だって……」

　他人の口から聞かされた、自分の記き憶おくにない己おのれの言葉とは言え、それは如何にも私が言いそうな台詞せりふだった。

　かつて、『人間は根源的に、時間的存在である』と言った哲てつ学がく者がいる。

　マルティン・ハイデガーという、様々な分野に影えい響きようを及およぼしたドイツの近代哲学者だ。彼は人間を流れゆく時間の中で存在するものだと規定し、同時にいずれ来るその死までの限定された時間領域に生きるものだと話した。

　もっと言えば、〝存在する〟ということそのものがその出発点である誕生から、終しゆう焉えんである死までの時間のことを指すと考え、その期間（時間）こそが人間が存在しているということに他ならないと言った人物なのだ。

　これをタイムマシンと絡からめて言うならば、時間を移動してその改変を行なうということは、同時にその存在を危あやうくするのと同じ行こう為いだということになる。ジョン・タイターが＠ちゃんねるで話していた時に出た『祖父のパラドックス』そのものだ。

　そして、実際に私は岡部にそのハイデガーのことを語ったのだという。それも一回ではなく、複数回。どれだけ、私が彼に安易な時間改変を戒いましめさせようとしたかが分かる。

　そして岡部は黄昏たそがれの光の中で、私に尋たずねたという。「俺は、どうすればいい？」と。

　おそらく、岡部に頼たよられた私は、知ち恵えを絞しぼったろう。

　まゆりを助けるために。

　彼女を助けようとする、岡部を助けるために。

　岡部の語るところでは、私は彼を元気づけるために、軽口を叩たたいて彼の厨ちゆう二に病びようムーブの真似まねまでしたらしい。

「ほら、狂きよう気きのマッドサイエンティスト。世界の構造とやらを作り変えるんだろ？」

　ポーズを取り、服の裾すそをわざとはためかせて、言い放ったと。

「無論だ、ふわっはっはっはっはっは！　……ってさ？」
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　分かる。

　言うだろう。そうするだろう。

　好きになった人のためなら、それくらい言うし、やる。岡部のためなら、やる。

　……でも、激げき烈れつに恥はずかしかったことだろう。

　岡部も、「あの時、顔が赤くなってたような気がする」と言葉を付け足した。表面では比ひ較かく的てき平静だったかもしれないが、絶対に内心は悶もん絶ぜつしていただろう。岡部のため以外だったら、絶対にやっていないと断言できる。

　──いや、まゆりのためだと思えば別かもしれないが。

　いずれにせよ、私がほとんど捨て身だったことは間ま違ちがいない。

　そしてそうしないと、岡部はもう限界だとその時の私は分かっていたに違ちがいない。ポリシーもプライドも、友達であるまゆりと好きな人である岡部のためだ。いくらでも捨てる。

　それは、今のこの私自身であれ、今はもう岡部しか知らない別の時間と世界線の私であれ、多分まったく変わらない部分のはずだ。

　その時の私は、彼にたどたどしく手を差し出し、岡部に再びタイムリープマシンの使用を提案したという。

　危険であることは承知の上だ。おそらく岡部はそれを顧かえりみないだろうし、そのぐらいだったら止めるのではなく、可能な限りのサポートをしようと思ったに違いない。

　──ちなみに、その時間軸じくの私が岡部の手を握にぎったことについては、少々の嫉しつ妬とを禁じ得ない。また、切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようであるというのに、ふと「その手があったか」と思ってしまう自分に関して、かなり以上の羞しゆう恥ち心しんを覚える。




　　　　☆




「時間は今から五時間ほど前。ちょうどタイムリープマシンが完成する頃ころにセットしておいた。完成前まで跳とぶと、マシンが完成しなくなる可能性が生まれるから」

　岡部の説得の後、ラボに戻もどった私は装置の調整をしながら、そう言ったらしい。

　なお、余談の上にこれは推測だが、この時間軸の私は自分がタイムリープマシンを使うことも検討したはずだ。その上で、彼女は多分その選せん択たく肢しを除外した。理由は間違いなく、岡部だけが持つ能力リーディングシュタイナーの存在ゆえだ。

　タイムリープマシンは、確かに私でも使える。

　しかし現在の私たちのテクノロジーでは、タイムリープマシンで変えられる事象は四十八時間以内に起きた出来事に限られる。

　──もっと技術を進歩させれば、脳の状態が四十八時間以上変化しても記憶の転写を問題なく行なえる可能性はあるが、今のところは無理と言わざるを得ない。

　もしも覆くつがえさねばならない要件が、その時間の範はん囲いを出る事象であった場合、過去を変えるにはＤメールが必要となる。けれど、私ではＤメールを使った瞬しゆん間かん、記憶が改変されてしまって事態を把は握あくできなくなってしまう。

　状況を変える意味がなくなってしまうのだ。

　である以上、実行者は岡部に頼るしかない。

　だからだろう、五時間前に跳べと言った私は、こう続けて言ったそうだ。

「あんたはそこへ飛んで、タイムリープマシンが完成したら、みんなを解散させて、私にさっきの話をして。未来から来たと言えば……。多分、私は信じる」

　明白な噓うそだ。自分自身である私には分かる。

　実際、岡部でさえその言葉に疑問を感じて問うたらしい。

　当然の行動だ。疑問を感じるのも、尋ねるのも、私が岡部なら絶対にする。

「なぜ分かる？」

「私のことは、私が一番よく知っている。そもそも、タイムリープマシンを開発したのは私なのだぜ」

　私は片目をつぶり、にやりと笑って親指で自分を指したそうだ。

　おそらくすべては演技だろう。それは、私がヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所で、「研究員にも政治力は必要だ。周りと上手うまくやって、研究を通すための政治力が」と言われて身につけた演技のテクニックと同じ動きだ。

　自信たっぷりに、相手に気取られないよう、あらゆる出来事を把握しているふりをする。何もかも知っていて、指し摘てきされた時にはうろたえずに煙けむに巻く。

　もちろん、完全に自信がないわけではないし、全部が噓のはずはない。でなければ、こんな危険なことを岡部に──好きな人にやらせるはずはないからだ。

　でも、自信があったのは間違いなくタイムリープマシンに関かかわる部分だけで、それ以外のほとんどは、岡部を不安にさせないため、まゆりを助けるために全神経を注がせるための演技だったろう。

　おそらく、内心は色々と複雑だったに違いない。

　焦あせり、恐きよう怖ふ、悲ひ嘆たん……。

　自分がその時に感じただろう感情については、いくらでも想像できる。

　だがそれ以上に、多分その時の私は岡部を愛してた。

　彼の心に負担をかけたくない一心だったに違いない。

「……自分のマシンに自信があるということか？」

「まあね。さっき、岡部を見た時も確信してた。タイムリープしてきたんだって」

　だからだ。この言葉──自分で確定的に自信があるわずかな部分──に続けて、あんなことを言ったのは。

「……念のため、キーワードを決めておきましょうか」

　もしも、だ。

　完かん璧ぺきな自信があって、己おのれを信じるに足る〝確固たるもの〟があるなら、こんなことを言うはずはない。もちろん、保険は必要だ。いつ如何いかなる時も失敗の危険性はある。でも、次に出た言葉は、私にとっては保険程度で口にするはずのない言葉だったのだ。

「今、私が一番欲しいものはマイフォークである」

　その言葉を受けて、岡部は戸と惑まどったそうだ。

「欲しいのか？　マイフォーク……」

「そ、マイスプーンはもう持ってるし。……って、そこに興味を持つな！」

　この内容を私に話している時の岡部は、まだ首をかしげていた。そんな言葉がキーワードになることと、さらに何故なぜか私が自分から言い出したくせに話を切ろうとしたことに。

　当たり前だ。

　誰だれだって、そんな反応をすれば不ふ審しんに思う。

　けれど、実情を知る私からすれば、同時に無理もない反応なのだ。

　はっきり言うと、「何で、そんなことまで言ったんだ!?」と今の私が思っているくらいなのだから……。

　私にとってのマイフォーク。

　それは、単なる自分用のフォークじゃなくて、パパから七年前の誕生日にもらえるはずだったプレゼントのことだ。

　欲しいと思っても絶対に手に入らない、父からの愛情の象しよう徴ちよう。言ってしまえば、私の一番弱い部分。私が、今の自分になる前の、子供の心の名残なごり。

　こう言っては何だけれど、面と向かって岡部に好きだという方がよっぽど恥はずかしくない。三日間ずっと連続で、愛してるとささやく方が気が楽なくらいだ。

『今、私が一番欲しいものはマイフォークである』

　この言葉はそれくらい私にとって、己の無防備さをさらけ出す言葉なのである。

　確かに、そんな込み入った事情を知っている者は、未来の自分以外にはあり得ない。これを言われれば、間ま違ちがいなく自分は岡部が未来から来たと信じるだろう。

　しかしこれは明らかにやり過ぎだ。間違いなく、その時点の私は自分を信用していなかった。だから、今の自分の〝確固たるもの〟ではなく、もっと幼く、より根源的な部分に賭かけたのだろう。

　逆説的にそれは、私が絶対に失敗してはならないと、そう考えていたということだ。

　……そして最後に、その時間軸じくの私は少しだけ残念そうに言ったという。

「五時間前の私はさ。知らないんだよね……、あんたが紅莉栖って、呼んでくれたこと」

　おそらく、本当は泣き出しそうだったんだろう……。
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　そうして時を跳とんだ岡部は、私からすると案の定──彼からすると予想外の状じよう況きように遭そう遇ぐうしたそうな。

　つまり、私に「自分は未来から来た」と言って、信じてもらえなかったのだ。

「実は……、俺は五時間後の未来からきた！」

　そう告げた岡部に、私はにべもなく言ったらしい。

「はぁ？　何、そのバカっぽい台詞せりふ」

　岡部にとって、まさに青せい天てんの霹へき靂れきであったという。

　──至し極ごく、もっともだが。

　彼が言うには、あまりにも私の対応が冷ややかで、おまけに睨にらみ殺されるのではないかと思うほどの視線を向けてきたとのことだ。

　さすがにそこまでの反応は予想外──そもそも、私のことだから岡部が時間を跳んできたと気づいてもおかしくない──だったのでくわしく聞いてみると、どうやらタイムリープマシンが完成した瞬しゆん間かんに、その実験を行なわないと告げたらしかった。

　……あ、なるほど。

　私はそこで得心する。怒いかりで目が曇くもったのだ。

　その時間軸では、岡部は私がタイムリープマシンの問題点や危険性を話す前に、その実験の中止を決定したのだ。いってしまえば、「やっぱりお前の作ったタイムリープマシン、信用できない」といきなり言われたわけだ。

　……そりゃ、不ふ機き嫌げんにもなるわ。言葉選びなさいよ。

　無論、この時の岡部に余よ裕ゆうがなかったわけなのだから、その点は仕方ないと思う。しかしそのことを、この時の時間軸の私は知らない。

　どうやら、表面上は平静を取り繕つくろっていても、心の中では怒りの暴風雨が吹ふき荒あれていたに違ちがいない。そしてそういう時の私の常として、相手を徹てつ底ていして精神的に追い詰つめようとしてしまうのだ。

　──最初に大ビルの講演で岡部をやり込めてしまった時と同じだ。

　岡部がどう認にん識しきしていたかは分からないが、この時の私は間違いなくそんなバーサーカー状態だったものと思われる。

「なぁッッ！　お前、言ってることが全然違うじゃないかぁぁッッ？　何が、『私は多分、信じる』だ!?」

　動どう揺ようし、問とい詰める岡部。そう言われても、私は冷れい淡たんに応じたそうだ。

「なぁに、勝手に言い出してる？　多分とか信じるとか、論理性皆かい無むの発言、私がするわけないだろ？」

　ねつ造するな。

　そんな調子で、完全に据すわった目で私は話したという。

　……ああ、間違いない。心底から怒おこっている時の反応だ。こういうことをするから、私は友達が少ないんだ。反省しよう。他人──いや、自分だが──のふりを見て、我がふりを直そう。

「言ったんだ！　そもそも、タイムリープマシンを作ったのは私なのだぜい、とか得意気に！」

「ばっかじゃないの？　はいはいワロスワロス」

　……だめ。ごめん、岡部。本当にごめん。

　いや、岡部の言い方が悪かったんだとは思う。そうでなきゃ、こんな反応はしない。でも、さすがにやっぱりこれはやり過ぎだ。

　実際、岡部自身も「五時間前のお前に救われてなかったら、ここで俺は本当に絶望していたかもしれない」とこぼす。

　──ちなみに、先の私の台詞の末まつ尾びの「ワロスワロス」は、さらに口にものをくわえながら言ったらしい。明確に相手を怒らせて、さらに追い詰めるための手口だ。我ながら悪質である。

「……この女、殴なぐりたい」

　岡部はそう思った瞬間、あることを思い出したという。それは、五時間前の私が話した〝キーワード〟。おそらくはたったひとつ、状況を覆くつがえしうる切り札。

　彼はもはや仕方ないと腹をくくり、その言葉を口にした。

「……お前が今、一番欲しいものは、マイフォークである」

　その言葉を聞かせた瞬間、私は息を吞のんだそうな。岡部にも分かるくらい、目を見張り、動きが止まったと。

　実際、相手を無差別攻こう撃げきするモードに入った私を止められるのは、これくらいの破は壊かい力を持った言葉が必要に違いない。……とは言え、教えないで欲しかったと聞いているだけで思う。切り札が不可欠であることは、この状況からも確かではあるのだが。

「どうだ？」

「……ほ、本当に話したの？　五時間後の私が!?」

　確認するように尋たずねる岡部に、珍めずらしく私はいつもの鉄面皮を崩くずしてしどろもどろで問い返したそうだ。無理もない。当然の反応だ。

　だが同時に、効果はてきめんだったらしい。

「……マイスプーンはもう、持っているからともな」

「う、恨うらむぞ。五時間後の私ぃぃ！」

　ぎぎぎ、と音がしそうな調子で私は首をひねり、わなわなと震ふるえていたという。顔も赤かったそうだ。

　岡部は不思議がっているが、正直いって聞いているだけの私が、泣き出さなかった自分を褒ほめたいくらいの気分なのだ。その時の私がそんな反応をするのは無理もない。

　まるで、心の中をのぞき見られたような気分だったろう。

　それも自分の意識の上では、彼に〝あなたが好きです〟と言ったようなものだ。それも相手が正しよう真しん正しよう銘めい、自分の好きな相手である岡部だ。

　自身がまだ告白していない相手に、自分が相手を好きであると知られる気分は、はっきりいって筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。身み悶もだえしてのたうちまわりたい心境である。

　とまれ、そこまで言われてしまえば、この時間軸じくの私がもはや岡部の言葉を疑う余地はなかった。

「これで、俺を信じる気になっただろう？」

「あ……、そうね。あのマシン、やっぱり……。理論通り完かん璧ぺきなんだ」

　問われて私は、そう返したという。

　岡部にあんなこと──好きも同然だと五時間後の私が告白したこと──を言われて混乱していたせいもあるとは思うが、最初の解答がそれというのは、つくづく私は業ごうの深い研究バカなのだなと思った。
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　その後、岡部はこの時間軸の私に、自分がそれまで経験してきたことのすべて──正確には、その時点で覚えていたことのすべて──を語って聞かせた。

　あまりにも辛つらく、凄せい惨さんで、救いがなく、数え切れないほどのまゆりの死の繰くり返しを……。

「ある物事が起きる〝結果〟には、必ずそれを引き起こす〝原因〟が存在する」

　私は聞き出した内容を一いつ旦たん書き出して整理し、それを元に岡部に告げる。

　因いん果が律りつ。

　すべての事象は、過去に起きた出来事を〝原因〟として起きるその〝結果〟である。

　これは私たちの文化、歴史、科学、物事の考え方すべての下した敷じきとなっている発想だ。如何いかなる論理も因果律の考えなしには成立しない。

　──厳密な話で言えば、量子論などの世界ではこの因果律の概がい念ねんは覆ることも多々あるのだけれど、私はそれはあくまで極少ミクロのスケールでの話であり、我々が生きる極大マクロの世界では通用しない概念だと考えている。

　つまり、〝まゆりの死〟という〝結果〟が常に存在するというのなら、そこには必然的に〝まゆりの死〟の〝原因〟となる事象が存在するはずだ。

　この時間軸の私もまた、そう考えて岡部に言ったという。

「通常、死という結果の原因には、そこに至る直接的な事象……。例えば病気や事故なんかが考えられるけど、それは原因とは断言できない」

　そもそも、〝死〟という現象それ自体が、我々にとっては身近であると同時に、まだまだ謎なぞの多い現象なのだ。

　高度に複雑な分子機械である人体は、当然ながらその機能にある程度以上の不全を来きたせば、停止する。その停止が不可逆で、機能が回復しない場合、人は〝死〟という現象に近づいていく……。

　でも、それは〝機能の停止〟が〝人体の死〟とイコールの場合の話だ。その場合なら〝死〟は、単純にそれをもたらす現象である病気や事故、あるいは故意の危害を防止すれば、回かい避ひできることになる。

　しかし、だ。まゆりは別に単一の現象で死に至るわけではない。

「まゆりを死においやっているのは、直接的にはラウンダーだけど、おそらく本当の原因は違ちがう。だから、ラウンダーが関かかわらなくても、まゆりは死んでしまう」

　ラウンダーによる殺害、交通事故、転落事故、銃じゆうの乱射事件、人体実験、心臓発ほつ作さ……。

　これらの複数の現象が彼女を襲おそい、そのいずれかが彼女を死に至らしめているという状じよう況きようを見る限り、〝まゆりの死〟は単純物理の範はん疇ちゆうにある事象ではない。

　つまりもっと根源的な次元に問題があるということなのだ。

「なら、原因は何だ？」

「分からない。もしかしたら、〝まゆりが生まれたという原因〟が、今日の〝まゆりの死という結果〟を導いているのかもしれない」

　うめくように問いかける岡部に、私は思案げに答えたという。

「寿じゆ命みようということか？　運命論じゃないか、それは……」

「ええ。だから、私は支持しない。原因はこの事件の〝引き金〟として、説明出来るような事こと柄がらのはずよ」

　運命論──すべての事象はあらかじめ決まっており、すべてのその一定されたレールからそれることなく進むという考え方。かつては科学会においても支配的な発想であり、未いまだにその影えい響きよう下にある研究者や一いつ般ぱんの人々も少なくはない。

　けれど、私はその考えを嫌きらっている。

　もしもすべてが運命で決まっているというのなら、あらゆる努力や意志、願いに意味はない。たとえ人が生まれてくることそのものに、さしたる意味はないとしても、そこに意味を作り出すのが人間であることの証明だと私は考えていた。

　そしてそれは、この時間軸の私においても同様だったらしい。

「……〝引き金〟？」

　だが、この時の岡部が反応したのは、まず〝引き金〟という言葉の方だった。彼は、タイムリープマシンを見つめて、〝ある可能性〟に言げん及きゆうした。

「もしかして、〝これ〟が完成しなければまゆりは……」

　おそらく、岡部はすがりたかったのだ。

　何かの答えに。

　人は不安になれば、すぐに手に入る答えを求めたがる。それは人が人である限り、抑おさえきることの難しい本能の作用だ。

　だから、人は詐さ欺ぎに引っかかるし、分かりやすい扇せん動どう者の理り屈くつに踊らされてしまう。きちんとした論理を無視して、ただ無批判に心地ここちよい──しかし実際にはより事態を悪化させるような──意見を飲み込んでしまうのは、心が疲ひ弊へいした時にはままあることと言える。

　この時の岡部も同様に、〝タイムリープマシンが完成することが、まゆりの死を決定づける原因なのでは？〟という考えに囚とらわれそうになってしまったのだ。

「待って！　短たん絡らく的に答えを出すのは危険よ……」

　だが、もしもそうでなかったら？

　タイムリープマシンとまゆりの死が無関係であれば、岡部は〝タイムリープマシンの完成〟という事象を打ち消すことで、もはや事態を覆くつがえす力を失ってしまうこととなる。

　それは、あまりに意味のない賭かけだ。

「しかし……！」

　それでも。

　そのアイデアが岡部の心に宿った、一いつ瞬しゆんの希望であることは確かだった。

　もしもこの時、〝彼女〟が来なかったならば、岡部はその意味のない賭けを実行していたことだろう。

「牧瀬紅莉栖のいう通りだよ」

　その、〝彼女〟の声がラボの空間を揺ゆらした時。

　まったく意図しない新たな人物の登場に、岡部と私はハッとしたという。

　そこにいたのは、他ほかでもない〝私の世界〟では８月９日を最後に姿を消した少女──阿万音鈴羽だった。

「あなた……、何か知ってるの？」

　尋たずねる私に、阿万音さんは落ち着き払はらった風ふ情ぜいで答えたらしい。それは、この時間軸じくでの私の意見を補強する言だった。

「あんたの推理は大体あってる。確かに、タイムリープマシンがなければ解決するなんて簡単なものじゃない。……世界を救うには、たどり着かなきゃいけないんだ」

　彼女は、はっきりとそう言ったという。

「ダイバージェンス一％の壁かべを越こえて、……βベータ世界線に」

　間ま違ちがいなく、この言葉を聞いた私の背筋には、鳥とり肌はだが立っていたことだろう。

　運命を否定したはずの私は、それでもこう思ったはずだ。

　……運命に出会ったと。
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　彼女が何を知っているのか？

　そもそも一体、阿万音鈴羽という人間は何なのか？

　当然ながら、この時間軸の私と岡部はその説明を求めたという。

　それに対して彼女は、「すべての真実を話す」といって、私たちを閉へい鎖さされたラジ館へと誘さそったそうだ。

　そこで彼女は、八本の真空管のようなものから成る、何かの表示装置のようなものを見せながら説明を始めた。

「ダイバージェンスというのは、この世界線がどこにあるかを示す数値。その数値を指し示す唯ゆい一いつの手がかりが、このダイバージェンスメーター」

　ダイバージェンス。

　確かに阿万音さんは、その言葉を使ったという。

　それは、＠ちゃんねるに〝降臨〟した未来人、ジョン・タイターの語った言葉だ。

「分ぶん岐き」または「逸いつ脱だつ」という意味の、「世界線が起点となる世界線からどれだけ離はなれたものであるかを数値化する単位」……。

　そのことはつまり、彼女が世界線という概がい念ねんを理解しているということを示していた。それだけではない。続く会話で、岡部の言葉に彼女は衝しよう撃げき的な真実で返した。

「ニキシー管とは、作ったヤツはいい趣しゆ味みをしている」

「そりゃ、そうだよ。作ったのは岡部倫太郎なんだから……」

　さらりと告げられた、普ふ通つうであれば当然受け入れられないはずの台詞せりふ。

　その時の私の反応は、岡部も覚えていないらしい。何せ、当人があまりにもあまりな言葉に驚きよう嘆たんしていたからだ。

「俺!?」

　動どう揺ようする岡部。

　この時点では、岡部はダイバージェンスメーターを作ったのは自分でも知覚していない、別の世界線の自身という認にん識しきだったらしい。驚おどろきに震ふるえる彼をよそに、彼女は続けてさらにいったそうだ。

「君は、世界線を移動した時、前の世界線の記き憶おくを持ち続ける力がある。……それを利用して、未来の君が前の世界線と今の世界線がどのくらい違ちがうのかを数値化するメーターを作ったんだ」

　リーディングシュタイナー。

　世界線の移動によって、本来は再構築され改変されるはずの記憶が、世界線移動を経てなお維い持じされ続ける能力。

　まったく原理も不明で、一体どのようにして発現するのかすら類推できない、岡部だけの力。……最初は訝いぶかしかしく思っていた私も、すでに彼にそうした能力があることは認めざるを得なくなっている。

　──そうでなければ整合性のつかない事象が、あまりにも数多くあるからだ。

　この時間軸での私もそうだったのか、私は彼女の話よりも阿万音さんが持っていたというダイバージェンスメーターに注目したらしい。

「……0.337187？」

　さすがに自分自身とは言え、この時の私がどうして阿万音さんを質問漬づけにしなかったのかは理解できない。もっと尋ねるべきことは数多くあったはずだし、こうして聞いている私でさえ、うずうずしているくらいなのだ。

　しかし私は、淡たん々たんと……まるでそこで起きる事象をある程度まで予測していたかのように、話を聞くだけだったという。

　それに対して、逆に阿万音さんは私の認識からすると意外なくらい、饒じよう舌ぜつだったようだ。私が呟つぶやいたダイバージェンスメーターの数値にも反応して、それを解説してくれた。

「それが今の世界線」

　0.337187。

　基準となる数値それ自体はよく分からないが、この時に岡部がいた世界線の数値がこの数値であることだけは確かだ。ちなみに、今私たちがいる世界線は0.571046。

　岡部が話している世界線との差異は、実に０・２３％以上も異なっているわけだ。数値としては一見小さいようだが、これが％であることを考えると、もしかするととんでもないことかもしれない。

　もしも、地球に降り注ぐ太陽の光が０・２３％違ったら？

　もしも、地球のサイズが０・２３％違ったら？

　もしも、地球の公転軌き道どうが０・２３％違ったら？

　その結果として起きる事象は、想像を絶する。もしかしたら、このダイバージェンスを変えるというのは、それこそ星を動かすほどの難事なのかもしれない。

　彼女が先に述べた言葉が真実なら、私たちはこの数値が一％になるよう行動しなければならないということになる。

　それは間ま違ちがいなく、ある種の偉い業ぎようと言えた。




　　　　☆




　まだよく分かっていない私たちに、阿万音さんは懇こん切せつ丁てい寧ねいに解説してくれたそうだ。

「世界線っていうのは、ちょうど毛糸とかこのロープみたいなもんなんだ」

　そう言って、彼女は持参していたロープを取り出したらしい。

「このロープは一見一本だけど、実際にはいくつもの細い糸が集まって作られている。この糸が世界線……。ひとつひとつが干かん渉しようしあうことはないけど、伝っていった先のたどりつく結果は一いつ緒しよなんだ」

　阿万音さんの言葉に、私はまたも以前、＠ちゃんねるでジョン・タイターが話していた内容を思い出していた。その時の話と阿万音さんの説明を重ね合わせると、こうなる。

　世界線は、簡単に言えば無数の支流を持つ川のようなものだ。

　上流から流れてきた〝時間〟という名の水は、幾いく多たの流れに分ぶん岐きし、あるいは途と中ちゆうで合流して、色々な経路を辿たどる可能性がある。しかし最終的には、必ず──ある程度の例外はあるにせよ──〝海〟という最終目的地にたどり着くのだ。

〝時間〟という水の流れが、実際にどのような場所を流れるかはともかくとして、それが〝海〟に流れ込むという結果に収束することに違いはない。

　この場合は、〝まゆりの死〟という〝海〟に。

　おそらく同じ感想を抱いだいたのだろう、この時間軸じくでの私は阿万音さんの説明を受けて独りごちるように呟いたそうだ。

「つまり、すべてがまゆりの死という結果に向かってるってことか……」

「うん。でも、世界線が大きく変動して、今いるαアルフア世界線から、一％を超こえてβ世界線へ移動すると……、別の結果となる」

　彼女の言葉は、閉へい塞そくした環かん境きようでようやく見えた解決への糸口だった。今まで、私自身を含ふくめてさえ、岡部にこれほど明確な行く先を示すことのできた者はいない。

　そのことに、私はよく分からない敗北感を覚えると共に、感謝の気持ちが湧わき上がった。もし阿万音さんがいなければ、岡部は今も絶望の中を彷徨さまよっていたかもしれないのだ。

「α世界線とβ世界線は、大おお幅はばに結果が……。つまり、未来が異なる世界線。本来行き来することは不可能なんだ。Ｄメールや、タイムリープで過去改変を行っても、移ることは出来ない」

　彼女はα世界線と、β世界線と名づけられた世界線について、軽く解説をする。ただし、その具体的な未来が一体どのようなものであるのかについては、ここではまだ言げん及きゆうしなかったそうだ。

「ただし、世界に大きな事件が起きて、その選せん択たくによって、未来が変わる世界線の分岐点のような年がいくつかある。最近だと、湾わん岸がん戦争が起きた１９９１年、２０００年問題があった２０００年。……そして、タイムマシンが開発された２０１０年」

　それぞれの年代で、どのように世界線が分岐したのかについては、このことを話す阿万音さん自身にも、知識がないようだった。

　その例外はただひとつ。

　タイムマシンが開発されたと彼女が明言した、２０１０年。

　……つまり、今私たちの過ごしている時間だ。

「分岐が起きる時なら、α世界線からβ世界線への移動が可能になるんだ」

　そう言って、彼女が岡部とこの時間軸での私を連れて行ったのは、ラジ館の最上階。目の前には、あのラジ館に墜つい落らくした人工衛星が、フロアに突つっ込んで無残に外がい壁へきを破は壊かいしている光景があったという。

　薄うす暗ぐらいその場所で、「世界線の分岐」とその移動について聞かされた岡部は、気色ばんで叫さけんだ。

「どうやって移動するんだッッ？　方法はッ!?」

「待って！」

　必死に、答えを探さぐろうとする岡部。

　しかしその岡部を、この時間軸の私は制したという。

　岡部は、おそらくここに来る遥はるか前の時点で、〝私〟は〝そのこと〟に気づいていたんだろうと話す。……それについては、私自身もそう思う。

　ここまでのヒントを与あたえられ、〝そのこと〟に気づけない私ではない。無論、それは今この話を聞いているだけでもそうなのだ。

　その時、本人を目の前にして、仕草や表情、視線の動きなどからより多くの情報を得ることができていた〝この時間軸の私〟なら、〝そのこと〟に気づくのはもっと早かっただろう。

「その前に……、あなたの正体を教えて」

　しかしそれでも、〝私〟はあえて彼女から〝そのこと〟を告げられることを望んだ。

　彼女の意志で。

　彼女の選択で。

　彼女の決断で。

　それが彼女の自由意志を尊重し、尊厳を大切に想おもい、何より阿万音さんを友人と思った私の願いだったはずだ。

　阿万音さんは私の言葉を受け、人工衛星に近づいたという。

　そしてその一部を操作し、人工衛星の扉とびらを開いて見せた──多分、それが何よりも雄ゆう弁べんに自分の正体を語ることになると考えた上で。

「これは……？」

　そう、岡部が感かん嘆たんするように呟つぶやくと、阿万音さんはそれに答えた。

　極きわめて静かに……。

　まるで波は紋もんなき水面に浮うかぶ、幽ゆう寂じやくの月のような一言を。

「……タイムマシン」

　言葉こそ静かだったが、岡部は驚きよう愕がくで世界そのものがどよめいたように感じたそうだ。私も息を吞のみ、さすがに驚おどろきを隠かくしきれていなかったと、岡部は言う。

　しかし同時に、そこには納なつ得とくの表情もあったらしい。次の告白にも、私は岡部ほどには動じていなかったとのことだった。

「あたしは……、２０３６年から来たんだ」

[image: ]

　秋葉原の喧けん噪そうという日常から、ひとつ壁かべを隔へだてただけの空間。

　そこに落ちた、一点の染しみのような声。それは、今まで私たちが過ごしていた現実を粉々に打ち砕くだき、世界そのものを非日常へと染めていく一声だった。

「鈴羽……」

　戦せん慄りつするように岡部が呟き……。

　それに、阿万音さんは言葉を返す。

「あたしがタイムトラベラー……。ジョン・タイターだよ」

　……岡部はその時、世界の境界が崩ほう壊かいする音を聞いたのだ。
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　あとがき







　初めまして。

　そして私をご存じの方には、お久しぶりです。

　三み輪わ清きよ宗むねにございます。

　まずは、本書『STEINS;GATE２　形けい而じ上じようのネクローシス：Reverse』をお買い上げくださり、誠に感謝致いたします。本書は私の書いた小説としては三冊目、文庫としては十一冊目の本に当たります。




　本書は、アニメ版『STEINS;GATE』をベースに5pb.より発売の原作ゲームなどの要素を加味したノヴェライズ作品であり、既き刊かんである『STEINS;GATE 蝶ちよ翼うよくのダイバージェンス：Reverse』の続きとなっております。

　──もしも万が一、前巻をお読みでない方がおられましたら、そちらからお読みになることを強くお勧すすめいたします。

　あくまでもベースとしているのがアニメ版『STEINS;GATE』であるため、原作ゲームや他にも展開しているコミック版などとは、若干設定などが異なっている部分があります。

　ご了りよう承しよう下さい。




　さて、原作である『STEINS;GATE』から、主人公を原作のヒロインのひとりである〝助手〟こと牧まき瀬せ紅く莉り栖すに代えて展開してきました、文章で綴つづられる想定科学アドベンチャーも二巻目となりました。

　いよいよ、物語はショッキングな事件を境にどんどん加速していくこととなります。

　その一方で、牧瀬紅莉栖自身は己の予想だにしていなかった心の動きに気づくことになり、これまで抱いだいていた父親に対するトラウマとはまた別の葛かつ藤とうに悩なやまされることとなるのです。

　その具体的な内容については、どうか本編をお読み下さい。必ずや牧瀬紅莉栖という人物の新たな魅み力りよくをご堪たん能のう頂けることでしょう。

　また、本書は単独で読んでも楽しんでいただけるように書かれていますが、アニメをご覧になった上でお読みになると、さらに楽しみを深めることができるように書かれています。

　可能であれば、本書を読んでアニメを見て、さらにアニメを見てから本書を読んでいただけるとその楽しさは倍増すること間ま違ちがいありません。

　筆者としては一番に推すい奨しようしたい読み方です。




　また、本書を書くに当たっては、今回も非常に多くの方々の手助けをいただきました。

　前回と同様、尽じん力りよく下さった担当の長谷川さん、スニーカー編集部の皆みな様さま方。そして前担当の木内さん。加えて設定を監かん修しゆうしてくださった5pb.、およびアニメ版スタッフの皆様には多大な恩おん顧こをいただきました。

　本当にありがとうございます。深く感謝いたします。

　また、表紙と口絵を美び麗れいに描えがき出して下さった坂さか井い久きゆう太た先生には御お礼れい申し上げます。

　そして私にプロになる切きっ掛かけを下さった菊きく池ちたけし氏と、この数年間に色々な支し援えんを下さった井いの上うえ純じゆ弌んいち氏に、この場を借りて拝はい謝しや致したく思います。お陰かげでこうしてここまで来ることができました。




　そして最後に、物心両面で援えん助じよをしてくれた相方の小こ太刀だち右う京きよう氏に何よりも深い謝意を表し、筆を置きたいと思います。

　これからもまだまだ『STEINS;GATE』は続きます。続刊『STEINS;GATE３　境界面上のシュタインズゲート：Rebirth（仮）』にもご期待下さい。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。





September, 2011　三輪　清宗　　
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